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発
行
責
任
者
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議
　
　
長
　
先
川 

和
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議
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広
報
特
別
委
員
会
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委
員
長
　
山
根 

温
子
　

　
　
　
　
　 

副
委
員
長
　
玉
重 

輝
吉
　

　
　
　
　
　 

委
　
員
　
新
田 

和
明
　

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
芦
田 

宏
治

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
玉
井 

直
子

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
前
重 

昌
敬

　
本
年
、
安
芸
高
田
市
も
含
め
、
全

国
各
地
に
お
い
て
自
然
災
害
に
よ
り

多
く
の
方
々
が
亡
く
な
ら
れ
、
自
ら

の
無
力
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
と
と

も
に
、
心
が
痛
み
ま
す
。
亡
く
な
ら

れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
被
害
を

受
け
ら
れ
た
方
々
も
た
く
さ
ん
お
ら

れ
ま
す
。
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
こ
の
度
の
９
月
定
例
会
に
お
き

ま
し
て
は
、
７
月
豪
雨
災
害
関
連

に
要
す
る
費
用
、
約
27
億
円
を
可

決
致
し
ま
し
た
。

　
復
旧
工
事
も
懸
命
に
対
応
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

時
間
が
掛
か
り
、
被
害
を
受
け
ら
れ

た
方
々
に
、申
し
訳
な
く
思
い
ま
す
。

　
議
会
も
一
致
団
結
し
、
一
日
も
早

い
復
旧
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

 

（
玉
重 

輝
吉
）
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第
５
９
号

あ
き
た
か
た

議
会
だ
よ
り
人
が
つ
な
が
る
田
園
都
市

編

集

後

記

26

吉田幼稚園運動会（10月7日）

吉　田

第15回安芸高田花火大会（８月25日）

八千代

26家族が楽しく稲刈り

広島市から体験農業（９月17日）

美土里 祝　ご長寿

高美園敬老会　上佐一心会（盆踊り）（9月2日）

高　宮

夢！みんな元気にわいわい

第30回こうだわいわい祭 第50回商工祭（10月14日）

甲　田 世代間交流

向原こばと園運動会（９月22日）

向　原

天気に恵まれ大勢の
参加者でにぎわう

力を合わせて
オープニングパレード

今回の題字は、 さん（八千代小学校６年生）  です。

人がつながる田園都市

あきたかた

第59号 ２０１８（平成３０）年１１月１５日発行

 地域懇談会報告
 高校生との意見交換会
 あんな  こんな
 地域のかがやき

･･ 13～19
  一問一答 
 13人が市政を問う

い　　ぎ あかり

 ９月定例会
 29年度決算審査
 常任委員会報告

OVER THE TOP ～限界を超えて～
演目  男子全員騎馬戦（高宮中学校運動会）

･･････20～23
･･･24

･･･････････26

･････････････  2～3  
･･････  4～6  
･･････  8～12

安芸高田市
市議会のページ
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９月定例会９月定例会

　
９
月
定
例
会
を
９
月

６
日
〜
28
日
ま
で
の
会

期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
を
含
む
10

会
計
の
29
年
度
決
算

は
、
予
算
決
算
常
任
委

員
会
へ
付
託
し
、
本
会

議
最
終
日
に
お
い
て
、

す
べ
て
全
員
賛
成
で
認

定
し
ま
し
た
。

（
決
算
審
査
は
４
〜
６

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
16
議
案
（
う
ち
議

員
発
議
１
件
）
を
、
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。（
補

正
予
算
審
査
は
７
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）

　
一
般
質
問
で
は
、
13

人
が
市
政
を
問
い
ま
し

た
。（
13
〜
19
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）

■30 年第 4回定例会は12 月上旬から開会を予定しています

９
月
定
例
会

○
平
成
29
年
度
安
芸
高
田
市
一
般
会
計
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

　熊
高
　
指
定
管
理
の
施
設
運
営
が
厳
し
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
報
告
が
市
よ
り
あ
っ
た

が
、
監
査
委
員
の
立
場
か
ら
ど
の
よ
う
な
視
点

を
持
た
れ
て
い
る
の
か
。

　女
鳥
監
査
委
員
　
監
査
は
、
実
施
期
間
を
確
保

し
に
く
く
対
象
も
限
ら
れ
る
な
か
、
毎
年
度
計

画
を
立
て
行
っ
て
い
る
。

　
　
監
査
の
目
的
は
、
民
主
的
・
法
律
的
な
行
政

執
行
が
確
保
さ
れ
、
住
民
の
福
祉
の
増
進
に
寄

与
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　山
根
　
自
主
財
源
と
な
る
賦
課
徴
収
事
業
で
は

計
画
値
を
大
き
く
上
回
る
実
績
が
あ
が
っ
て
い

る
。
今
後
も
、
事
業
の
継
続
・
転
換
・
廃
止
な

ど
を
に
ら
み
つ
つ
、
行
財
政
改
革
が
進
む
こ
と

を
期
待
す
る
。

全
員
賛
成

第59号　平成30年11月15日発行

■
認
定
第
１
号

議会のうごき議会のうごき

認

　

定

29
年
度
決
算

7月

7月～9月の議会の主な活動状況7月～9月の議会の主な活動状況議会のうごき

　9日　議会改革特別委員会

13日　全員協議会（臨時）

18日　地域懇談会（吉田）

19日　全員協議会

20日　議会広報特別委員会

８月

      1日　議会広報特別委員会

  　　 地域懇談会（八千代）

      5日　地域懇談会（向原）

      7日　議会運営委員会

   8日　議会改革特別委員会

17日　地域懇談会（高宮）

18日　地域懇談会（甲田）

19日　地域懇談会（美土里）

20日　全員協議会

　　　　道の駅整備調査特別

　　　　委員会

21～　 総務企画常任委員会

22日　先進地視察研修

22～　文教厚生常任委員会

23日　先進地視察研修

27日　北部ブロック議員研修会

30日　議会運営委員会

９月

      5日　高校生との意見交換会

　　　　（吉田高校）

      6日　第３回定例会（開会）

　　　　全員協議会（臨時）

　　　　議会広報特別委員会

      7日　予算決算常任委員会

　　　　全員協議会（臨時）

　　　　総務企画常任委員会

　　　　産業建設常任委員会

10日　本会議（一般質問）

11日　本会議（一般質問）

13日　総務企画常任委員会

18日　文教厚生常任委員会

19日　産業建設常任委員会

　　　　議会運営委員会

　　　　全員協議会

20日　予算決算常任委員会

21日　予算決算常任委員会

28日　第３回定例会（最終日）

　　　　議会改革特別委員会

※詳細は、お太助フォンや市のホームページでお知らせいたします。

○市内中学校と保育所の遊戯室への
　エアコン整備
○八千代地区・甲田地区の小学校統合
○「生活支援員」制度
○本庁第１庁舎耐震化工事
○「道の駅」整備事業などへの取り組み

○市内中学校と保育所の遊戯室への
　エアコン整備
○八千代地区・甲田地区の小学校統合
○「生活支援員」制度
○本庁第１庁舎耐震化工事
○「道の駅」整備事業などへの取り組み

本会議の議決風景

質
疑

■
賛
成

■
採
決

■
討
論

■

傍
聴
記

傍
聴
記八

千
代
町

　平
本
和
昭
さ
ん

　
９
月
10
日
安
芸
高
田
市

議
会
一
般
質
問
を
傍
聴
し
ま

し
た
。
市
長
に
対
し
議
員
の

皆
様
が
色
々
な
質
問
を
交
わ

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
災
害
が
多
発
し
て
い
る
関

係
で
、
防
災
に
関
す
る
質

問
が
初
日
だ
け
で
７
件
も
あ

り
ま
し
た
が
、
も
う
少
し
コ

ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
る
事
が

で
き
た
ら
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
事
業
が
数
え
切

れ
な
い
程
あ
り
ま
す
が
、
限

ら
れ
た
予
算
の
中
で
道
の
駅

（
野
菜
市
場
な
ど
）、
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
等
の
事
業
が
進
む
と
、

多
額
の
費
用
が
か
か
る
の
で

心
配
で
す
。
事
業
が
う
ま

く
い
く
か
少
し
不
安
に
思
い

ま
し
た
。
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９月定例会９月定例会

向原高校向原高校
○地域の課題または意見・要望
○市長に立候補するなら、どんな公約にするか　
○今の社会で課題や問題と感じていること、期待や希望していること

6月27日(水)　
14：30～15：20

高校生と議会との意見交換会高校生と議会との意見交換会

高校生との意見交換会高校生との意見交換会

高校３年生を対象として「まちづくりに参画する意識」や「選挙で投票する重要性の認識」を持っ
ていただくことを目的に、グループに分かれて意見交換を行いました。地域課題について熱心に
考えられた意見や要望は、参考になることがたくさんありました。

○若者が住みやすくなる政
策も実現してほしい。

　【要　望】

　【提　案】

○人口減少の現実に驚いた。
できることがあれば一緒
に市を盛り上げたい。
○将来のことを今から考え、
選挙権を持ったら意見し
ようと思った。
○要望したことの実現を期
待する。

　【感　想】

○毛利元就、サンフレッ
チェ、神楽をもっとアピー
ルしてほしい。
○働く場所をつくってほしい。

　【要　望】

○貴重な体験で、地域の問
題点や改善点が出てよ
かった。
○市をよくするために自分
から働きかけをしなくて
はいけないと思う。

　【感　想】

○子育てしやすい環境や公園の整備が必要。
　【公　約】○活気の出るイベントや祭りを開催する。
　【社会での課題・問題】○いじめや無差別殺人はいけない。

　【提　案】
○公共交通の充実が人口増につながるのではないか。
○ショッピングモールがあれば、人を呼び込み市の活性化につながる。
○ジビエ料理をいろんなところで提供するべき。

承
認
・
可
決

災
害
復
旧
費

応急工事・災害廃棄物処理など
専決処分　　２億3684万円

（専決処分月日　７月３０日）

一般会計補正予算　総額29億4958万円のうち
災害復旧関係費　24億9045万円

応急工事・災害廃棄物処理など
専決処分　　２億3684万円

（専決処分月日　７月３０日）

一般会計補正予算　総額29億4958万円のうち
災害復旧関係費　24億9045万円

○
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い
て

　玉
重
　
市
の
財
政
状
況
も
大
変
厳
し
い
な
か
、
財
政
調

整
基
金
を
繰
り
入
れ
て
、
早
急
に
現
場
対
応
を
さ
れ
た

こ
と
に
感
謝
す
る
。

○
平
成
30
年
度
安
芸
高
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
３
号
）
に
つ
い
て

　山
根
　
今
後
は
、
補
助
金
に
お
い
て
も
、
将
来
的
な
経
営

や
効
果
を
は
か
り
、
し
っ
か
り
と
し
た
計
画
を
立
て
た
う

え
で
の
予
算
化
と
し
、
安
芸
高
田
市
の
生
き
残
り
を
か
け

て
取
り
組
む
姿
勢
を
貫
か
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

■
承
認
第
４
号

■
議
案
第
65
号

賛
成

■
討
論

■
賛
成

■
討
論

■

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
　
中
本
　
吉
德
　
さ
ん

　
　
　
　
　
　
八
千
代
町
上
根

　
　
藤
田
美
佐
子
　
さ
ん

　
　
　
　
　
　
吉
田
町
吉
田

諮
問
（
２
件
）

■

承

　認

○
Ｊ
Ｒ
芸
備
線
・
福
塩
線
の
早
期
復
旧
に
関
す
る

意
見
書
に
つ
い
て

　
長
期
に
わ
た
る
運
休
が
見
込
ま
れ
て
い
る
Ｊ
Ｒ

芸
備
線
・
福
塩
線
は
、
通
学
、
通
勤
、
医
療
機
関

へ
の
通
院
と
い
っ
た
市
民
生
活
の
維
持
、
企
業
の

生
産
活
動
等
に
不
可
欠
な
鉄
道
路
線
で
あ
り
、
生

活
交
通
と
し
て
の
利
用
者
の
ほ
か
、
観
光
客
等
へ

の
影
響
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　
一
刻
も
早
い
復
旧
及
び
運
行
可
能
と
な
っ
た
区

間
の
早
期
の
一
部
運
行
再
開
の
た
め
、
鉄
道
事
業

者
に
対
す
る
配
慮
及
び
復
旧
に
係
る
地
方
自
治
体

の
負
担
に
対
す
る
財
政
措
置
等
、
あ
ら
ゆ
る
支
援

を
要
望
す
る
。

※

国
・
県
の
関
係
機
関
へ
提
出
す
る
。

■
発
議
（
１
件
）

採
決

■

全
員
賛
成

全
員
賛
成

採
決

■
全
員
賛
成

一日も早い復旧を一日も早い復旧を

テーマ

吉田高校吉田高校
○生活する地域からの提案及び質問

９月５日(水)　
15：30～16：20

テーマ
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９月定例会９月定例会

　
９
月
定
例
会
を
９
月

６
日
〜
28
日
ま
で
の
会

期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
を
含
む
10

会
計
の
29
年
度
決
算

は
、
予
算
決
算
常
任
委

員
会
へ
付
託
し
、
本
会

議
最
終
日
に
お
い
て
、

す
べ
て
全
員
賛
成
で
認

定
し
ま
し
た
。

（
決
算
審
査
は
４
〜
６

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
16
議
案
（
う
ち
議

員
発
議
１
件
）
を
、
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。（
補

正
予
算
審
査
は
７
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）

　
一
般
質
問
で
は
、
13

人
が
市
政
を
問
い
ま
し

た
。（
13
〜
19
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）

■30 年第 4回定例会は12 月上旬から開会を予定しています

９
月
定
例
会

○
平
成
29
年
度
安
芸
高
田
市
一
般
会
計
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

　熊
高
　
指
定
管
理
の
施
設
運
営
が
厳
し
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
報
告
が
市
よ
り
あ
っ
た

が
、
監
査
委
員
の
立
場
か
ら
ど
の
よ
う
な
視
点

を
持
た
れ
て
い
る
の
か
。

　女
鳥
監
査
委
員
　
監
査
は
、
実
施
期
間
を
確
保

し
に
く
く
対
象
も
限
ら
れ
る
な
か
、
毎
年
度
計

画
を
立
て
行
っ
て
い
る
。

　
　
監
査
の
目
的
は
、
民
主
的
・
法
律
的
な
行
政

執
行
が
確
保
さ
れ
、
住
民
の
福
祉
の
増
進
に
寄

与
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　山
根
　
自
主
財
源
と
な
る
賦
課
徴
収
事
業
で
は

計
画
値
を
大
き
く
上
回
る
実
績
が
あ
が
っ
て
い

る
。
今
後
も
、
事
業
の
継
続
・
転
換
・
廃
止
な

ど
を
に
ら
み
つ
つ
、
行
財
政
改
革
が
進
む
こ
と

を
期
待
す
る
。

全
員
賛
成
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■
認
定
第
１
号

議会のうごき議会のうごき

認

　

定

29
年
度
決
算

7月

7月～9月の議会の主な活動状況7月～9月の議会の主な活動状況議会のうごき

　9日　議会改革特別委員会

13日　全員協議会（臨時）

18日　地域懇談会（吉田）

19日　全員協議会

20日　議会広報特別委員会

８月

      1日　議会広報特別委員会

  　　 地域懇談会（八千代）

      5日　地域懇談会（向原）

      7日　議会運営委員会

   8日　議会改革特別委員会

17日　地域懇談会（高宮）

18日　地域懇談会（甲田）

19日　地域懇談会（美土里）

20日　全員協議会

　　　　道の駅整備調査特別

　　　　委員会

21～　 総務企画常任委員会

22日　先進地視察研修

22～　文教厚生常任委員会

23日　先進地視察研修

27日　北部ブロック議員研修会

30日　議会運営委員会

９月

      5日　高校生との意見交換会

　　　　（吉田高校）

      6日　第３回定例会（開会）

　　　　全員協議会（臨時）

　　　　議会広報特別委員会

      7日　予算決算常任委員会

　　　　全員協議会（臨時）

　　　　総務企画常任委員会

　　　　産業建設常任委員会

10日　本会議（一般質問）

11日　本会議（一般質問）

13日　総務企画常任委員会

18日　文教厚生常任委員会

19日　産業建設常任委員会

　　　　議会運営委員会

　　　　全員協議会

20日　予算決算常任委員会

21日　予算決算常任委員会

28日　第３回定例会（最終日）

　　　　議会改革特別委員会

※詳細は、お太助フォンや市のホームページでお知らせいたします。

○市内中学校と保育所の遊戯室への
　エアコン整備
○八千代地区・甲田地区の小学校統合
○「生活支援員」制度
○本庁第１庁舎耐震化工事
○「道の駅」整備事業などへの取り組み

○市内中学校と保育所の遊戯室への
　エアコン整備
○八千代地区・甲田地区の小学校統合
○「生活支援員」制度
○本庁第１庁舎耐震化工事
○「道の駅」整備事業などへの取り組み

本会議の議決風景

質
疑

■
賛
成

■
採
決

■
討
論

■

傍
聴
記

傍
聴
記八

千
代
町

　平
本
和
昭
さ
ん

　
９
月
10
日
安
芸
高
田
市

議
会
一
般
質
問
を
傍
聴
し
ま

し
た
。
市
長
に
対
し
議
員
の

皆
様
が
色
々
な
質
問
を
交
わ

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
災
害
が
多
発
し
て
い
る
関

係
で
、
防
災
に
関
す
る
質

問
が
初
日
だ
け
で
７
件
も
あ

り
ま
し
た
が
、
も
う
少
し
コ

ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
る
事
が

で
き
た
ら
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
事
業
が
数
え
切

れ
な
い
程
あ
り
ま
す
が
、
限

ら
れ
た
予
算
の
中
で
道
の
駅

（
野
菜
市
場
な
ど
）、
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
等
の
事
業
が
進
む
と
、

多
額
の
費
用
が
か
か
る
の
で

心
配
で
す
。
事
業
が
う
ま

く
い
く
か
少
し
不
安
に
思
い

ま
し
た
。
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９月定例会９月定例会

向原高校向原高校
○地域の課題または意見・要望
○市長に立候補するなら、どんな公約にするか　
○今の社会で課題や問題と感じていること、期待や希望していること

6月27日(水)　
14：30～15：20

高校生と議会との意見交換会高校生と議会との意見交換会

高校生との意見交換会高校生との意見交換会

高校３年生を対象として「まちづくりに参画する意識」や「選挙で投票する重要性の認識」を持っ
ていただくことを目的に、グループに分かれて意見交換を行いました。地域課題について熱心に
考えられた意見や要望は、参考になることがたくさんありました。

○若者が住みやすくなる政
策も実現してほしい。

　【要　望】

　【提　案】

○人口減少の現実に驚いた。
できることがあれば一緒
に市を盛り上げたい。
○将来のことを今から考え、
選挙権を持ったら意見し
ようと思った。
○要望したことの実現を期
待する。

　【感　想】

○毛利元就、サンフレッ
チェ、神楽をもっとアピー
ルしてほしい。
○働く場所をつくってほしい。

　【要　望】

○貴重な体験で、地域の問
題点や改善点が出てよ
かった。
○市をよくするために自分
から働きかけをしなくて
はいけないと思う。

　【感　想】

○子育てしやすい環境や公園の整備が必要。
　【公　約】○活気の出るイベントや祭りを開催する。
　【社会での課題・問題】○いじめや無差別殺人はいけない。

　【提　案】
○公共交通の充実が人口増につながるのではないか。
○ショッピングモールがあれば、人を呼び込み市の活性化につながる。
○ジビエ料理をいろんなところで提供するべき。

承
認
・
可
決

災
害
復
旧
費

応急工事・災害廃棄物処理など
専決処分　　２億3684万円

（専決処分月日　７月３０日）

一般会計補正予算　総額29億4958万円のうち
災害復旧関係費　24億9045万円

応急工事・災害廃棄物処理など
専決処分　　２億3684万円

（専決処分月日　７月３０日）

一般会計補正予算　総額29億4958万円のうち
災害復旧関係費　24億9045万円

○
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い
て

　玉
重
　
市
の
財
政
状
況
も
大
変
厳
し
い
な
か
、
財
政
調

整
基
金
を
繰
り
入
れ
て
、
早
急
に
現
場
対
応
を
さ
れ
た

こ
と
に
感
謝
す
る
。

○
平
成
30
年
度
安
芸
高
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
３
号
）
に
つ
い
て

　山
根
　
今
後
は
、
補
助
金
に
お
い
て
も
、
将
来
的
な
経
営

や
効
果
を
は
か
り
、
し
っ
か
り
と
し
た
計
画
を
立
て
た
う

え
で
の
予
算
化
と
し
、
安
芸
高
田
市
の
生
き
残
り
を
か
け

て
取
り
組
む
姿
勢
を
貫
か
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

■
承
認
第
４
号

■
議
案
第
65
号

賛
成

■
討
論

■
賛
成

■
討
論

■

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
　
中
本
　
吉
德
　
さ
ん

　
　
　
　
　
　
八
千
代
町
上
根

　
　
藤
田
美
佐
子
　
さ
ん

　
　
　
　
　
　
吉
田
町
吉
田

諮
問
（
２
件
）

■

承

　認

○
Ｊ
Ｒ
芸
備
線
・
福
塩
線
の
早
期
復
旧
に
関
す
る

意
見
書
に
つ
い
て

　
長
期
に
わ
た
る
運
休
が
見
込
ま
れ
て
い
る
Ｊ
Ｒ

芸
備
線
・
福
塩
線
は
、
通
学
、
通
勤
、
医
療
機
関

へ
の
通
院
と
い
っ
た
市
民
生
活
の
維
持
、
企
業
の

生
産
活
動
等
に
不
可
欠
な
鉄
道
路
線
で
あ
り
、
生

活
交
通
と
し
て
の
利
用
者
の
ほ
か
、
観
光
客
等
へ

の
影
響
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　
一
刻
も
早
い
復
旧
及
び
運
行
可
能
と
な
っ
た
区

間
の
早
期
の
一
部
運
行
再
開
の
た
め
、
鉄
道
事
業

者
に
対
す
る
配
慮
及
び
復
旧
に
係
る
地
方
自
治
体

の
負
担
に
対
す
る
財
政
措
置
等
、
あ
ら
ゆ
る
支
援

を
要
望
す
る
。

※

国
・
県
の
関
係
機
関
へ
提
出
す
る
。

■
発
議
（
１
件
）

採
決

■

全
員
賛
成

全
員
賛
成

採
決

■
全
員
賛
成

一日も早い復旧を一日も早い復旧を

テーマ

吉田高校吉田高校
○生活する地域からの提案及び質問

９月５日(水)　
15：30～16：20

テーマ
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認

定
歳出総額310億5548万円歳出総額310億5548万円

　
９
月
６
日
の
本
会
議
に

お
い
て
審
査
を
付
託
さ
れ

た
29
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
・
公
営
企
業
会
計

決
算
を
９
月
20
・
21
日
の

２
日
間
委
員
会
を
開
き
、慎

重
に
審
査
し
ま
し
た
。

委
員
長

　青
原 

敏
治

副
委
員
長

　玉
井 

直
子

委

　
　員

　議
長
・
監
査
委
員

　
　
　
　
　を
除
く
全
議
員

予
算
決
算
常
任
委
員
会
委
員
長
報
告（
抜
粋
）

　
29
年
度
普
通
会
計
の
決
算
規
模
は
歳
入
歳
出
と
も
に
前

年
度
決
算
額
を
上
回
る
も
の
と
な
っ
た
。

　
財
政
指
標
は
24
年
度
か
ら
27
年
度
に
か
け
て
減
少
傾
向

で
あ
っ
た
も
の
が
、
28
年
度
か
ら
29
年
度
に
か
け
て
増
加
傾

向
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
学
校
規
模
適
正
化
に
伴
う
統

合
小
学
校
整
備
な
ど
の
普
通
建
設
事
業
費
が
増
加
し
た
こ

と
に
加
え
、
繰
上
償
還
を
含
め
た
公
債
費
が
増
加
し
た
こ
と

が
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

主
な
質
疑

■ 

一
般
会
計 

■

■ 

総
務
部

Ｑ

　本
庁
舎
や
各
支
所
、

教
育
関
係
施
設
で
多
く
の

維
持
管
理
費
が
出
て
い
る
。

行
財
政
改
革
と
し
て
消
防

設
備
点
検
、
電
気
設
備
保

安
業
務
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

保
守
点
検
な
ど
を
統
一
し

て
委
託
す
る
考
え
は
。

Ａ
　
法
律
で
定
め
ら
れ
た

保
守
点
検
は
大
規
模
施
設

で
あ
れ
ば
行
う
必
要
が
あ

り
、
ど
の
施
設
で
も
同
様

に
行
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
包
括
業
務
委
託

の
先
進
事
例
を
研
究
し
て

お
り
、
今
後
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

■ 

企
画
振
興
部

Ｑ

　企
画
調
整
事
業
の
な

か
で
、
移
住
定
住
の
取
り

組
み
を
目
指
す
た
め
の
庁

舎
内
の
横
断
的
な
連
携
や

市
民
等
と
の
協
力
を
あ
げ

て
い
る
が
、
何
を
課
題
と

し
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

ワークショップの様子

取
り
組
も
う
と
し
て
い
る

の
か
。

Ａ
　
移
住
や
仕
事
の
相
談

窓
口
と
な
る
課
の
担
当
や

課
長
と
月
２
回
程
度
情
報

共
有
の
機
会
を
設
け
て
い

る
。
こ
の
共
有
に
よ
り
窓

口
対
応
が
し
っ
か
り
で
き

る
と
考
え
て
お
り
、
継
続

し
て
取
り
組
む
と
と
も
に

連
携
の
窓
口
を
ふ
や
す
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
市

民
と
の
連
携
は
、
民
泊
や

体
験
活
動
を
い
た
だ
く
方

と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

う
な
か
で
、
横
の
つ
な
が

り
が
で
き
協
力
体
制
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

向 原 会 場（162件）　
８月５日（日）　19：00～20：52
向原生涯学習センターみらい　来場者34人

総務企画
（62 件）

文教厚生
（38 件）

産業建設
（62 件）

要望

要望

要望

災害の復旧計画が誰にでも
見えるように。

高齢者（認知症等）、障
害者の暮らしやすい町づ
くりを。

子どもが気軽に集える遊
び場を設置しては。

災害の早期復旧を。

道路・河川・水路の施設
が古い。現状回復の改修
ではなく、さらに進歩し
た整備をするべきでは。

提案

提案

提案

芸備線の早期復旧と、向
原駅の活用で地域活性化
を図っては。

【参加者の感想】※来場者アンケート抜粋
○雰囲気が良く対話しやすかったので、次回もこの形式で行ってほしい。
○一部の人の要望ばかり聞く会でなく素晴らしかったので、また参加したい。
○グループの意見をまとめて発表され、他の班のこともわかりやすく新しい形で
よかった。
○意見・要望について検討した結果や進捗状況等を回答してほしい。
○意見・要望は、反映し結果につなげてほしい。

【市議会の取り組み】
　皆さまから出された要望・提案をもとに、９月定例会において一般質問や決算
審査での質疑を行いました。緊急を要する課題として出されたＪＲ芸備線の早期
復旧については、意見書を議決し関係機関へ提出したほか、三次市・庄原市との
連名で、ＪＲ西日本に要望書を提出しております。
　現在、各委員会で課題別・部門別に優先順位を整理しており、11 月中に整理
を完了する予定です。12 月から委員会構成が変わりますが、新体制のもと執行
部とともに課題解決に取り組みます。
　今後も市民目線に立った議会運営に努めていきますので、よろしくお願いいた
します。

ま と め
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多言語で作成されたごみの分別表

お太助タクシーチケット

歳入総額321億4301万円歳入総額321億4301万円
一般会計・特別会計

■ 

市
民
部

Ｑ
　
環
境
保
全
事
業
に
つ

い
て
、
水
質
検
査
の
箇
所

数
に
検
討
を
要
す
る
と
あ

る
が
、
金
額
等
も
含
め
、

箇
所
数
を
ど
う
検
討
す
る

の
か
。

Ａ

　事
業
実
施
に
あ
た
り
、

箇
所
単
価
に
つ
い
て
設
計

よ
り
は
る
か
に
安
い
金
額

で
入
札
さ
れ
て
い
る
が
、

年
々
単
価
が
高
く
な
る
現

状
が
あ
り
、
調
査
項
目

を
含
め
、
箇
所
数
の
見

直
し
が
必
要
と
い
う
こ
と

で
分
析
の
項
目
に
あ
げ
て

い
る
。

■ 

市
民
部

Ｑ
　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
、
外
国
人
住
民
の
ご
み

分
別
に
つ
い
て
苦
情
を
耳

に
す
る
。
多
文
化
が
さ
ら

に
進
め
ば
問
題
が
ふ
え
る

と
思
わ
れ
る
た
め
、
住
民

窓
口
で
、
ご
み
分
別
の
広

報
物
を
渡
す
な
ど
、
関
係

窓
口
と
連
携
し
て
外
国
人

の
方
へ
の
周
知
を
徹
底
で

き
な
い
か
。

Ａ

　外
国
人
の
方
が
転
入

手
続
等
で
来
庁
さ
れ
た
際

に
は
、
関
係
窓
口
と
連
携

し
、
外
国
語
表
記
の
ご
み

分
別
表
と
い
っ
た
広
報
物

を
渡
す
な
ど
の
対
応
を
徹

底
し
た
い
。

■ 

福
祉
保
健
部

Ｑ
　
お
太
助
タ
ク
シ
ー
チ

ケ
ッ
ト
の
交
付
割
合
が
６

割
に
満
た
な
い
状
況
で
あ

る
が
、
現
状
は
こ
れ
で
よ

い
の
か
。

Ａ

　こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、

年
度
当
初
に
お
い
て
対
象

と
思
わ
れ
る
す
べ
て
の
方

に
勧
奨
通
知
を
送
り
、
必

要
と
す
る
方
か
ら
申
請
を

受
け
て
交
付
し
て
い
る
た

め
周
知
は
で
き
て
い
る
も

の
と
思
っ
て
い
る
。

○
一
般
会
計

　
　
通
常
の
行
政
事
業
の

範
囲
で
毎
年
必
要
と
な

る
経
理

○
特
別
会
計（
８
会
計
）

　
　
一
般
会
計
か
ら
切
り

離
し
て
独
立
し
て
行
わ

れ
る
経
理

　・
国
民
健
康
保
険

　・
介
護
保
険

　・
公
共
下
水
道

　
　
　
　
　
　
　
　な
ど

ひ
と
く
ち
メ
モ

29
年
度
決
算

甲 田 会 場（132件）　
８月18日（土）　19：00～20：44
甲田文化センターミューズ     来場者34人

総務企画
（49 件）

文教厚生
（41 件）

産業建設
（42 件）

要望

要望

要望

保育所・小学校統合後の
跡地利用を明確に。

産業廃棄物最終処分場の
建設は絶対反対。

通学路の安全確保が必要
では。（グリーンベルト、
歩道の整備など）

災害による河川の整備・
対策を。

芸備線を活用して観光振
興を進めては。

提案

提案

提案

行政課題に対して、専門
知識を持った市民を登録
し解決しては。

高 宮 会 場（144件）　
８月17日（金）　19：00～20：52
高宮田園パラッツオ     来場者28人

総務企画
（59 件）

文教厚生
（37 件）

産業建設
（48 件）

要望

要望

要望

運転免許返納者等対策と、
お太助ワゴンの充実を。

高齢者に優しい町づくり
で、福祉の町づくりを目
指した高齢者福祉政策の
実現を。
どの学校もクラブ活動が
難しくなってきており、
中学校の統合の話し合い
を始めては。

多種の鳥獣に対する対策
を。罠の貸し出し、免許
の簡素化を。

農業振興地域として、キャ
ベツ団地等、圃場整備を
さらに推進し、後継者育
成の仕組みをつくっては。

提案

提案

提案

地域の活性化のため、振
興会へ地域おこし協力隊
員を配置しては。
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認

定
歳出総額310億5548万円歳出総額310億5548万円

　
９
月
６
日
の
本
会
議
に

お
い
て
審
査
を
付
託
さ
れ

た
29
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
・
公
営
企
業
会
計

決
算
を
９
月
20
・
21
日
の

２
日
間
委
員
会
を
開
き
、慎

重
に
審
査
し
ま
し
た
。

委
員
長

　青
原 

敏
治

副
委
員
長

　玉
井 

直
子

委

　
　員

　議
長
・
監
査
委
員

　
　
　
　
　を
除
く
全
議
員

予
算
決
算
常
任
委
員
会
委
員
長
報
告（
抜
粋
）

　
29
年
度
普
通
会
計
の
決
算
規
模
は
歳
入
歳
出
と
も
に
前

年
度
決
算
額
を
上
回
る
も
の
と
な
っ
た
。

　
財
政
指
標
は
24
年
度
か
ら
27
年
度
に
か
け
て
減
少
傾
向

で
あ
っ
た
も
の
が
、
28
年
度
か
ら
29
年
度
に
か
け
て
増
加
傾

向
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
学
校
規
模
適
正
化
に
伴
う
統

合
小
学
校
整
備
な
ど
の
普
通
建
設
事
業
費
が
増
加
し
た
こ

と
に
加
え
、
繰
上
償
還
を
含
め
た
公
債
費
が
増
加
し
た
こ
と

が
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

主
な
質
疑

■ 

一
般
会
計 

■

■ 

総
務
部

Ｑ

　本
庁
舎
や
各
支
所
、

教
育
関
係
施
設
で
多
く
の

維
持
管
理
費
が
出
て
い
る
。

行
財
政
改
革
と
し
て
消
防

設
備
点
検
、
電
気
設
備
保

安
業
務
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

保
守
点
検
な
ど
を
統
一
し

て
委
託
す
る
考
え
は
。

Ａ
　
法
律
で
定
め
ら
れ
た

保
守
点
検
は
大
規
模
施
設

で
あ
れ
ば
行
う
必
要
が
あ

り
、
ど
の
施
設
で
も
同
様

に
行
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
包
括
業
務
委
託

の
先
進
事
例
を
研
究
し
て

お
り
、
今
後
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

■ 

企
画
振
興
部

Ｑ

　企
画
調
整
事
業
の
な

か
で
、
移
住
定
住
の
取
り

組
み
を
目
指
す
た
め
の
庁

舎
内
の
横
断
的
な
連
携
や

市
民
等
と
の
協
力
を
あ
げ

て
い
る
が
、
何
を
課
題
と

し
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

ワークショップの様子

取
り
組
も
う
と
し
て
い
る

の
か
。

Ａ
　
移
住
や
仕
事
の
相
談

窓
口
と
な
る
課
の
担
当
や

課
長
と
月
２
回
程
度
情
報

共
有
の
機
会
を
設
け
て
い

る
。
こ
の
共
有
に
よ
り
窓

口
対
応
が
し
っ
か
り
で
き

る
と
考
え
て
お
り
、
継
続

し
て
取
り
組
む
と
と
も
に

連
携
の
窓
口
を
ふ
や
す
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
市

民
と
の
連
携
は
、
民
泊
や

体
験
活
動
を
い
た
だ
く
方

と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

う
な
か
で
、
横
の
つ
な
が

り
が
で
き
協
力
体
制
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

向 原 会 場（162件）　
８月５日（日）　19：00～20：52
向原生涯学習センターみらい　来場者34人

総務企画
（62 件）

文教厚生
（38 件）

産業建設
（62 件）

要望

要望

要望

災害の復旧計画が誰にでも
見えるように。

高齢者（認知症等）、障
害者の暮らしやすい町づ
くりを。

子どもが気軽に集える遊
び場を設置しては。

災害の早期復旧を。

道路・河川・水路の施設
が古い。現状回復の改修
ではなく、さらに進歩し
た整備をするべきでは。

提案

提案

提案

芸備線の早期復旧と、向
原駅の活用で地域活性化
を図っては。

【参加者の感想】※来場者アンケート抜粋
○雰囲気が良く対話しやすかったので、次回もこの形式で行ってほしい。
○一部の人の要望ばかり聞く会でなく素晴らしかったので、また参加したい。
○グループの意見をまとめて発表され、他の班のこともわかりやすく新しい形で
よかった。
○意見・要望について検討した結果や進捗状況等を回答してほしい。
○意見・要望は、反映し結果につなげてほしい。

【市議会の取り組み】
　皆さまから出された要望・提案をもとに、９月定例会において一般質問や決算
審査での質疑を行いました。緊急を要する課題として出されたＪＲ芸備線の早期
復旧については、意見書を議決し関係機関へ提出したほか、三次市・庄原市との
連名で、ＪＲ西日本に要望書を提出しております。
　現在、各委員会で課題別・部門別に優先順位を整理しており、11 月中に整理
を完了する予定です。12 月から委員会構成が変わりますが、新体制のもと執行
部とともに課題解決に取り組みます。
　今後も市民目線に立った議会運営に努めていきますので、よろしくお願いいた
します。

ま と め
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多言語で作成されたごみの分別表

お太助タクシーチケット

歳入総額321億4301万円歳入総額321億4301万円
一般会計・特別会計

■ 

市
民
部

Ｑ
　
環
境
保
全
事
業
に
つ

い
て
、
水
質
検
査
の
箇
所

数
に
検
討
を
要
す
る
と
あ

る
が
、
金
額
等
も
含
め
、

箇
所
数
を
ど
う
検
討
す
る

の
か
。

Ａ

　事
業
実
施
に
あ
た
り
、

箇
所
単
価
に
つ
い
て
設
計

よ
り
は
る
か
に
安
い
金
額

で
入
札
さ
れ
て
い
る
が
、

年
々
単
価
が
高
く
な
る
現

状
が
あ
り
、
調
査
項
目

を
含
め
、
箇
所
数
の
見

直
し
が
必
要
と
い
う
こ
と

で
分
析
の
項
目
に
あ
げ
て

い
る
。

■ 

市
民
部

Ｑ
　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
、
外
国
人
住
民
の
ご
み

分
別
に
つ
い
て
苦
情
を
耳

に
す
る
。
多
文
化
が
さ
ら

に
進
め
ば
問
題
が
ふ
え
る

と
思
わ
れ
る
た
め
、
住
民

窓
口
で
、
ご
み
分
別
の
広

報
物
を
渡
す
な
ど
、
関
係

窓
口
と
連
携
し
て
外
国
人

の
方
へ
の
周
知
を
徹
底
で

き
な
い
か
。

Ａ

　外
国
人
の
方
が
転
入

手
続
等
で
来
庁
さ
れ
た
際

に
は
、
関
係
窓
口
と
連
携

し
、
外
国
語
表
記
の
ご
み

分
別
表
と
い
っ
た
広
報
物

を
渡
す
な
ど
の
対
応
を
徹

底
し
た
い
。

■ 

福
祉
保
健
部

Ｑ
　
お
太
助
タ
ク
シ
ー
チ

ケ
ッ
ト
の
交
付
割
合
が
６

割
に
満
た
な
い
状
況
で
あ

る
が
、
現
状
は
こ
れ
で
よ

い
の
か
。

Ａ

　こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、

年
度
当
初
に
お
い
て
対
象

と
思
わ
れ
る
す
べ
て
の
方

に
勧
奨
通
知
を
送
り
、
必

要
と
す
る
方
か
ら
申
請
を

受
け
て
交
付
し
て
い
る
た

め
周
知
は
で
き
て
い
る
も

の
と
思
っ
て
い
る
。

○
一
般
会
計

　
　
通
常
の
行
政
事
業
の

範
囲
で
毎
年
必
要
と
な

る
経
理

○
特
別
会
計（
８
会
計
）

　
　
一
般
会
計
か
ら
切
り

離
し
て
独
立
し
て
行
わ

れ
る
経
理

　・
国
民
健
康
保
険

　・
介
護
保
険

　・
公
共
下
水
道

　
　
　
　
　
　
　
　な
ど

ひ
と
く
ち
メ
モ

29
年
度
決
算

甲 田 会 場（132件）　
８月18日（土）　19：00～20：44
甲田文化センターミューズ     来場者34人

総務企画
（49 件）

文教厚生
（41 件）

産業建設
（42 件）

要望

要望

要望

保育所・小学校統合後の
跡地利用を明確に。

産業廃棄物最終処分場の
建設は絶対反対。

通学路の安全確保が必要
では。（グリーンベルト、
歩道の整備など）

災害による河川の整備・
対策を。

芸備線を活用して観光振
興を進めては。

提案

提案

提案

行政課題に対して、専門
知識を持った市民を登録
し解決しては。

高 宮 会 場（144件）　
８月17日（金）　19：00～20：52
高宮田園パラッツオ     来場者28人

総務企画
（59 件）

文教厚生
（37 件）

産業建設
（48 件）

要望

要望

要望

運転免許返納者等対策と、
お太助ワゴンの充実を。

高齢者に優しい町づくり
で、福祉の町づくりを目
指した高齢者福祉政策の
実現を。
どの学校もクラブ活動が
難しくなってきており、
中学校の統合の話し合い
を始めては。

多種の鳥獣に対する対策
を。罠の貸し出し、免許
の簡素化を。

農業振興地域として、キャ
ベツ団地等、圃場整備を
さらに推進し、後継者育
成の仕組みをつくっては。

提案

提案

提案

地域の活性化のため、振
興会へ地域おこし協力隊
員を配置しては。
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公費負担事業による英語検定受検風景

■ 

教
育
委
員
会

Ｑ
　
学
力
向
上
推
進
事
業

に
お
い
て
、
英
語
検
定
３

級
以
上
の
生
徒
の
割
合
が
、

25
％
の
計
画
に
対
し
、
実

績
が
39
．
８
％
と
な
っ
て

い
る
。
割
合
が
上
が
っ
た

要
因
に
つ
い
て
伺
う
。

■ 
産
業
振
興
部

Ｑ
　
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
事
業

実
施
計
画
を
策
定
し
て
い

る
が
、
こ
の
計
画
は
い
つ

ご
ろ
策
定
さ
れ
た
も
の
か
。

ま
た
、
29
年
度
は
こ
の
計

画
に
基
づ
い
て
事
業
が
実

施
さ
れ
た
の
か
伺
う
。

Ａ

　事
業
実
施
計
画
は
29

年
度
末
に
策
定
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
本
年
度
よ
り

こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
事

業
実
施
し
て
い
る
。
29
年

度
は
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
事
業

が
周
遊
性
促
進
に
効
果
的

で
あ
る
こ
と
の
実
効
性
を

検
証
す
る
た
め
、
青
森
県

の
田
舎
館
村
等
の
視
察
を

実
施
し
て
い
る
。

Ａ

　英
語
検
定
受
検
費
用

の
公
費
負
担
を
行
っ
て
お

り
、
生
徒
の
受
検
機
会
を

作
っ
た
こ
と
及
び
、
英
語

指
導
助
手
と
の
ふ
れ
あ
い

を
含
め
た
勉
強
を
進
め
た

こ
と
に
よ
り
、
相
乗
効
果

と
し
て
結
果
が
で
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。

道の駅いなかだて
第２田んぼアート展望所

青森県田舎館村役場（第１会場)
田んぼアート圃場での田植え作業美土里会場（48件）　

８月19日（日）　19：00～20：35
美土里生涯学習センターまなび　来場者９人

総務企画
（22 件）

文教厚生
（12 件）

産業建設
（14 件）

要望

要望

要望

奈良谷地区など携帯電話
の電波が届かない地域へ
の対応を。

横田振興会に続く生活支
援員制度の全域への早期
構築を。

中学校統合について、市
民提案を図っては。

空き家対策の強化。鳥獣
害対策として、捕獲班の
さらなる活用・対応を。

住宅政策を活かした若者定
住を積極的に実行しては。

提案

提案

提案

支所機能の充実で地域活
性化を図っては。

八千代会場（197件）　
８月１日（水）　19：00～20：53
八千代文化施設フォルテ     来場者37人

総務企画
（78 件）

文教厚生
（50 件）

産業建設
（69 件）

要望

要望

要望

市内イベントは横の連携
を密に。

子ども達の安心・安全のた
めの通学路の整備が急務で
あり、早急な対応を。

高齢者の見守りを郵便局
員や新聞の配達員にお願
いしては。

国道 54 号線の渋滞解消
と、市道の整備を。

木の駅プロジェクトを拡
張・推進しては。

提案

提案

提案

若者定住のために遊休土
地を有効利用しては。

天守閣展望台役場

安芸高田市議会だより 第59号　平成30年11月15日発行 207

原
案
可
決

可

決

30
年
度
補
正

既定の予算総額に29億4958万円を追加既定の予算総額に29億4958万円を追加

地域懇談会地域懇談会補正予算補正予算

（一般会計総額　240億2434万円）
災害関連に24億9045万円

（一般会計総額　240億2434万円）
災害関連に24億9045万円

応急工事現場

歳出（災害関連）

■ 

建
設
部

Ｑ
　
今
回
の
災
害
で
、

か
な
り
の
事
業
費
に

な
っ
て
い
る
。
地
元

業
者
に
請
け
負
っ
て

ほ
し
い
が
、
業
者
は

足
り
て
い
る
の
か
。

Ａ

　被
害
が
大
き
く
業

者
の
不
足
が
想
定
さ
れ

る
た
め
、
県
で
は
通
常

事
業
を
停
止
し
て
い

る
。
今
後
、
復
旧
工
事

の
発
注
と
な
る
が
、
県

か
ら
技
術
者
に
関
す
る

規
制
緩
和
の
方
向
性
が

示
さ
れ
た
の
で
、
県
の

動
向
を
見
な
が
ら
、
で

き
る
だ
け
地
元
業
者
に

発
注
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
。

Ｑ
　
災
害
協
定
を
結

ん
で
い
な
い
建
設
業

者
と
の
入
札
等
は
、

問
題
な
く
対
応
で
き

て
い
る
の
か
。

Ａ

　災
害
発
生
後
の

緊
急
対
応
は
協
定
を

結
ん
だ
業
者
に
依
頼

し
た
が
、
今
後
の
復

旧
は
、
協
定
等
に
関

係
な
く
入
札
を
行
う

予
定
で
あ
る
。

■ 

特
別
会
計

　
国
民
健
康
保
険
、
水

道
事
業
等
の
８
件
の
特

別
会
計
は
、
４
月
の
人

事
異
動
に
伴
う
職
員
給

与
費
の
調
整
や
災
害
復

旧
に
伴
う
予
算
の
計
上

が
主
な
も
の
。

■ 

修
正
動
議

　「
議
案
第
65
号
　
平

成
30
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
第
３
号
」
に
つ

い
て
、「
神
楽
門
前
湯

治
村
改
修
補
助
金
は
、

正
式
な
経
営
診
断
を

行
っ
た
の
ち
に
計
画
的

に
予
算
化
す
る
べ
き
で

あ
る
た
め
、
こ
の
経
費

　今年の懇談会は、全議員が各町にお伺いしました。
　参加者全員から多様なご意見をいただくことを目的に、意見を出しやすい雰囲気づくりに努め、
グループにわかれて意見交換を行いました。ご意見を確実に議会に持ち帰るために付箋紙を活用
したほか、各グループの意見をまとめて発表を行うなど、参加者同士の情報共有も図りました。
　昨年より参加者が少なかったものの、内容の充実した意見交換ができました。

　【意見交換のテーマ】
　・第１部：「まちづくりについて意見交換会」
　・第２部：「自由な意見交換会」のテーマに沿って

　各会場で多かった主なご意見等について、委員会別に掲載しています。
　◎吉田　・・・・・・・・・・Ｐ20　　◎八千代・美土里　・・・Ｐ21
　◎高宮・甲田　・・・・・・・Ｐ22　　◎向原　・・・・・・・・Ｐ23

吉 田 会 場（155件）　
７月18日（水）　19：00～20：55
クリスタルアージョ     来場者29人

「安芸高田市議会による地域懇談会」
結 果 報 告

「安芸高田市議会による地域懇談会」
結 果 報 告

討
論

■①
　
修
正
案
は
理
解
す

る
が
、
今
後
の
取
り
組

み
を
十
分
に
行
う
と
の

答
弁
も
あ
り
、
原
案
に

賛
成
。

②
　
経
営
課
題
等
、
議

論
は
必
要
。
し
か
し
、

空
調
が
壊
れ
れ
ば
、
売

り
上
げ
へ
の
影
響
も
あ

り
、
当
面
の
空
調
設
備

の
改
修
で
あ
る
の
で
原

案
に
賛
成
。

を
削
除
す
べ
き
で
あ

る
」
と
の
内
容
の
修
正

動
議
が
提
出
さ
れ
た
。

の貴重なご意見をいただきました。
ご参加いただき、ありがとうございました。838件

総務企画
（54 件）

文教厚生
（58 件）

産業建設
（43 件）

要望

要望

要望

土砂災害警戒区域の対応
と多治比川の改修を。

通学路の安全確保のた
め、歩道等の整備を。

小・中・高が連携した教
育行政を進め、子どもが
市外へ流出することを防
ぐ対策は。

シカ・イノシシ・クマ・
サル等、捕獲班の育成・
支援をして、とにかく頭
数の削減を。

百万一心の灯りを含め、
郡山の整備をした観光振
興を実行すべきでは。

提案

提案

提案

子育て環境の充実と公園
の整備が必要では。
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決算審査決算審査地域懇談会地域懇談会

公費負担事業による英語検定受検風景

■ 

教
育
委
員
会

Ｑ
　
学
力
向
上
推
進
事
業

に
お
い
て
、
英
語
検
定
３

級
以
上
の
生
徒
の
割
合
が
、

25
％
の
計
画
に
対
し
、
実

績
が
39
．
８
％
と
な
っ
て

い
る
。
割
合
が
上
が
っ
た

要
因
に
つ
い
て
伺
う
。

■ 

産
業
振
興
部

Ｑ
　
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
事
業

実
施
計
画
を
策
定
し
て
い

る
が
、
こ
の
計
画
は
い
つ

ご
ろ
策
定
さ
れ
た
も
の
か
。

ま
た
、
29
年
度
は
こ
の
計

画
に
基
づ
い
て
事
業
が
実

施
さ
れ
た
の
か
伺
う
。

Ａ

　事
業
実
施
計
画
は
29

年
度
末
に
策
定
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
本
年
度
よ
り

こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
事

業
実
施
し
て
い
る
。
29
年

度
は
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
事
業

が
周
遊
性
促
進
に
効
果
的

で
あ
る
こ
と
の
実
効
性
を

検
証
す
る
た
め
、
青
森
県

の
田
舎
館
村
等
の
視
察
を

実
施
し
て
い
る
。

Ａ

　英
語
検
定
受
検
費
用

の
公
費
負
担
を
行
っ
て
お

り
、
生
徒
の
受
検
機
会
を

作
っ
た
こ
と
及
び
、
英
語

指
導
助
手
と
の
ふ
れ
あ
い

を
含
め
た
勉
強
を
進
め
た

こ
と
に
よ
り
、
相
乗
効
果

と
し
て
結
果
が
で
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。

道の駅いなかだて
第２田んぼアート展望所

青森県田舎館村役場（第１会場)
田んぼアート圃場での田植え作業美土里会場（48件）　

８月19日（日）　19：00～20：35
美土里生涯学習センターまなび　来場者９人

総務企画
（22 件）

文教厚生
（12 件）

産業建設
（14 件）

要望

要望

要望

奈良谷地区など携帯電話
の電波が届かない地域へ
の対応を。

横田振興会に続く生活支
援員制度の全域への早期
構築を。

中学校統合について、市
民提案を図っては。

空き家対策の強化。鳥獣
害対策として、捕獲班の
さらなる活用・対応を。

住宅政策を活かした若者定
住を積極的に実行しては。

提案

提案

提案

支所機能の充実で地域活
性化を図っては。

八千代会場（197件）　
８月１日（水）　19：00～20：53
八千代文化施設フォルテ     来場者37人

総務企画
（78 件）

文教厚生
（50 件）

産業建設
（69 件）

要望

要望

要望

市内イベントは横の連携
を密に。

子ども達の安心・安全のた
めの通学路の整備が急務で
あり、早急な対応を。

高齢者の見守りを郵便局
員や新聞の配達員にお願
いしては。

国道 54 号線の渋滞解消
と、市道の整備を。

木の駅プロジェクトを拡
張・推進しては。

提案

提案

提案

若者定住のために遊休土
地を有効利用しては。

天守閣展望台役場
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原
案
可
決

可

決

30
年
度
補
正

既定の予算総額に29億4958万円を追加既定の予算総額に29億4958万円を追加

地域懇談会地域懇談会補正予算補正予算

（一般会計総額　240億2434万円）
災害関連に24億9045万円

（一般会計総額　240億2434万円）
災害関連に24億9045万円

応急工事現場

歳出（災害関連）

■ 

建
設
部

Ｑ
　
今
回
の
災
害
で
、

か
な
り
の
事
業
費
に

な
っ
て
い
る
。
地
元

業
者
に
請
け
負
っ
て

ほ
し
い
が
、
業
者
は

足
り
て
い
る
の
か
。

Ａ

　被
害
が
大
き
く
業

者
の
不
足
が
想
定
さ
れ

る
た
め
、
県
で
は
通
常

事
業
を
停
止
し
て
い

る
。
今
後
、
復
旧
工
事

の
発
注
と
な
る
が
、
県

か
ら
技
術
者
に
関
す
る

規
制
緩
和
の
方
向
性
が

示
さ
れ
た
の
で
、
県
の

動
向
を
見
な
が
ら
、
で

き
る
だ
け
地
元
業
者
に

発
注
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
。

Ｑ
　
災
害
協
定
を
結

ん
で
い
な
い
建
設
業

者
と
の
入
札
等
は
、

問
題
な
く
対
応
で
き

て
い
る
の
か
。

Ａ

　災
害
発
生
後
の

緊
急
対
応
は
協
定
を

結
ん
だ
業
者
に
依
頼

し
た
が
、
今
後
の
復

旧
は
、
協
定
等
に
関

係
な
く
入
札
を
行
う

予
定
で
あ
る
。

■ 

特
別
会
計

　
国
民
健
康
保
険
、
水

道
事
業
等
の
８
件
の
特

別
会
計
は
、
４
月
の
人

事
異
動
に
伴
う
職
員
給

与
費
の
調
整
や
災
害
復

旧
に
伴
う
予
算
の
計
上

が
主
な
も
の
。

■ 

修
正
動
議

　「
議
案
第
65
号
　
平

成
30
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
第
３
号
」
に
つ

い
て
、「
神
楽
門
前
湯

治
村
改
修
補
助
金
は
、

正
式
な
経
営
診
断
を

行
っ
た
の
ち
に
計
画
的

に
予
算
化
す
る
べ
き
で

あ
る
た
め
、
こ
の
経
費

　今年の懇談会は、全議員が各町にお伺いしました。
　参加者全員から多様なご意見をいただくことを目的に、意見を出しやすい雰囲気づくりに努め、
グループにわかれて意見交換を行いました。ご意見を確実に議会に持ち帰るために付箋紙を活用
したほか、各グループの意見をまとめて発表を行うなど、参加者同士の情報共有も図りました。
　昨年より参加者が少なかったものの、内容の充実した意見交換ができました。

　【意見交換のテーマ】
　・第１部：「まちづくりについて意見交換会」
　・第２部：「自由な意見交換会」のテーマに沿って

　各会場で多かった主なご意見等について、委員会別に掲載しています。
　◎吉田　・・・・・・・・・・Ｐ20　　◎八千代・美土里　・・・Ｐ21
　◎高宮・甲田　・・・・・・・Ｐ22　　◎向原　・・・・・・・・Ｐ23

吉 田 会 場（155件）　
７月18日（水）　19：00～20：55
クリスタルアージョ     来場者29人

「安芸高田市議会による地域懇談会」
結 果 報 告

「安芸高田市議会による地域懇談会」
結 果 報 告

討
論

■①
　
修
正
案
は
理
解
す

る
が
、
今
後
の
取
り
組

み
を
十
分
に
行
う
と
の

答
弁
も
あ
り
、
原
案
に

賛
成
。

②
　
経
営
課
題
等
、
議

論
は
必
要
。
し
か
し
、

空
調
が
壊
れ
れ
ば
、
売

り
上
げ
へ
の
影
響
も
あ

り
、
当
面
の
空
調
設
備

の
改
修
で
あ
る
の
で
原

案
に
賛
成
。

を
削
除
す
べ
き
で
あ

る
」
と
の
内
容
の
修
正

動
議
が
提
出
さ
れ
た
。

の貴重なご意見をいただきました。
ご参加いただき、ありがとうございました。838件

総務企画
（54 件）

文教厚生
（58 件）

産業建設
（43 件）

要望

要望

要望

土砂災害警戒区域の対応
と多治比川の改修を。

通学路の安全確保のた
め、歩道等の整備を。

小・中・高が連携した教
育行政を進め、子どもが
市外へ流出することを防
ぐ対策は。

シカ・イノシシ・クマ・
サル等、捕獲班の育成・
支援をして、とにかく頭
数の削減を。

百万一心の灯りを含め、
郡山の整備をした観光振
興を実行すべきでは。

提案

提案

提案

子育て環境の充実と公園
の整備が必要では。
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ふれあいたかた産直市

総務企画総務企画

■
質
疑

先
川
　
行
政
嘱
託
員

の
報
酬
年
額
１
０
０

０
円
を
７
０
０
円
に

３
割
カ
ッ
ト
し
た
根

拠
は
何
か
。

高
藤
総
務
課
長

　地
域

の
取
り
ま
と
め
を
嘱
託

員
に
お
願
い
し
て
き
た

が
、
近
年
か
な
り
少
な

い
件
数
と
な
っ
て
い
る
。

７
０
０
円
が
妥
当
か
は

今
後
検
討
の
余
地
は
あ

る
が
、
今
回
、
嘱
託
員

制
度
の
業
務
を
委
託
制

度
に
移
す
と
新
た
な
業

務
も
発
生
し
て
く
る
。

そ
の
兼
ね
合
い
で
、
３

割
カ
ッ
ト
は
必
要
と
判

断
し
カ
ッ
ト
し
て
い
る
。

塚
本
　
広
報
紙
を
嘱
託

員
が
個
々
に
配
る
の
で

な
く
、
逆
に
市
民
の
皆

さ
ん
が
取
り
に
来
る
と

　
９
月
13
日
に
委
員
会

を
開
き
、議
案
５
件
を
慎

重
に
審
査
し
ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

〇
安
芸
高
田
市
特
別
職

の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

〇
財
産
の
取
得
に
つ
い

て
（
ふ
れ
あ
い
た
か

た
産
直
市
）

〇
安
芸
高
田
市
産
地
形

成
促
進
施
設
「
ふ
れ

あ
い
た
か
た
産
直

市
」
設
置
及
び
管
理

条
例

ほ
か
２
件

委
員
長
　
宍
戸 

邦
夫

副
委
員
長
　
山
根 

温
子

委
　
　
員
　
芦
田 

宏
治

　
　
　
　
　
石
飛 

慶
久

　
　
　
　
　
塚
本 

　
近

　
　
　
　
　
先
川 

和
幸

総
務
企
画
常
任
委
員
会

　
現
在
の
嘱
託
員
制
度
は
残
し
な
が
ら
、
新
た
に

嘱
託
員
業
務
を
地
域
振
興
会
等
に
担
う
こ
と
を
自

由
に
選
択
で
き
る
よ
う
に
制
度
を
改
正
す
る
も
の
。

■
概
要

　「
ふ
れ
あ
い
た
か
た
産
直
市
」
を
公
の
施
設
と
し

て
設
置
及
び
管
理
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
第
２

４
４
条
２
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
。

■
概
要

改正に伴い行政嘱託員の行政区全体
調整業務分の報酬年額を３割カット
１０００円を７００円に減額

改正に伴い行政嘱託員の行政区全体
調整業務分の報酬年額を３割カット
１０００円を７００円に減額

「ふれあいたかた
産直市」設置及び
管理条例

「ふれあいたかた
産直市」設置及び
管理条例

い
う
こ
と
も
将
来
的
に

は
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
期
が
来

る
の
で
は
な
い
か
。

高
藤
総
務
課
長

　こ
れ

ま
で
も
配
付
物
は
少
な

く
す
る
た
め
に
お
太
助

け
フ
ォ
ン
な
ど
を
使
っ

て
枚
数
を
削
減
し
て
き

た
の
が
現
状
で
あ
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
も
あ

る
の
で
、
今
後
は
皆
さ

ん
に
見
て
も
ら
え
る
媒

体
を
活
用
し
な
が
ら
枚

数
を
減
ら
す
こ
と
も
考

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

石
飛
　
振
興
会
に
お
り

て
く
れ
ば
、
負
担
の
あ

る
人
に
委
託
料
の
一
部

を
支
払
う
こ
と
に
な
る

と
思
う
が
、
源
泉
徴
収

事
務
は
誰
が
行
う
の
か
。

高
藤
総
務
課
長

　支
所

と
税
理
士
と
で
整
理
す

る
仕
組
み
を
考
え
て
い

る
。
そ
れ
に
か
か
る
費

用
は
、
報
酬
を
カ
ッ
ト

し
た
金
額
を
充
て
る
よ

う
考
え
て
い
る
。

■
質
疑

先
川
　
設
置
及
び
管
理

条
例
は
道
の
駅
開
業
の

た
め
の
取
得
と
一
連
し

た
条
例
等
と
な
っ
て
い

る
が
、
道
の
駅
が
２
年

後
に
開
業
と
な
っ
た
時

に
設
置
・
管
理
条
例
は

生
き
る
の
か
。
あ
る
い

は
新
た
に
全
体
の
道
の

駅
に
関
し
て
の
設
置
管

理
条
例
が
で
き
る
の
か
。

行
森
政
策
企
画
課
長

　

　本
条
例
に
つ
い
て
は

道
の
駅
が
開
業
す
る
ま

で
の
期
間
と
し
て
い
る
。

道
の
駅
が
開
業
す
る
と
、

新
た
な
道
の
駅
の
設
置

管
理
条
例
を
設
置
し
、

道
の
駅
運
営
会
社
が
テ

ナ
ン
ト
と
し
て
参
入
し

て
も
ら
う
よ
う
な
手
法

を
と
っ
て
運
営
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

捕獲対策は

市長／関係団体と連携を

有
害
鳥
獣

塚本 　近
（無所属）

か
ら
被
害
状
況
に
よ

り
、
銃
器
か
ワ
ナ
に
よ

る
捕
獲
依
頼
を
捕
獲
班

に
お
願
い
し
て
い
る
。

塚
本

　捕
獲
員
は
狩
猟

法
、
銃
刀
法
、
火
薬
取

締
法
な
ど
の
法
の
規
制

の
中
で
の
活
動
で
あ
り

す
べ
て
の
要
望
に
対
応

で
き
な
い
な
か
、
市
民

へ
の
対
応
は
。

市
長
　
捕
獲
の
中
で
も

塚
本

　有
害
鳥
獣
捕
獲

班
の
活
動
状
況
と
出
動

手
順
は
。

市
長
　
各
町
単
位
20
名

程
度
の
班
員
で
構
成
し
、

出
動
回
数
は
年
間
１
７

９
回
で
月
平
均
15
回
程

度
の
出
動
で
あ
る
。
出

動
手
順
は
市
民
の
皆
様

芸備線早期復旧

鉄
橋
部
分
を
除
い
た

三
次
ま
で
の
早
期
運
行
は

市
長
／
最
大
限
の
努
力
を

　
　
　す
る
覚
悟

児玉 史則
（無所属）

被災した芸備線の鉄橋

児
玉

　白
木
山
、
三
次

間
の
部
分
的
な
開
通
へ

の
要
望
は
。

市
長
　
全
線
早
期
復
旧

と
部
分
的
な
開
通
も
含

め
、
要
望
活
動
を
継
続

す
る
。

児
玉

　市
内
高
校
の
新

入
生
確
保
に
影
響
が
あ

り
、支
援
が
必
要
で
は
。

市
長
　
生
徒
募
集
を
か

け
る
ま
で
に
、
必
要
な

支
援
を
検
討
す
る
。

児
玉

　洋
式
化
を
急
ぐ

べ
き
と
考
え
る
が
。

教
育
長
　
洋
式
の
割
合

は
校
舎
が
55
％
で
低
い

状
況
に
あ
り
、
変
更
を

進
め
る
。

児
玉

　暑
さ
指
数
管
理

が
必
要
で
は
。

教
育
長
　
来
年
度
ま
で

に
基
準
を
設
け
、
各
校

に
指
示
を
し
て
い
き
た

い
。

児
玉

　特
別
教
室
に
は

エ
ア
コ
ン
が
未
設
置
で

あ
り
、導
入
が
必
要
で
は
。

教
育
長
　
設
置
す
べ
く

来
年
度
予
算
で
検
討
す

る
。

民家近くに出没したシカ

一般
質問

銃
器
の
使
用
に
関
し
て

は
、
規
制
が
非
常
に
強

く
捕
獲
活
動
等
注
意
が

必
要
と
考
え
る
。
特
に
、

人
家
の
密
集
地
域
で
の

対
応
は
状
況
に
よ
り
銃

器
の
使
用
に
よ
ら
ず
殺

傷
を
お
願
い
す
る
。
基

本
的
に
は
今
後
、
捕
獲

班
、
市
民
、
関
係
団
体

と
連
携
を
密
に
し
、
総

合
的
に
捕
獲
対
策
を
継

続
し
て
い
く
。

小
中
学
校
の

ト
イ
レ
の
洋
式
化

小
中
学
校
の

熱
中
症
対
策

現
状
は
。

市
長
　
特
別
職
含
み
３

１
６
人
。率
で
84
．７
％
。

玉
重

　若
者
定
住
で
Ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
を
推
進
し
て

い
る
が
、
市
長
を
は
じ

め
、
職
員
方
の
子
ど
も

達
は
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を
し

て
い
る
の
か
。

市
長
　
ご
指
摘
は
真
摯

に
受
け
と
め
る
。
U
I

タ
ー
ン
の
仕
組
み
づ
く

り
に
努
め
た
い
。
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大田市（島根県）  豊岡市 （兵庫県）  智頭町（鳥取県）
８月21日～22日

先進地視察先進地視察
研修報告 総務企画常任委員会

視察テーマ視察地 特　徴

ま と め

　移住・定住対策に積極的に取り組んでいる先進的な３市町の視察研修を行った。３市町とも地域
の資源を見つめ直し、まちの特性を生かした事業を展開している。また、移住定住施策の情報発信
に特に力を入れているのが印象的であった。
　全国的に人口減少が進んでいる中で、短期間で人口減少対策に成果を期待するのは難しいと
思うが、地域の歴史や文化などの特性を生かした継続的な取り組みの中でまちの新たな活力が生
まれてくると思う。

◇平成18年を定住促進元年と
してスタート。21年度より定
住支援員を配置し、ふるさと
情報の発信、就業支援、居住
支援など種々の定住対策を
推進しており、「2015第3
回日本住みたい田舎ベスト
ランキング」で総合1位を獲
得している。

大田市
人　口：35,317人
世帯数：15,762世帯
面　積：435.71㎢

豊岡市
人　口：82,624人
世帯数：33,173世帯
面　積：697.55㎢

智頭町
人　口：7,154人
世帯数：2,731世帯
面　積：224.70㎢

◇豊岡市を担うべきターゲット
として、移住定住希望者をモ
ノづくり志向、教育移住志向、
地域（社会）貢献志向など、7
つの志向タイプに分け、移住
定住促進支援情報誌「飛んで
るローカル豊岡」を中心に情
報発信に力を入れている。

◇町の総面積の93％を森林
が占めており、人口減少、少
子高齢化が進んでいく中で、
住民発案の事業として「森の
ようちえん」など、森林を子
育てのフィールドとして再評
価する機運が高まっている。
住民自治意識の高い町。

◇定住促進の取り組み

◇定住促進の取り組み

◇移住・定住の取り組み

第３セクターの
運営について
市長／効率的、効果的な
　　　公共サービス提供を

観
光
振
興
施
設熊高 昌三

（無所属）

若
者
定
住
に
つ
い
て

提
案
を
受
け
る
の
も
手

法
の
一
つ
で
あ
り
、
効

率
的
、
効
果
的
公
共

サ
ー
ビ
ス
が
可
能
な
仕

組
み
を
つ
く
る
の
は
重

要
と
考
え
て
い
る
。

熊
高

　各
施
設
の
ボ
イ

ラ
ー
等
の
改
修
は
、
地

域
資
源
で
あ
る
木
材
を

活
用
す
べ
き
で
は
。

市
長
　
バ
イ
オ
マ
ス
ボ

イ
ラ
ー
導
入
は
初
期
コ

ス
ト
、
運
営
コ
ス
ト
と

材
料
の
供
給
体
制
確
立

熊
高

　神
楽
門
前
湯
治

村
等
４
施
設
は
厳
し
い

経
営
状
況
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。
各
施
設
等
を

連
動
さ
せ
、Ｐ
Ｐ
Ｐ
や
Ｐ

Ｆ
Ｉ
を
活
用
し
て
は
。

市
長
　
施
設
の
廃
止
や

複
合
化
等
の
検
討
が
生

じ
る
場
合
、
民
間
か
ら

書類申請について

現
状
と
今
後
の

対
応
は

市
長
／
煩
雑
と
指
摘
を
受
け
て
い
る
。
様
式
を

　
　
　簡
素
で
わ
か
り
や
す
く
し
て
い
く

玉重 輝吉
（無所属）

「まごころ代行サービス」ぜひ、ご利用ください

４つの観光振興施設における経済効果

玉
重

　高
齢
者
か
ら
補

助
金
等
の
申
請
手
続
き

が
大
変
困
難
と
の
苦
情

を
聞
い
て
い
る
。
現
状

と
今
後
の
対
応
は
。

市
長
　
高
齢
化
が
進
む

中
、
補
助
金
等
の
申
請

手
続
き
な
ど
煩
雑
で
手

間
が
か
か
る
も
の
が
多

い
と
指
摘
を
受
け
て
い

る
。
高
齢
者
の
方
々
を

は
じ
め
、
様
式
を
簡
素

で
わ
か
り
や
す
く
し
、

住
民
目
線
に
沿
っ
た
対

応
を
し
た
い
。ま
た
、『
ま

ご
こ
ろ
代
行
サ
ー
ビ
ス
』

を
現
在
行
っ
て
い
る
。

活
用
を
促
進
し
、
高
齢

者
の
方
々
の
申
請
な
ど

の
事
務
に
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
。

玉
重

　職
員
の
定
住
の

の
検
討
が
必
要
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
７
月
豪
雨
災
害
対
応

に
つ
い
て

○
イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
教
育

に
つ
い
て

※
Ｐ
Ｐ
Ｐ
と
は
パ
ブ
リ
ッ

ク
（
官
）、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
（
民
）、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
（
連
携
）
の
略
。

※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
は
Ｐ（
民
間
）、

Ｆ（
資
金
）、Ｉ（
主
導
型
）

の
略
。

一般
質問

島

　根

　県

兵

　庫

　県

鳥

　取

　県

ち づ ち ょ うと よ お か しお お だ し
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■
質
疑

先
川
　
行
政
嘱
託
員

の
報
酬
年
額
１
０
０

０
円
を
７
０
０
円
に

３
割
カ
ッ
ト
し
た
根

拠
は
何
か
。

高
藤
総
務
課
長

　地
域

の
取
り
ま
と
め
を
嘱
託

員
に
お
願
い
し
て
き
た

が
、
近
年
か
な
り
少
な

い
件
数
と
な
っ
て
い
る
。

７
０
０
円
が
妥
当
か
は

今
後
検
討
の
余
地
は
あ

る
が
、
今
回
、
嘱
託
員

制
度
の
業
務
を
委
託
制

度
に
移
す
と
新
た
な
業

務
も
発
生
し
て
く
る
。

そ
の
兼
ね
合
い
で
、
３

割
カ
ッ
ト
は
必
要
と
判

断
し
カ
ッ
ト
し
て
い
る
。

塚
本
　
広
報
紙
を
嘱
託

員
が
個
々
に
配
る
の
で

な
く
、
逆
に
市
民
の
皆

さ
ん
が
取
り
に
来
る
と

　
９
月
13
日
に
委
員
会

を
開
き
、議
案
５
件
を
慎

重
に
審
査
し
ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

〇
安
芸
高
田
市
特
別
職

の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

〇
財
産
の
取
得
に
つ
い

て
（
ふ
れ
あ
い
た
か

た
産
直
市
）

〇
安
芸
高
田
市
産
地
形

成
促
進
施
設
「
ふ
れ

あ
い
た
か
た
産
直

市
」
設
置
及
び
管
理

条
例

ほ
か
２
件

委
員
長
　
宍
戸 

邦
夫

副
委
員
長
　
山
根 

温
子

委
　
　
員
　
芦
田 

宏
治

　
　
　
　
　
石
飛 

慶
久

　
　
　
　
　
塚
本 

　
近

　
　
　
　
　
先
川 

和
幸

総
務
企
画
常
任
委
員
会

　
現
在
の
嘱
託
員
制
度
は
残
し
な
が
ら
、
新
た
に

嘱
託
員
業
務
を
地
域
振
興
会
等
に
担
う
こ
と
を
自

由
に
選
択
で
き
る
よ
う
に
制
度
を
改
正
す
る
も
の
。

■
概
要

　「
ふ
れ
あ
い
た
か
た
産
直
市
」
を
公
の
施
設
と
し

て
設
置
及
び
管
理
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
第
２

４
４
条
２
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
。

■
概
要

改正に伴い行政嘱託員の行政区全体
調整業務分の報酬年額を３割カット
１０００円を７００円に減額

改正に伴い行政嘱託員の行政区全体
調整業務分の報酬年額を３割カット
１０００円を７００円に減額

「ふれあいたかた
産直市」設置及び
管理条例

「ふれあいたかた
産直市」設置及び
管理条例

い
う
こ
と
も
将
来
的
に

は
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
期
が
来

る
の
で
は
な
い
か
。

高
藤
総
務
課
長

　こ
れ

ま
で
も
配
付
物
は
少
な

く
す
る
た
め
に
お
太
助

け
フ
ォ
ン
な
ど
を
使
っ

て
枚
数
を
削
減
し
て
き

た
の
が
現
状
で
あ
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
も
あ

る
の
で
、
今
後
は
皆
さ

ん
に
見
て
も
ら
え
る
媒

体
を
活
用
し
な
が
ら
枚

数
を
減
ら
す
こ
と
も
考

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

石
飛
　
振
興
会
に
お
り

て
く
れ
ば
、
負
担
の
あ

る
人
に
委
託
料
の
一
部

を
支
払
う
こ
と
に
な
る

と
思
う
が
、
源
泉
徴
収

事
務
は
誰
が
行
う
の
か
。

高
藤
総
務
課
長

　支
所

と
税
理
士
と
で
整
理
す

る
仕
組
み
を
考
え
て
い

る
。
そ
れ
に
か
か
る
費

用
は
、
報
酬
を
カ
ッ
ト

し
た
金
額
を
充
て
る
よ

う
考
え
て
い
る
。

■
質
疑

先
川
　
設
置
及
び
管
理

条
例
は
道
の
駅
開
業
の

た
め
の
取
得
と
一
連
し

た
条
例
等
と
な
っ
て
い

る
が
、
道
の
駅
が
２
年

後
に
開
業
と
な
っ
た
時

に
設
置
・
管
理
条
例
は

生
き
る
の
か
。
あ
る
い

は
新
た
に
全
体
の
道
の

駅
に
関
し
て
の
設
置
管

理
条
例
が
で
き
る
の
か
。

行
森
政
策
企
画
課
長

　

　本
条
例
に
つ
い
て
は

道
の
駅
が
開
業
す
る
ま

で
の
期
間
と
し
て
い
る
。

道
の
駅
が
開
業
す
る
と
、

新
た
な
道
の
駅
の
設
置

管
理
条
例
を
設
置
し
、

道
の
駅
運
営
会
社
が
テ

ナ
ン
ト
と
し
て
参
入
し

て
も
ら
う
よ
う
な
手
法

を
と
っ
て
運
営
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

捕獲対策は

市長／関係団体と連携を

有
害
鳥
獣

塚本 　近
（無所属）

か
ら
被
害
状
況
に
よ

り
、
銃
器
か
ワ
ナ
に
よ

る
捕
獲
依
頼
を
捕
獲
班

に
お
願
い
し
て
い
る
。

塚
本

　捕
獲
員
は
狩
猟

法
、
銃
刀
法
、
火
薬
取

締
法
な
ど
の
法
の
規
制

の
中
で
の
活
動
で
あ
り

す
べ
て
の
要
望
に
対
応

で
き
な
い
な
か
、
市
民

へ
の
対
応
は
。

市
長
　
捕
獲
の
中
で
も

塚
本

　有
害
鳥
獣
捕
獲

班
の
活
動
状
況
と
出
動

手
順
は
。

市
長
　
各
町
単
位
20
名

程
度
の
班
員
で
構
成
し
、

出
動
回
数
は
年
間
１
７

９
回
で
月
平
均
15
回
程

度
の
出
動
で
あ
る
。
出

動
手
順
は
市
民
の
皆
様

芸備線早期復旧

鉄
橋
部
分
を
除
い
た

三
次
ま
で
の
早
期
運
行
は

市
長
／
最
大
限
の
努
力
を

　
　
　す
る
覚
悟

児玉 史則
（無所属）

被災した芸備線の鉄橋

児
玉

　白
木
山
、
三
次

間
の
部
分
的
な
開
通
へ

の
要
望
は
。

市
長
　
全
線
早
期
復
旧

と
部
分
的
な
開
通
も
含

め
、
要
望
活
動
を
継
続

す
る
。

児
玉

　市
内
高
校
の
新

入
生
確
保
に
影
響
が
あ

り
、支
援
が
必
要
で
は
。

市
長
　
生
徒
募
集
を
か

け
る
ま
で
に
、
必
要
な

支
援
を
検
討
す
る
。

児
玉

　洋
式
化
を
急
ぐ

べ
き
と
考
え
る
が
。

教
育
長
　
洋
式
の
割
合

は
校
舎
が
55
％
で
低
い

状
況
に
あ
り
、
変
更
を

進
め
る
。

児
玉

　暑
さ
指
数
管
理

が
必
要
で
は
。

教
育
長
　
来
年
度
ま
で

に
基
準
を
設
け
、
各
校

に
指
示
を
し
て
い
き
た

い
。

児
玉

　特
別
教
室
に
は

エ
ア
コ
ン
が
未
設
置
で

あ
り
、導
入
が
必
要
で
は
。

教
育
長
　
設
置
す
べ
く

来
年
度
予
算
で
検
討
す

る
。

民家近くに出没したシカ

一般
質問

銃
器
の
使
用
に
関
し
て

は
、
規
制
が
非
常
に
強

く
捕
獲
活
動
等
注
意
が

必
要
と
考
え
る
。
特
に
、

人
家
の
密
集
地
域
で
の

対
応
は
状
況
に
よ
り
銃

器
の
使
用
に
よ
ら
ず
殺

傷
を
お
願
い
す
る
。
基

本
的
に
は
今
後
、
捕
獲

班
、
市
民
、
関
係
団
体

と
連
携
を
密
に
し
、
総

合
的
に
捕
獲
対
策
を
継

続
し
て
い
く
。

小
中
学
校
の

ト
イ
レ
の
洋
式
化

小
中
学
校
の

熱
中
症
対
策

現
状
は
。

市
長
　
特
別
職
含
み
３

１
６
人
。率
で
84
．７
％
。

玉
重

　若
者
定
住
で
Ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
を
推
進
し
て

い
る
が
、
市
長
を
は
じ

め
、
職
員
方
の
子
ど
も

達
は
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を
し

て
い
る
の
か
。

市
長
　
ご
指
摘
は
真
摯

に
受
け
と
め
る
。
U
I

タ
ー
ン
の
仕
組
み
づ
く

り
に
努
め
た
い
。
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総務企画総務企画

大田市（島根県）  豊岡市 （兵庫県）  智頭町（鳥取県）
８月21日～22日

先進地視察先進地視察
研修報告 総務企画常任委員会

視察テーマ視察地 特　徴

ま と め

　移住・定住対策に積極的に取り組んでいる先進的な３市町の視察研修を行った。３市町とも地域
の資源を見つめ直し、まちの特性を生かした事業を展開している。また、移住定住施策の情報発信
に特に力を入れているのが印象的であった。
　全国的に人口減少が進んでいる中で、短期間で人口減少対策に成果を期待するのは難しいと
思うが、地域の歴史や文化などの特性を生かした継続的な取り組みの中でまちの新たな活力が生
まれてくると思う。

◇平成18年を定住促進元年と
してスタート。21年度より定
住支援員を配置し、ふるさと
情報の発信、就業支援、居住
支援など種々の定住対策を
推進しており、「2015第3
回日本住みたい田舎ベスト
ランキング」で総合1位を獲
得している。

大田市
人　口：35,317人
世帯数：15,762世帯
面　積：435.71㎢

豊岡市
人　口：82,624人
世帯数：33,173世帯
面　積：697.55㎢

智頭町
人　口：7,154人
世帯数：2,731世帯
面　積：224.70㎢

◇豊岡市を担うべきターゲット
として、移住定住希望者をモ
ノづくり志向、教育移住志向、
地域（社会）貢献志向など、7
つの志向タイプに分け、移住
定住促進支援情報誌「飛んで
るローカル豊岡」を中心に情
報発信に力を入れている。

◇町の総面積の93％を森林
が占めており、人口減少、少
子高齢化が進んでいく中で、
住民発案の事業として「森の
ようちえん」など、森林を子
育てのフィールドとして再評
価する機運が高まっている。
住民自治意識の高い町。

◇定住促進の取り組み

◇定住促進の取り組み

◇移住・定住の取り組み

第３セクターの
運営について
市長／効率的、効果的な
　　　公共サービス提供を

観
光
振
興
施
設熊高 昌三

（無所属）

若
者
定
住
に
つ
い
て

提
案
を
受
け
る
の
も
手

法
の
一
つ
で
あ
り
、
効

率
的
、
効
果
的
公
共

サ
ー
ビ
ス
が
可
能
な
仕

組
み
を
つ
く
る
の
は
重

要
と
考
え
て
い
る
。

熊
高

　各
施
設
の
ボ
イ

ラ
ー
等
の
改
修
は
、
地

域
資
源
で
あ
る
木
材
を

活
用
す
べ
き
で
は
。

市
長
　
バ
イ
オ
マ
ス
ボ

イ
ラ
ー
導
入
は
初
期
コ

ス
ト
、
運
営
コ
ス
ト
と

材
料
の
供
給
体
制
確
立

熊
高

　神
楽
門
前
湯
治

村
等
４
施
設
は
厳
し
い

経
営
状
況
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。
各
施
設
等
を

連
動
さ
せ
、Ｐ
Ｐ
Ｐ
や
Ｐ

Ｆ
Ｉ
を
活
用
し
て
は
。

市
長
　
施
設
の
廃
止
や

複
合
化
等
の
検
討
が
生

じ
る
場
合
、
民
間
か
ら

書類申請について

現
状
と
今
後
の

対
応
は

市
長
／
煩
雑
と
指
摘
を
受
け
て
い
る
。
様
式
を

　
　
　簡
素
で
わ
か
り
や
す
く
し
て
い
く

玉重 輝吉
（無所属）

「まごころ代行サービス」ぜひ、ご利用ください

４つの観光振興施設における経済効果

玉
重

　高
齢
者
か
ら
補

助
金
等
の
申
請
手
続
き

が
大
変
困
難
と
の
苦
情

を
聞
い
て
い
る
。
現
状

と
今
後
の
対
応
は
。

市
長
　
高
齢
化
が
進
む

中
、
補
助
金
等
の
申
請

手
続
き
な
ど
煩
雑
で
手

間
が
か
か
る
も
の
が
多

い
と
指
摘
を
受
け
て
い

る
。
高
齢
者
の
方
々
を

は
じ
め
、
様
式
を
簡
素

で
わ
か
り
や
す
く
し
、

住
民
目
線
に
沿
っ
た
対

応
を
し
た
い
。ま
た
、『
ま

ご
こ
ろ
代
行
サ
ー
ビ
ス
』

を
現
在
行
っ
て
い
る
。

活
用
を
促
進
し
、
高
齢

者
の
方
々
の
申
請
な
ど

の
事
務
に
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
。

玉
重

　職
員
の
定
住
の

の
検
討
が
必
要
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
７
月
豪
雨
災
害
対
応

に
つ
い
て

○
イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
教
育

に
つ
い
て

※
Ｐ
Ｐ
Ｐ
と
は
パ
ブ
リ
ッ

ク
（
官
）、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
（
民
）、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
（
連
携
）
の
略
。

※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
は
Ｐ（
民
間
）、

Ｆ（
資
金
）、Ｉ（
主
導
型
）

の
略
。

一般
質問

島

　根

　県

兵

　庫

　県

鳥

　取

　県

ち づ ち ょ うと よ お か しお お だ し
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○ ○ － － － －

－ － ○ ○ － －

－ － － － ○ ○

文教厚生文教厚生
　
９
月
18
日
に
委
員
会

を
開
き
、
請
願
１
件
、
要

望
１
件
を
慎
重
に
審
査

し
ま
し
た
。

（
審
査
し
た
請
願
）

　甲
田
町
高
田
原
下
長

屋
地
区
に
計
画
中
の
安

芸
高
田
市
甲
田
町
高
田

原
産
業
廃
棄
物
最
終
処

分
場
建
設
許
可
差
し
止

め
に
関
す
る
請
願
書

（
審
査
し
た
要
望
）

　「精
神
保
健
、福
祉
施

策
」に
関
す
る
要
望

委
員
長

　秋
田 

雅
朝

副
委
員
長

　前
重 

昌
敬

委

　
　員

　玉
井 

直
子

　
　
　
　
　児
玉 

史
則

　
　
　
　
　青
原 

敏
治

　
　
　
　
　水
戸 

眞
悟

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

甲田町高田原下長屋地区に計画中の安芸
高田市甲田町高田原産業廃棄物最終処分
場建設許可差し止めに関する請願書
〔紹介議員〕金行哲昭・宍戸邦夫・玉井直子
〔請 願 者〕甲田町高田原下長屋地区産業廃棄物最終処分場建設反対常
　　　　　　会代表者連絡協議会
〔要　　旨〕建設されようとしている産業廃棄物最終処分場は、アスベ

ストなど有害物質を含有する廃棄物の持ち込みが計画さ
れ、大土川下流域や周辺に暮らす住民の環境と生活が将来
的に蹂躙される危惧が大であるため、当該施設の建設を許
可しないよう関係機関に働きかける請願。

〔審査結果〕継続審査とした。

「精神保健、福祉施策」に関する要望書
〔要 望 者〕あきみのり会（旧精神障害者家族会）代表　平本和昭
〔要　　旨〕障害者支援制度における以下の改善への取り組み。
　　　　　　・全ての障害者の費用負担が同等になるよう格差の改善
　　　　　　・当事者の実情にあった交通手段での算定方法の見直し
〔審査結果〕継続審査とした。

請　願

要　望

安全な避難所
開設場所の指定は
市長／現地を確認しながら早急に
　　　見直し、検討していきたい

防

　災
山根 温子
（無所属）

で
は
、
外
国
人
の
問
題

な
ど
も
あ
り
、
今
後
の

課
題
と
し
て
し
っ
か
り

と
防
災
対
策
に
生
か
し

て
い
き
た
い
。

山
根

　市
防
災
計
画
へ

の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

市
長
　
道
の
駅
を
防
災

拠
点
と
位
置
づ
け
、
災

害
警
戒
体
制
の
修
正
や

危
険
区
域
見
直
し
に
伴

う
避
難
場
所
の
修
正
な

ど
を
盛
り
込
む
予
定
。

山
根

　避
難
所
運
営
に

お
け
る
情
報
収
集
・
発

信
・
共
有
へ
の
考
え
は
。

市
長
　
気
象
情
報
な
ど

一
般
的
な
情
報
は
備
付
け

の
テ
レ
ビ
に
て
把
握
し
て

い
た
だ
き
、
今
後
は
情
報

が
う
ま
く
伝
わ
る
よ
う
検

討
し
た
い
。
情
報
共
有

学校運営

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

教
育
長
／
来
年
度
八
千
代
町
か
ら

　
　
　
　
ス
タ
ー
ト
し
た
い

秋田 雅朝
（無所属）

来年度からの導入が予定されている八千代中学校

秋
田

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と
は
、
学
校

運
営
協
議
会
制
度
を
導

入
し
た
学
校
で
あ
る
が

導
入
の
意
義
と
本
市
で

の
取
り
組
み
の
見
解
は
。

教
育
長
　
現
在
の
複
雑
・

多
様
化
し
て
い
る
学
校

現
場
の
課
題
を
解
決
し

教
育
環
境
の
充
実
に
は
、

保
護
者
や
地
域
の
方
が

地
域
社
会
総
が
か
り
で

教
育
体
制
の
実
現
を
図

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

現
在
、
来
年
度
か
ら
の

導
入
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
る
。

秋
田

　来
年
度
の
導
入

に
向
け
た
具
体
的
な
内

容
と
今
後
の
見
解
は
。

教
育
長
　
理
想
的
に
は

全
市
の
小
中
学
校
で
の

導
入
を
望
む
が
、
中
学

校
区
を
単
位
と
し
て
考

え
て
お
り
、
ま
ず
は
八

千
代
町
か
ら
ス
タ
ー
ト

と
思
っ
て
い
る
。

秋
田

　本
市
の
貧
困
状

況
の
把
握
と
今
後
は
。

市
長
　
実
態
調
査
を

行
っ
た
が
、
そ
の
結
果

を
も
と
に
、
第
２
次
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
計

画
に
お
い
て
、
貧
困
対

策
の
検
討
を
行
う
。

熊野町民体育館に開設された避難所

一般
質問

山
根

　ネ
ウ
ボ
ラ
設
置

の
取
り
組
み
は
。

市
長
　
現
状
の
体
制
で

切
れ
目
の
な
い
包
括
的

な
支
援
を
関
係
課
と
検

討
し
、
さ
ら
に
内
容
を

充
実
さ
せ
る
。

山
根

　包
括
的
支
援
の

壁
と
な
る
個
人
情
報
対

応
に
つ
い
て
は
。

市
長
　
こ
れ
か
ら
の
議

論
の
中
で
決
め
て
い
く
。

安
芸
高
田
市
版

ネ
ウ
ボ
ラ
に
つ
い
て

子
ど
も
の
貧
困

対
策
に
つ
い
て

じゅうりん

安芸高田市議会だより 第59号　平成30年11月15日発行 1611

生活支援員制度
について
市長／積極的に地域に出向き
　　　説明

安
全
・
安
心前重 昌敬

（無所属）

新
学
習
指
導
要
領

学
校
現
場
の

働
き
方
改
革
は

の
方
々
と
膝
を
交
え
て

生
活
支
援
員
制
度
を
丁

寧
に
説
明
す
る
こ
と
に

よ
り
、
市
内
全
域
の
普

及
を
進
め
た
い
。

前
重

　積
極
的
に
地
域

に
出
向
き
、
説
明
を
す

る
べ
き
で
は
。

市
長
　
こ
れ
ま
で
の
反

省
を
含
め
、
し
っ
か
り

説
明
し
て
い
く
。

前
重

　市
民
へ
の
情
報

提
供
が
不
足
し
て
い
る

前
重

　生
活
支
援
員
の

進
捗
状
況
と
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
。

市
長
　
現
在
、
市
内
21

地
域
と
協
定
を
締
結

し
、
１
７
７
人
の
方
の

支
援
を
実
施
し
て
い

る
。
今
後
も
積
極
的
に

地
域
に
出
向
き
、
地
域

防　災

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
策
定

が
必
要

市
長
／
広
島
県
と
連
携
し
て

　
　
　
作
成
し
た
と
こ
ろ

金行 哲昭
（無所属）

地区タイムライン様式

生活支援員による見守り活動

金
行

　人
の
命
が
一
番

で
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
「
事
前

防
災
行
動
計
画
」
の
策

定
が
必
要
と
考
え
る
が
。

市
長
　
多
治
比
川
及
び

三
篠
川
に
つ
い
て
も
広

島
県
と
連
携
し
、
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
を
作
成
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
地
区

で
は
状
況
が
異
な
り
、

基
本
的
に
は
河
川
ご
と

の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
参

考
に
す
る
。

金
行

　教
職
員
調
整
額

の
支
給
を
定
め
た
給
特

法
第
３
条
が
あ
る
が
、

労
働
時
間
超
過
勤
務
の

把
握
は
さ
れ
て
い
る
の

か
。

教
育
長
　
教
員
の
健
康

管
理
や
長
時
間
勤
務
の

縮
減
に
向
け
、
本
市
で

は
勤
務
時
間
管
理
表
に

よ
り
、
適
正
な
勤
務
時

間
の
管
理
に
努
め
て
い

る
。

金
行

　新
学
習
指
導
要

領
へ
の
移
行
は
。

教
育
長
　
ス
タ
ー
ト
時

に
混
乱
を
し
な
い
よ
う

最
善
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
く
。

の
で
は
。

市
長
　
今
後
、
出
向
い

て
の
説
明
、
市
広
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活

用
し
、
ま
た
、
職
員
へ

の
啓
発
も
含
め
、
徹
底

し
て
情
報
提
供
を
し
て

い
く
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
と
の
関

係
に
つ
い
て

一般
質問

文教厚生文教厚生

武雄市（佐賀県） 柳井市（山口県）

（H27国勢調査）

（H27国勢調査）

先進地視察先進地視察
た け お し や な い し

研修報告 文教厚生常任委員会

視察テーマ視察地 特　徴

〔子どもの貧困対策課について〕
◇孤立する家庭をなくし、基本的
な学力・生活習慣等広い意味で
の教育を中心に「未来を生き
抜く力」を身につけ「自立でき
る子ども」を育てることが重要
で、より横断的、多面的に連携
できる組織体制づくりによる
「子ども貧困対策課」の設置。

〔子どもの未来応援プロジェクト〕
◇すべての子どもの希望の実
現に向けて「武雄市子どもの
貧困対策実行計画」を策定し、
中長期的な視野で継続的に
取り組んでいる。

〔就学・就職のための給付・貸与制度について〕
◇市独自の「給付・貸与制度の
ご案内」パンフレットを作成
し、児童、生徒等含め市民へ
の活用を促している。

武雄市
人　口：49,062人
世帯数：16,932世帯
面　積：195.40k㎡
高齢化率：28.7％

柳井市
人　口：32,945人
世帯数：14,170世帯
面   積：140.05k㎡
高齢化率：36.6％

◇「行きたくなる学校づくり」
を目指したコミュニティ・ス
クール（学校運営協議会制
度）は、地域のネットワーク
づくりに取り組むため、見直
しを図り効果的かつ共同的
に行うことが可能となり、学
校を中心とした地域づくり
と学校応援団の自然な広が
りが見られるようになった。

◇コミュニティ・スクール
について

◇子どもの貧困対策課に
ついて
◇子どもの未来応援プロ
ジェクトについて
◇就学・就職のための給付
・貸与制度について

佐

　賀

　県

山

　口

　県

ま と め

●日本の未来を担っていくのは、今を生きる子ども達である。「貧困の連鎖」を断ち切り、広い意味
での「教育」を中心に「未来を生き抜く力」を身に着け、自立できる子育て施策が必要である。
●地域と学校が一体となって学校運営＝コミュニティ・スクールを行うことにより、結果として「人
づくり・まちづくり」に繋がるように取り組んでいくことが重要である。　

８月22日～23日
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文教厚生文教厚生
　
９
月
18
日
に
委
員
会

を
開
き
、
請
願
１
件
、
要

望
１
件
を
慎
重
に
審
査

し
ま
し
た
。

（
審
査
し
た
請
願
）

　甲
田
町
高
田
原
下
長

屋
地
区
に
計
画
中
の
安

芸
高
田
市
甲
田
町
高
田

原
産
業
廃
棄
物
最
終
処

分
場
建
設
許
可
差
し
止

め
に
関
す
る
請
願
書

（
審
査
し
た
要
望
）

　「精
神
保
健
、福
祉
施

策
」に
関
す
る
要
望

委
員
長

　秋
田 

雅
朝

副
委
員
長

　前
重 

昌
敬

委

　
　員

　玉
井 

直
子

　
　
　
　
　児
玉 

史
則

　
　
　
　
　青
原 

敏
治

　
　
　
　
　水
戸 

眞
悟

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

甲田町高田原下長屋地区に計画中の安芸
高田市甲田町高田原産業廃棄物最終処分
場建設許可差し止めに関する請願書
〔紹介議員〕金行哲昭・宍戸邦夫・玉井直子
〔請 願 者〕甲田町高田原下長屋地区産業廃棄物最終処分場建設反対常
　　　　　　会代表者連絡協議会
〔要　　旨〕建設されようとしている産業廃棄物最終処分場は、アスベ

ストなど有害物質を含有する廃棄物の持ち込みが計画さ
れ、大土川下流域や周辺に暮らす住民の環境と生活が将来
的に蹂躙される危惧が大であるため、当該施設の建設を許
可しないよう関係機関に働きかける請願。

〔審査結果〕継続審査とした。

「精神保健、福祉施策」に関する要望書
〔要 望 者〕あきみのり会（旧精神障害者家族会）代表　平本和昭
〔要　　旨〕障害者支援制度における以下の改善への取り組み。
　　　　　　・全ての障害者の費用負担が同等になるよう格差の改善
　　　　　　・当事者の実情にあった交通手段での算定方法の見直し
〔審査結果〕継続審査とした。

請　願

要　望

安全な避難所
開設場所の指定は
市長／現地を確認しながら早急に
　　　見直し、検討していきたい

防

　災
山根 温子
（無所属）

で
は
、
外
国
人
の
問
題

な
ど
も
あ
り
、
今
後
の

課
題
と
し
て
し
っ
か
り

と
防
災
対
策
に
生
か
し

て
い
き
た
い
。

山
根

　市
防
災
計
画
へ

の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

市
長
　
道
の
駅
を
防
災

拠
点
と
位
置
づ
け
、
災

害
警
戒
体
制
の
修
正
や

危
険
区
域
見
直
し
に
伴

う
避
難
場
所
の
修
正
な

ど
を
盛
り
込
む
予
定
。

山
根

　避
難
所
運
営
に

お
け
る
情
報
収
集
・
発

信
・
共
有
へ
の
考
え
は
。

市
長
　
気
象
情
報
な
ど

一
般
的
な
情
報
は
備
付
け

の
テ
レ
ビ
に
て
把
握
し
て

い
た
だ
き
、
今
後
は
情
報

が
う
ま
く
伝
わ
る
よ
う
検

討
し
た
い
。
情
報
共
有

学校運営

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

教
育
長
／
来
年
度
八
千
代
町
か
ら

　
　
　
　
ス
タ
ー
ト
し
た
い

秋田 雅朝
（無所属）

来年度からの導入が予定されている八千代中学校

秋
田

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と
は
、
学
校

運
営
協
議
会
制
度
を
導

入
し
た
学
校
で
あ
る
が

導
入
の
意
義
と
本
市
で

の
取
り
組
み
の
見
解
は
。

教
育
長
　
現
在
の
複
雑
・

多
様
化
し
て
い
る
学
校

現
場
の
課
題
を
解
決
し

教
育
環
境
の
充
実
に
は
、

保
護
者
や
地
域
の
方
が

地
域
社
会
総
が
か
り
で

教
育
体
制
の
実
現
を
図

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

現
在
、
来
年
度
か
ら
の

導
入
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
る
。

秋
田

　来
年
度
の
導
入

に
向
け
た
具
体
的
な
内

容
と
今
後
の
見
解
は
。

教
育
長
　
理
想
的
に
は

全
市
の
小
中
学
校
で
の

導
入
を
望
む
が
、
中
学

校
区
を
単
位
と
し
て
考

え
て
お
り
、
ま
ず
は
八

千
代
町
か
ら
ス
タ
ー
ト

と
思
っ
て
い
る
。

秋
田

　本
市
の
貧
困
状

況
の
把
握
と
今
後
は
。

市
長
　
実
態
調
査
を

行
っ
た
が
、
そ
の
結
果

を
も
と
に
、
第
２
次
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
計

画
に
お
い
て
、
貧
困
対

策
の
検
討
を
行
う
。

熊野町民体育館に開設された避難所

一般
質問

山
根

　ネ
ウ
ボ
ラ
設
置

の
取
り
組
み
は
。

市
長
　
現
状
の
体
制
で

切
れ
目
の
な
い
包
括
的

な
支
援
を
関
係
課
と
検

討
し
、
さ
ら
に
内
容
を

充
実
さ
せ
る
。

山
根

　包
括
的
支
援
の

壁
と
な
る
個
人
情
報
対

応
に
つ
い
て
は
。

市
長
　
こ
れ
か
ら
の
議

論
の
中
で
決
め
て
い
く
。

安
芸
高
田
市
版

ネ
ウ
ボ
ラ
に
つ
い
て

子
ど
も
の
貧
困

対
策
に
つ
い
て

じゅうりん
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生活支援員制度
について
市長／積極的に地域に出向き
　　　説明

安
全
・
安
心前重 昌敬

（無所属）

新
学
習
指
導
要
領

学
校
現
場
の

働
き
方
改
革
は

の
方
々
と
膝
を
交
え
て

生
活
支
援
員
制
度
を
丁

寧
に
説
明
す
る
こ
と
に

よ
り
、
市
内
全
域
の
普

及
を
進
め
た
い
。

前
重

　積
極
的
に
地
域

に
出
向
き
、
説
明
を
す

る
べ
き
で
は
。

市
長
　
こ
れ
ま
で
の
反

省
を
含
め
、
し
っ
か
り

説
明
し
て
い
く
。

前
重

　市
民
へ
の
情
報

提
供
が
不
足
し
て
い
る

前
重

　生
活
支
援
員
の

進
捗
状
況
と
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
。

市
長
　
現
在
、
市
内
21

地
域
と
協
定
を
締
結

し
、
１
７
７
人
の
方
の

支
援
を
実
施
し
て
い

る
。
今
後
も
積
極
的
に

地
域
に
出
向
き
、
地
域

防　災

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
策
定

が
必
要

市
長
／
広
島
県
と
連
携
し
て

　
　
　
作
成
し
た
と
こ
ろ

金行 哲昭
（無所属）

地区タイムライン様式

生活支援員による見守り活動

金
行

　人
の
命
が
一
番

で
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
「
事
前

防
災
行
動
計
画
」
の
策

定
が
必
要
と
考
え
る
が
。

市
長
　
多
治
比
川
及
び

三
篠
川
に
つ
い
て
も
広

島
県
と
連
携
し
、
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
を
作
成
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
地
区

で
は
状
況
が
異
な
り
、

基
本
的
に
は
河
川
ご
と

の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
参

考
に
す
る
。

金
行

　教
職
員
調
整
額

の
支
給
を
定
め
た
給
特

法
第
３
条
が
あ
る
が
、

労
働
時
間
超
過
勤
務
の

把
握
は
さ
れ
て
い
る
の

か
。

教
育
長
　
教
員
の
健
康

管
理
や
長
時
間
勤
務
の

縮
減
に
向
け
、
本
市
で

は
勤
務
時
間
管
理
表
に

よ
り
、
適
正
な
勤
務
時

間
の
管
理
に
努
め
て
い

る
。

金
行

　新
学
習
指
導
要

領
へ
の
移
行
は
。

教
育
長
　
ス
タ
ー
ト
時

に
混
乱
を
し
な
い
よ
う

最
善
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
く
。

の
で
は
。

市
長
　
今
後
、
出
向
い

て
の
説
明
、
市
広
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活

用
し
、
ま
た
、
職
員
へ

の
啓
発
も
含
め
、
徹
底

し
て
情
報
提
供
を
し
て

い
く
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
と
の
関

係
に
つ
い
て

一般
質問

文教厚生文教厚生

武雄市（佐賀県） 柳井市（山口県）

（H27国勢調査）

（H27国勢調査）

先進地視察先進地視察
た け お し や な い し

研修報告 文教厚生常任委員会

視察テーマ視察地 特　徴

〔子どもの貧困対策課について〕
◇孤立する家庭をなくし、基本的
な学力・生活習慣等広い意味で
の教育を中心に「未来を生き
抜く力」を身につけ「自立でき
る子ども」を育てることが重要
で、より横断的、多面的に連携
できる組織体制づくりによる
「子ども貧困対策課」の設置。

〔子どもの未来応援プロジェクト〕
◇すべての子どもの希望の実
現に向けて「武雄市子どもの
貧困対策実行計画」を策定し、
中長期的な視野で継続的に
取り組んでいる。

〔就学・就職のための給付・貸与制度について〕
◇市独自の「給付・貸与制度の
ご案内」パンフレットを作成
し、児童、生徒等含め市民へ
の活用を促している。

武雄市
人　口：49,062人
世帯数：16,932世帯
面　積：195.40k㎡
高齢化率：28.7％

柳井市
人　口：32,945人
世帯数：14,170世帯
面   積：140.05k㎡
高齢化率：36.6％

◇「行きたくなる学校づくり」
を目指したコミュニティ・ス
クール（学校運営協議会制
度）は、地域のネットワーク
づくりに取り組むため、見直
しを図り効果的かつ共同的
に行うことが可能となり、学
校を中心とした地域づくり
と学校応援団の自然な広が
りが見られるようになった。

◇コミュニティ・スクール
について

◇子どもの貧困対策課に
ついて
◇子どもの未来応援プロ
ジェクトについて
◇就学・就職のための給付
・貸与制度について

佐

　賀

　県

山

　口

　県

ま と め

●日本の未来を担っていくのは、今を生きる子ども達である。「貧困の連鎖」を断ち切り、広い意味
での「教育」を中心に「未来を生き抜く力」を身に着け、自立できる子育て施策が必要である。
●地域と学校が一体となって学校運営＝コミュニティ・スクールを行うことにより、結果として「人
づくり・まちづくり」に繋がるように取り組んでいくことが重要である。　

８月22日～23日
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産業建設産業建設

安芸高田市上下水道料金安芸高田市上下水道料金
改定に伴う関係条例の整備に関する条例改定に伴う関係条例の整備に関する条例

　
９
月
19
日
に
委
員
会

を
開
き
、議
案
１
件
を
慎

重
に
審
査
し
ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
上
下
水

道
料
金
改
定
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に

関
す
る
条
例
に
つ

い
て

委
員
長
　
大
下 

正
幸

副
委
員
長
　
玉
重 

輝
吉

委
　
　
員
　
新
田 

和
明

　
　
　
　
　
山
本 

　
優

　
　
　
　
　
熊
高 

昌
三

　
　
　
　
　
金
行 

哲
昭

産
業
建
設
常
任
委
員
会

児童公園・農村
公園について
市長／全て十分な整備・
　　　環境を整えるには

公
園
に
つ
い
て青原 敏治

（無所属）

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
の

設
置
に
つ
い
て

整
備
に
つ
い
て
は
、
選

択
と
集
中
、
合
理
化
を

含
め
、
地
域
資
源
を
活

用
す
る
仕
組
み
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

青
原

　防
災
は
、議
員
・

市
長
・
政
治
家
に
と
っ

て
永
遠
の
課
題
。

市
長　
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
は
利
点
も
あ
る
と

思
う
が
、
夜
間
ま
た
は

青
原

　今
後
の
整
備
方

針
に
つ
い
て
。

市
長　
重
点
施
策
で
あ

る
子
育
て
支
援
、
若
者

定
住
か
ら
言
え
ば
、
子

ど
も
達
が
安
全
・
安
心

に
遊
べ
る
整
備
さ
れ
た

公
園
は
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
公
園
の

7月豪雨災害

被
災
地
の
状
況
は

市
長
／
復
旧
・
復
興
に
向
け
て

　
　
　全
庁
挙
げ
て
取
り
組
む

玉井 直子
（無所属）

被災翌日（７月７日）

玉
井

　７
月
豪
雨
災
害

の
現
在
の
状
況
は
。

市
長　
災
害
に
対
し
て

は
復
旧
対
策
本
部
を
設

置
し
、
復
旧
復
興
に
向

け
て
全
庁
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
。

大
型
土
の
う
な
ど
に
よ

る
応
急
復
旧
は
一
通
り

完
了
し
、
二
次
災
害
を

防
ぐ
あ
る
い
は
軽
減
す

る
た
め
の
応
急
処
置
は

施
し
て
い
る
。
本
復
旧

に
向
け
て
現
地
の
調
査

測
量
や
設
計
を
行
い
、
災

害
査
定
を
受
け
る
た
め

の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

玉
井

　被
災
者
に
今
の

状
況
、
今
後
の
計
画
な

ど
の
説
明
の
予
定
は
。

市
長　
一
般
的
な
事
項

は
、
広
報
や
回
覧
、
お

太
助
フ
ォ
ン
な
ど
で
啓

発
し
、
支
所
を
含
め
、

復
旧
対
策
本
部
全
体
で

情
報
を
共
有
し
な
が
ら

き
め
細
や
か
な
対
応
に

配
慮
し
て
い
く
。

玉
井

　自
主
防
災
組
織

の
強
化
に
つ
い
て
は
。

市
長　
組
織
の
実
情
把

握
を
行
い
、
活
性
化
に

努
め
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
農
村
振
興
に
つ
い
て

児童公園（向原町）

一般
質問

雨
が
降
り
続
く
な
か
で

の
情
報
発
信
で
あ
っ
た

こ
と
を
考
慮
す
る
と
、

効
果
に
つ
い
て
は
厳
し

い
も
の
が
あ
っ
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。
議
員

指
摘
の
と
お
り
、
有
利

な
補
助
や
起
債
な
ど
の

情
報
は
常
に
注
視
し
、

現
時
点
で
は
具
体
的
な

整
備
に
つ
い
て
は
検
討

し
て
い
な
い
。
今
後
の

課
題
と
し
た
い
と
思
う
。

　■
概

　要

　
本
案
は
安
芸
高
田
市
上
下
水
道
料
金
の
改
定
に

伴
い
、
関
係
す
る
安
芸
高
田
市
公
共
下
水
道
条
例
、

安
芸
高
田
市
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設
置
及

び
管
理
条
例
、
安
芸
高
田
市
浄
化
槽
整
備
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
、
安
芸
高
田
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
の
設
置
及
び
管
理
条
例
、

安
芸
高
田
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
。

■
質
疑

金
行
　
市
の
配
慮
で
10
％
料
金
引
き
上
げ
と
認
識
し

て
い
る
が
、
将
来
の
設
備
を
考
慮
す
る
と
、
20
％
の

料
金
引
き
上
げ
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
。

浜
田
市
長

　20
％
が
妥
当
で
あ
る
と
答
申
が
あ
っ
た

が
、
市
民
の
負
担
を
考
慮
し
10
％
値
上
げ
を
行
う
。

残
り
10
％
に
つ
い
て
は
、
事
務
の
合
理
化
・
行
政
努

力
に
よ
り
歳
出
削
減
へ
取
り
組
む
こ
と
で
対
応
を
考

え
て
い
る
。

新
田
　
条
例
改
正
に
伴
い
、
災
害
被
災
者
に
対
す
る

減
免
等
の
措
置
規
定
す
る
こ
と
は
。

平
野
上
下
水
道
課
長

　減
免
は
要
綱
で
の
整
備
と

な
り
、
漏
水
の
場
合
は
現
在
検
討
中
で
あ
る
。
冬
場

の
凍
結
で
多
量
に
漏
水
し
た
場
合
や
、
床
下
で
の
確

認
困
難
な
漏
水
に
、
多
額
な
請
求
を
し
た
こ
と
も
あ

る
。
今
回
の
料
金
改
定
に
お
い
て
、
減
免
要
綱
を
整

理
し
運
用
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

◆基本使用料の改定率を答申の半分の５％Ｕ
Ｐ、超過料金を現行料金体系から５円ＵＰと
する。改定の効果は、年間使用料の増加約
3,500万円と一般会計繰入金（基準外）約3,500
万円の削減が見込まれる。

◆基本使用料（メーター使用料含む）の改定率を
答申の半分の12．5％ＵＰ、基本料金には口径別
の断面積を考慮する。超過料金は現行料金体系
から８％ＵＰとする。改定の効果は、年間料金
収入の増加約4,000万円と一般会計繰入金（基
準外）1,800万円の削減が見込まれる。

○産業建設常任委員会は、台風20号の接近により災害対策本部が開設されたため、先進地視察は急遽中止としました。

下水道料金について下水道料金について水道料金について水道料金について

約10％ＵＰ
12月使用分から
施行決定！

上下水道料金審議会から答申があった全体での改定率20％UPを
市の方針として10％UPの改定率とする
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組織の充実と
指導体制強化は
市長／必要性を感じていただく
　　　取り組みを進める

自
主
防
災
組
織宍戸 邦夫

（無所属）

と
な
る
情
報
の
提
供
と

先
進
的
な
活
動
を
し
て

い
る
組
織
を
紹
介
す
る

取
り
組
み
を
進
め
る
。

宍
戸

　行
政
と
し
て
防

災
の
点
か
ら
安
全
点
検

と
管
理
者
へ
の
適
正
管

理
要
請
が
必
要
で
は
。

　
ま
た
、
改
修
な
ど
助

成
制
度
の
拡
充
を
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

宍
戸

　市
内
で
の
組
織

数
と
組
織
率
は
。

市
長
　
82
組
織
で
92
％

で
あ
る
。
引
き
続
き
組
織

率
１
０
０
％
を
目
指
す
。

宍
戸

　組
織
の
充
実
と

指
導
体
制
強
化
は
。

市
長
　
各
組
織
が
参
考

お太助フォン

新
た
な

サ
ー
ビ
ス
導
入
は

市
長
／
市
民
の
利
便
性
向
上
の
た
め

　
　
　
検
討
を
約
束
し
た
い

新田 和明
（無所属）

自主防災組織による救急救命訓練

新
田

　お
太
助
フ
ォ
ン

の
表
示
内
容
を
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
閲
覧

は
で
き
な
い
の
か
。

市
長
　
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
対
応
中
。
今

後
、
災
害
関
連
に
つ
い

て
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
向
け
の
情

報
提
供
を
考
え
て
い
る
。

新
田

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
繋
が
り
に
く
い
等

の
対
応
に
つ
い
て
は
。

市
長
　
中
国
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線

の
増
強
に
向
け
準
備
中

で
あ
る
。
回
線
速
度
、

品
質
改
善
を
関
係
各
所

と
調
整
中
。
さ
ら
な
る

向
上
を
強
く
働
き
か
け

て
い
く
。

新
田

　若
者
中
心
の

チ
ー
ム
で
、Ｉ
o
Ｔ
の
町

づ
く
り
へ
の
考
え
は
。

市
長
　
光
ネ
ッ
ト
に
よ

り
、
都
会
と
の
距
離
が

少
な
く
な
っ
た
。Ｉ
o
Ｔ

の
仕
組
み
を
勉
強
し
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
考

え
て
い
き
た
い
。

※
Io
T
と
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
な
ど
の
情
報
通
信
機
器

だ
け
で
な
く
世
の
中
に
存

在
す
る
様
々
な
物
体
に
通

信
機
能
を
持
た
せ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
相
互

に
通
信
す
る
こ
と
。

市
長
　
７
月
豪
雨
災
害

を
受
け
、
国
が
広
島
県

内
す
べ
て
の
た
め
池
の

現
地
調
査
を
実
施
し
た
。

　
市
と
し
て
こ
の
調
査

結
果
に
基
づ
き
、
管
理

者
に
適
正
な
管
理
を
要

請
し
て
い
く
こ
と
を
検

討
す
る
。
改
修
な
ど
必

要
な
助
成
制
度
の
拡
充

は
、
国
・
県
の
動
向
を

踏
ま
え
な
が
ら
今
後
の

課
題
と
し
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

一般
質問

市民広報のお役立ち機器「お太助フォン」

一般
質問

美土里町試験圃場で稲の生育状況を視察

一問一答１３人が
市政を問う
１３人が
市政を問う

一般質問は発言者本人が文章を作成しています。

芦田 宏治
（無所属）

芦
田

　田
ん
ぼ
ア
ー
ト

事
業
の
進
捗
状
況
と
運

営
主
体
、
開
催
地
選
定
、

オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
集
客

な
ど
、
５
つ
の
課
題
解

決
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長
　
今
年
度
、
種
も

み
数
種
を
調
達
し
、
美

土
里
町
の
試
験
圃
場
で

栽
培
を
行
っ
て
い
る
。

実
際
の
圃
場
は
道
の
駅

近
辺
を
候
補
地
と
し
て

い
る
。
運
営
主
体
や
オ

フ
シ
ー
ズ
ン
の
集
客
な

ど
の
課
題
は
、
今
後
組

織
す
る
実
行
委
員
会
を

中
心
に
検
討
す
る
。

芦
田

　調
査
報
告
書
に

よ
る
と
、
基
盤
整
備
費

が
約
２
億
円
。
単
年
度

収
支
は
、
運
営
収
支
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
開
催

期
間
が
約
５
か
月
、
年

間
来
場
者
数
が
10
万
人

と
想
定
し
た
と
き
、
１

７
３
万
円
の
黒
字
と
予

測
さ
れ
て
い
る
が
、
開

催
期
間
３
か
月
、
入
場

者
数
５
万
人
の
場
合
、

営
業
収
支
は
２
０
３
１

万
円
の
赤
字
に
な
る
。

収
支
計
画
を
伺
う
。

市
長
　
集
客
目
標
10
万

人
達
成
に
向
け
工
夫
し
、

今
後
具
体
的
な
収
支
計

画
も
検
討
し
て
い
く
。

田んぼアート
事業
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
事
業
の

進
捗
状
況
は

市
長
／
種
も
み
数
種
を
調
達
し
美
土
里
町

　
　
　
で
試
験
栽
培
を
行
っ
て
い
る

あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト

に
つ
い
て

た
め
池
の
安
全
点
検

・
適
正
管
理
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産業建設産業建設

安芸高田市上下水道料金安芸高田市上下水道料金
改定に伴う関係条例の整備に関する条例改定に伴う関係条例の整備に関する条例

　
９
月
19
日
に
委
員
会

を
開
き
、議
案
１
件
を
慎

重
に
審
査
し
ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
上
下
水

道
料
金
改
定
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に

関
す
る
条
例
に
つ

い
て

委
員
長
　
大
下 

正
幸

副
委
員
長
　
玉
重 

輝
吉

委
　
　
員
　
新
田 

和
明

　
　
　
　
　
山
本 

　
優

　
　
　
　
　
熊
高 

昌
三

　
　
　
　
　
金
行 

哲
昭

産
業
建
設
常
任
委
員
会

児童公園・農村
公園について
市長／全て十分な整備・
　　　環境を整えるには

公
園
に
つ
い
て青原 敏治

（無所属）

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
の

設
置
に
つ
い
て

整
備
に
つ
い
て
は
、
選

択
と
集
中
、
合
理
化
を

含
め
、
地
域
資
源
を
活

用
す
る
仕
組
み
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

青
原

　防
災
は
、議
員
・

市
長
・
政
治
家
に
と
っ

て
永
遠
の
課
題
。

市
長　
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
は
利
点
も
あ
る
と

思
う
が
、
夜
間
ま
た
は

青
原

　今
後
の
整
備
方

針
に
つ
い
て
。

市
長　
重
点
施
策
で
あ

る
子
育
て
支
援
、
若
者

定
住
か
ら
言
え
ば
、
子

ど
も
達
が
安
全
・
安
心

に
遊
べ
る
整
備
さ
れ
た

公
園
は
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
公
園
の

7月豪雨災害

被
災
地
の
状
況
は

市
長
／
復
旧
・
復
興
に
向
け
て

　
　
　全
庁
挙
げ
て
取
り
組
む

玉井 直子
（無所属）

被災翌日（７月７日）

玉
井

　７
月
豪
雨
災
害

の
現
在
の
状
況
は
。

市
長　
災
害
に
対
し
て

は
復
旧
対
策
本
部
を
設

置
し
、
復
旧
復
興
に
向

け
て
全
庁
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
。

大
型
土
の
う
な
ど
に
よ

る
応
急
復
旧
は
一
通
り

完
了
し
、
二
次
災
害
を

防
ぐ
あ
る
い
は
軽
減
す

る
た
め
の
応
急
処
置
は

施
し
て
い
る
。
本
復
旧

に
向
け
て
現
地
の
調
査

測
量
や
設
計
を
行
い
、
災

害
査
定
を
受
け
る
た
め

の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

玉
井

　被
災
者
に
今
の

状
況
、
今
後
の
計
画
な

ど
の
説
明
の
予
定
は
。

市
長　
一
般
的
な
事
項

は
、
広
報
や
回
覧
、
お

太
助
フ
ォ
ン
な
ど
で
啓

発
し
、
支
所
を
含
め
、

復
旧
対
策
本
部
全
体
で

情
報
を
共
有
し
な
が
ら

き
め
細
や
か
な
対
応
に

配
慮
し
て
い
く
。

玉
井

　自
主
防
災
組
織

の
強
化
に
つ
い
て
は
。

市
長　
組
織
の
実
情
把

握
を
行
い
、
活
性
化
に

努
め
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
農
村
振
興
に
つ
い
て

児童公園（向原町）

一般
質問

雨
が
降
り
続
く
な
か
で

の
情
報
発
信
で
あ
っ
た

こ
と
を
考
慮
す
る
と
、

効
果
に
つ
い
て
は
厳
し

い
も
の
が
あ
っ
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。
議
員

指
摘
の
と
お
り
、
有
利

な
補
助
や
起
債
な
ど
の

情
報
は
常
に
注
視
し
、

現
時
点
で
は
具
体
的
な

整
備
に
つ
い
て
は
検
討

し
て
い
な
い
。
今
後
の

課
題
と
し
た
い
と
思
う
。

　■
概

　要

　
本
案
は
安
芸
高
田
市
上
下
水
道
料
金
の
改
定
に

伴
い
、
関
係
す
る
安
芸
高
田
市
公
共
下
水
道
条
例
、

安
芸
高
田
市
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設
置
及

び
管
理
条
例
、
安
芸
高
田
市
浄
化
槽
整
備
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
、
安
芸
高
田
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
の
設
置
及
び
管
理
条
例
、

安
芸
高
田
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
。

■
質
疑

金
行
　
市
の
配
慮
で
10
％
料
金
引
き
上
げ
と
認
識
し

て
い
る
が
、
将
来
の
設
備
を
考
慮
す
る
と
、
20
％
の

料
金
引
き
上
げ
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
。

浜
田
市
長

　20
％
が
妥
当
で
あ
る
と
答
申
が
あ
っ
た

が
、
市
民
の
負
担
を
考
慮
し
10
％
値
上
げ
を
行
う
。

残
り
10
％
に
つ
い
て
は
、
事
務
の
合
理
化
・
行
政
努

力
に
よ
り
歳
出
削
減
へ
取
り
組
む
こ
と
で
対
応
を
考

え
て
い
る
。

新
田
　
条
例
改
正
に
伴
い
、
災
害
被
災
者
に
対
す
る

減
免
等
の
措
置
規
定
す
る
こ
と
は
。

平
野
上
下
水
道
課
長

　減
免
は
要
綱
で
の
整
備
と

な
り
、
漏
水
の
場
合
は
現
在
検
討
中
で
あ
る
。
冬
場

の
凍
結
で
多
量
に
漏
水
し
た
場
合
や
、
床
下
で
の
確

認
困
難
な
漏
水
に
、
多
額
な
請
求
を
し
た
こ
と
も
あ

る
。
今
回
の
料
金
改
定
に
お
い
て
、
減
免
要
綱
を
整

理
し
運
用
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

◆基本使用料の改定率を答申の半分の５％Ｕ
Ｐ、超過料金を現行料金体系から５円ＵＰと
する。改定の効果は、年間使用料の増加約
3,500万円と一般会計繰入金（基準外）約3,500
万円の削減が見込まれる。

◆基本使用料（メーター使用料含む）の改定率を
答申の半分の12．5％ＵＰ、基本料金には口径別
の断面積を考慮する。超過料金は現行料金体系
から８％ＵＰとする。改定の効果は、年間料金
収入の増加約4,000万円と一般会計繰入金（基
準外）1,800万円の削減が見込まれる。

○産業建設常任委員会は、台風20号の接近により災害対策本部が開設されたため、先進地視察は急遽中止としました。

下水道料金について下水道料金について水道料金について水道料金について

約10％ＵＰ
12月使用分から
施行決定！

上下水道料金審議会から答申があった全体での改定率20％UPを
市の方針として10％UPの改定率とする
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組織の充実と
指導体制強化は
市長／必要性を感じていただく
　　　取り組みを進める

自
主
防
災
組
織宍戸 邦夫

（無所属）

と
な
る
情
報
の
提
供
と

先
進
的
な
活
動
を
し
て

い
る
組
織
を
紹
介
す
る

取
り
組
み
を
進
め
る
。

宍
戸

　行
政
と
し
て
防

災
の
点
か
ら
安
全
点
検

と
管
理
者
へ
の
適
正
管

理
要
請
が
必
要
で
は
。

　
ま
た
、
改
修
な
ど
助

成
制
度
の
拡
充
を
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

宍
戸

　市
内
で
の
組
織

数
と
組
織
率
は
。

市
長
　
82
組
織
で
92
％

で
あ
る
。
引
き
続
き
組
織

率
１
０
０
％
を
目
指
す
。

宍
戸

　組
織
の
充
実
と

指
導
体
制
強
化
は
。

市
長
　
各
組
織
が
参
考

お太助フォン

新
た
な

サ
ー
ビ
ス
導
入
は

市
長
／
市
民
の
利
便
性
向
上
の
た
め

　
　
　
検
討
を
約
束
し
た
い

新田 和明
（無所属）

自主防災組織による救急救命訓練

新
田

　お
太
助
フ
ォ
ン

の
表
示
内
容
を
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
閲
覧

は
で
き
な
い
の
か
。

市
長
　
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
対
応
中
。
今

後
、
災
害
関
連
に
つ
い

て
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
向
け
の
情

報
提
供
を
考
え
て
い
る
。

新
田

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
繋
が
り
に
く
い
等

の
対
応
に
つ
い
て
は
。

市
長
　
中
国
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線

の
増
強
に
向
け
準
備
中

で
あ
る
。
回
線
速
度
、

品
質
改
善
を
関
係
各
所

と
調
整
中
。
さ
ら
な
る

向
上
を
強
く
働
き
か
け

て
い
く
。

新
田

　若
者
中
心
の

チ
ー
ム
で
、Ｉ
o
Ｔ
の
町

づ
く
り
へ
の
考
え
は
。

市
長
　
光
ネ
ッ
ト
に
よ

り
、
都
会
と
の
距
離
が

少
な
く
な
っ
た
。Ｉ
o
Ｔ

の
仕
組
み
を
勉
強
し
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
考

え
て
い
き
た
い
。

※
Io
T
と
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
な
ど
の
情
報
通
信
機
器

だ
け
で
な
く
世
の
中
に
存

在
す
る
様
々
な
物
体
に
通

信
機
能
を
持
た
せ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
相
互

に
通
信
す
る
こ
と
。

市
長
　
７
月
豪
雨
災
害

を
受
け
、
国
が
広
島
県

内
す
べ
て
の
た
め
池
の

現
地
調
査
を
実
施
し
た
。

　
市
と
し
て
こ
の
調
査

結
果
に
基
づ
き
、
管
理

者
に
適
正
な
管
理
を
要

請
し
て
い
く
こ
と
を
検

討
す
る
。
改
修
な
ど
必

要
な
助
成
制
度
の
拡
充

は
、
国
・
県
の
動
向
を

踏
ま
え
な
が
ら
今
後
の

課
題
と
し
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

一般
質問

市民広報のお役立ち機器「お太助フォン」

一般
質問

美土里町試験圃場で稲の生育状況を視察

一問一答１３人が
市政を問う
１３人が
市政を問う

一般質問は発言者本人が文章を作成しています。

芦田 宏治
（無所属）

芦
田

　田
ん
ぼ
ア
ー
ト

事
業
の
進
捗
状
況
と
運

営
主
体
、
開
催
地
選
定
、

オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
集
客

な
ど
、
５
つ
の
課
題
解

決
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長
　
今
年
度
、
種
も

み
数
種
を
調
達
し
、
美

土
里
町
の
試
験
圃
場
で

栽
培
を
行
っ
て
い
る
。

実
際
の
圃
場
は
道
の
駅

近
辺
を
候
補
地
と
し
て

い
る
。
運
営
主
体
や
オ

フ
シ
ー
ズ
ン
の
集
客
な

ど
の
課
題
は
、
今
後
組

織
す
る
実
行
委
員
会
を

中
心
に
検
討
す
る
。

芦
田

　調
査
報
告
書
に

よ
る
と
、
基
盤
整
備
費

が
約
２
億
円
。
単
年
度

収
支
は
、
運
営
収
支
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
開
催

期
間
が
約
５
か
月
、
年

間
来
場
者
数
が
10
万
人

と
想
定
し
た
と
き
、
１

７
３
万
円
の
黒
字
と
予

測
さ
れ
て
い
る
が
、
開

催
期
間
３
か
月
、
入
場

者
数
５
万
人
の
場
合
、

営
業
収
支
は
２
０
３
１

万
円
の
赤
字
に
な
る
。

収
支
計
画
を
伺
う
。

市
長
　
集
客
目
標
10
万

人
達
成
に
向
け
工
夫
し
、

今
後
具
体
的
な
収
支
計

画
も
検
討
し
て
い
く
。

田んぼアート
事業
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
事
業
の

進
捗
状
況
は

市
長
／
種
も
み
数
種
を
調
達
し
美
土
里
町

　
　
　
で
試
験
栽
培
を
行
っ
て
い
る

あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト

に
つ
い
て

た
め
池
の
安
全
点
検

・
適
正
管
理



安芸高田市議会だより 第59号　平成30年11月15日発行 1413

組織の充実と
指導体制強化は
市長／必要性を感じていただく
　　　取り組みを進める

自
主
防
災
組
織宍戸 邦夫

（無所属）

と
な
る
情
報
の
提
供
と

先
進
的
な
活
動
を
し
て

い
る
組
織
を
紹
介
す
る

取
り
組
み
を
進
め
る
。

宍
戸

　行
政
と
し
て
防

災
の
点
か
ら
安
全
点
検

と
管
理
者
へ
の
適
正
管

理
要
請
が
必
要
で
は
。

　
ま
た
、
改
修
な
ど
助

成
制
度
の
拡
充
を
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

宍
戸

　市
内
で
の
組
織

数
と
組
織
率
は
。

市
長
　
82
組
織
で
92
％

で
あ
る
。
引
き
続
き
組
織

率
１
０
０
％
を
目
指
す
。

宍
戸

　組
織
の
充
実
と

指
導
体
制
強
化
は
。

市
長
　
各
組
織
が
参
考

お太助フォン

新
た
な

サ
ー
ビ
ス
導
入
は

市
長
／
市
民
の
利
便
性
向
上
の
た
め

　
　
　
検
討
を
約
束
し
た
い

新田 和明
（無所属）

自主防災組織による救急救命訓練

新
田

　お
太
助
フ
ォ
ン

の
表
示
内
容
を
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
閲
覧

は
で
き
な
い
の
か
。

市
長
　
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
対
応
中
。
今

後
、
災
害
関
連
に
つ
い

て
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
向
け
の
情

報
提
供
を
考
え
て
い
る
。

新
田

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
繋
が
り
に
く
い
等

の
対
応
に
つ
い
て
は
。

市
長
　
中
国
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線

の
増
強
に
向
け
準
備
中

で
あ
る
。
回
線
速
度
、

品
質
改
善
を
関
係
各
所

と
調
整
中
。
さ
ら
な
る

向
上
を
強
く
働
き
か
け

て
い
く
。

新
田

　若
者
中
心
の

チ
ー
ム
で
、Ｉ
o
Ｔ
の
町

づ
く
り
へ
の
考
え
は
。

市
長
　
光
ネ
ッ
ト
に
よ

り
、
都
会
と
の
距
離
が

少
な
く
な
っ
た
。Ｉ
o
Ｔ

の
仕
組
み
を
勉
強
し
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
考

え
て
い
き
た
い
。

※
Io
T
と
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
な
ど
の
情
報
通
信
機
器

だ
け
で
な
く
世
の
中
に
存

在
す
る
様
々
な
物
体
に
通

信
機
能
を
持
た
せ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
相
互

に
通
信
す
る
こ
と
。

市
長
　
７
月
豪
雨
災
害

を
受
け
、
国
が
広
島
県

内
す
べ
て
の
た
め
池
の

現
地
調
査
を
実
施
し
た
。

　
市
と
し
て
こ
の
調
査

結
果
に
基
づ
き
、
管
理

者
に
適
正
な
管
理
を
要

請
し
て
い
く
こ
と
を
検

討
す
る
。
改
修
な
ど
必

要
な
助
成
制
度
の
拡
充

は
、
国
・
県
の
動
向
を

踏
ま
え
な
が
ら
今
後
の

課
題
と
し
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

一般
質問

市民広報のお役立ち機器「お太助フォン」

一般
質問

美土里町試験圃場で稲の生育状況を視察

一問一答１３人が
市政を問う
１３人が
市政を問う

一般質問は発言者本人が文章を作成しています。

芦田 宏治
（無所属）

芦
田

　田
ん
ぼ
ア
ー
ト

事
業
の
進
捗
状
況
と
運

営
主
体
、
開
催
地
選
定
、

オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
集
客

な
ど
、
５
つ
の
課
題
解

決
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長
　
今
年
度
、
種
も

み
数
種
を
調
達
し
、
美

土
里
町
の
試
験
圃
場
で

栽
培
を
行
っ
て
い
る
。

実
際
の
圃
場
は
道
の
駅

近
辺
を
候
補
地
と
し
て

い
る
。
運
営
主
体
や
オ

フ
シ
ー
ズ
ン
の
集
客
な

ど
の
課
題
は
、
今
後
組

織
す
る
実
行
委
員
会
を

中
心
に
検
討
す
る
。

芦
田

　調
査
報
告
書
に

よ
る
と
、
基
盤
整
備
費

が
約
２
億
円
。
単
年
度

収
支
は
、
運
営
収
支
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
開
催

期
間
が
約
５
か
月
、
年

間
来
場
者
数
が
10
万
人

と
想
定
し
た
と
き
、
１

７
３
万
円
の
黒
字
と
予

測
さ
れ
て
い
る
が
、
開

催
期
間
３
か
月
、
入
場

者
数
５
万
人
の
場
合
、

営
業
収
支
は
２
０
３
１

万
円
の
赤
字
に
な
る
。

収
支
計
画
を
伺
う
。

市
長
　
集
客
目
標
10
万

人
達
成
に
向
け
工
夫
し
、

今
後
具
体
的
な
収
支
計

画
も
検
討
し
て
い
く
。

田んぼアート
事業
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
事
業
の

進
捗
状
況
は

市
長
／
種
も
み
数
種
を
調
達
し
美
土
里
町

　
　
　
で
試
験
栽
培
を
行
っ
て
い
る

あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト

に
つ
い
て

た
め
池
の
安
全
点
検

・
適
正
管
理

安芸高田市議会だより 第59号　平成30年11月15日発行 1215

産業建設産業建設

安芸高田市上下水道料金安芸高田市上下水道料金
改定に伴う関係条例の整備に関する条例改定に伴う関係条例の整備に関する条例

　
９
月
19
日
に
委
員
会

を
開
き
、議
案
１
件
を
慎

重
に
審
査
し
ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
上
下
水

道
料
金
改
定
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に

関
す
る
条
例
に
つ

い
て

委
員
長
　
大
下 

正
幸

副
委
員
長
　
玉
重 

輝
吉

委
　
　
員
　
新
田 

和
明

　
　
　
　
　
山
本 

　
優

　
　
　
　
　
熊
高 

昌
三

　
　
　
　
　
金
行 

哲
昭

産
業
建
設
常
任
委
員
会

児童公園・農村
公園について
市長／全て十分な整備・
　　　環境を整えるには

公
園
に
つ
い
て青原 敏治

（無所属）

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
の

設
置
に
つ
い
て

整
備
に
つ
い
て
は
、
選

択
と
集
中
、
合
理
化
を

含
め
、
地
域
資
源
を
活

用
す
る
仕
組
み
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

青
原

　防
災
は
、議
員
・

市
長
・
政
治
家
に
と
っ

て
永
遠
の
課
題
。

市
長　
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
は
利
点
も
あ
る
と

思
う
が
、
夜
間
ま
た
は

青
原

　今
後
の
整
備
方

針
に
つ
い
て
。

市
長　
重
点
施
策
で
あ

る
子
育
て
支
援
、
若
者

定
住
か
ら
言
え
ば
、
子

ど
も
達
が
安
全
・
安
心

に
遊
べ
る
整
備
さ
れ
た

公
園
は
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
公
園
の

7月豪雨災害

被
災
地
の
状
況
は

市
長
／
復
旧
・
復
興
に
向
け
て

　
　
　全
庁
挙
げ
て
取
り
組
む

玉井 直子
（無所属）

被災翌日（７月７日）

玉
井

　７
月
豪
雨
災
害

の
現
在
の
状
況
は
。

市
長　
災
害
に
対
し
て

は
復
旧
対
策
本
部
を
設

置
し
、
復
旧
復
興
に
向

け
て
全
庁
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
。

大
型
土
の
う
な
ど
に
よ

る
応
急
復
旧
は
一
通
り

完
了
し
、
二
次
災
害
を

防
ぐ
あ
る
い
は
軽
減
す

る
た
め
の
応
急
処
置
は

施
し
て
い
る
。
本
復
旧

に
向
け
て
現
地
の
調
査

測
量
や
設
計
を
行
い
、
災

害
査
定
を
受
け
る
た
め

の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

玉
井

　被
災
者
に
今
の

状
況
、
今
後
の
計
画
な

ど
の
説
明
の
予
定
は
。

市
長　
一
般
的
な
事
項

は
、
広
報
や
回
覧
、
お

太
助
フ
ォ
ン
な
ど
で
啓

発
し
、
支
所
を
含
め
、

復
旧
対
策
本
部
全
体
で

情
報
を
共
有
し
な
が
ら

き
め
細
や
か
な
対
応
に

配
慮
し
て
い
く
。

玉
井

　自
主
防
災
組
織

の
強
化
に
つ
い
て
は
。

市
長　
組
織
の
実
情
把

握
を
行
い
、
活
性
化
に

努
め
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
農
村
振
興
に
つ
い
て

児童公園（向原町）

一般
質問

雨
が
降
り
続
く
な
か
で

の
情
報
発
信
で
あ
っ
た

こ
と
を
考
慮
す
る
と
、

効
果
に
つ
い
て
は
厳
し

い
も
の
が
あ
っ
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。
議
員

指
摘
の
と
お
り
、
有
利

な
補
助
や
起
債
な
ど
の

情
報
は
常
に
注
視
し
、

現
時
点
で
は
具
体
的
な

整
備
に
つ
い
て
は
検
討

し
て
い
な
い
。
今
後
の

課
題
と
し
た
い
と
思
う
。

　■
概

　要

　
本
案
は
安
芸
高
田
市
上
下
水
道
料
金
の
改
定
に

伴
い
、
関
係
す
る
安
芸
高
田
市
公
共
下
水
道
条
例
、

安
芸
高
田
市
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設
置
及

び
管
理
条
例
、
安
芸
高
田
市
浄
化
槽
整
備
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
、
安
芸
高
田
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
の
設
置
及
び
管
理
条
例
、

安
芸
高
田
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
。

■
質
疑

金
行
　
市
の
配
慮
で
10
％
料
金
引
き
上
げ
と
認
識
し

て
い
る
が
、
将
来
の
設
備
を
考
慮
す
る
と
、
20
％
の

料
金
引
き
上
げ
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
。

浜
田
市
長

　20
％
が
妥
当
で
あ
る
と
答
申
が
あ
っ
た

が
、
市
民
の
負
担
を
考
慮
し
10
％
値
上
げ
を
行
う
。

残
り
10
％
に
つ
い
て
は
、
事
務
の
合
理
化
・
行
政
努

力
に
よ
り
歳
出
削
減
へ
取
り
組
む
こ
と
で
対
応
を
考

え
て
い
る
。

新
田
　
条
例
改
正
に
伴
い
、
災
害
被
災
者
に
対
す
る

減
免
等
の
措
置
規
定
す
る
こ
と
は
。

平
野
上
下
水
道
課
長

　減
免
は
要
綱
で
の
整
備
と

な
り
、
漏
水
の
場
合
は
現
在
検
討
中
で
あ
る
。
冬
場

の
凍
結
で
多
量
に
漏
水
し
た
場
合
や
、
床
下
で
の
確

認
困
難
な
漏
水
に
、
多
額
な
請
求
を
し
た
こ
と
も
あ

る
。
今
回
の
料
金
改
定
に
お
い
て
、
減
免
要
綱
を
整

理
し
運
用
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

◆基本使用料の改定率を答申の半分の５％Ｕ
Ｐ、超過料金を現行料金体系から５円ＵＰと
する。改定の効果は、年間使用料の増加約
3,500万円と一般会計繰入金（基準外）約3,500
万円の削減が見込まれる。

◆基本使用料（メーター使用料含む）の改定率を
答申の半分の12．5％ＵＰ、基本料金には口径別
の断面積を考慮する。超過料金は現行料金体系
から８％ＵＰとする。改定の効果は、年間料金
収入の増加約4,000万円と一般会計繰入金（基
準外）1,800万円の削減が見込まれる。

○産業建設常任委員会は、台風20号の接近により災害対策本部が開設されたため、先進地視察は急遽中止としました。

下水道料金について下水道料金について水道料金について水道料金について

約10％ＵＰ
12月使用分から
施行決定！

上下水道料金審議会から答申があった全体での改定率20％UPを
市の方針として10％UPの改定率とする
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組織の充実と
指導体制強化は
市長／必要性を感じていただく
　　　取り組みを進める

自
主
防
災
組
織宍戸 邦夫

（無所属）

と
な
る
情
報
の
提
供
と

先
進
的
な
活
動
を
し
て

い
る
組
織
を
紹
介
す
る

取
り
組
み
を
進
め
る
。

宍
戸

　行
政
と
し
て
防

災
の
点
か
ら
安
全
点
検

と
管
理
者
へ
の
適
正
管

理
要
請
が
必
要
で
は
。

　
ま
た
、
改
修
な
ど
助

成
制
度
の
拡
充
を
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

宍
戸

　市
内
で
の
組
織

数
と
組
織
率
は
。

市
長
　
82
組
織
で
92
％

で
あ
る
。
引
き
続
き
組
織

率
１
０
０
％
を
目
指
す
。

宍
戸

　組
織
の
充
実
と

指
導
体
制
強
化
は
。

市
長
　
各
組
織
が
参
考

お太助フォン

新
た
な

サ
ー
ビ
ス
導
入
は

市
長
／
市
民
の
利
便
性
向
上
の
た
め

　
　
　
検
討
を
約
束
し
た
い

新田 和明
（無所属）

自主防災組織による救急救命訓練

新
田

　お
太
助
フ
ォ
ン

の
表
示
内
容
を
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
閲
覧

は
で
き
な
い
の
か
。

市
長
　
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
対
応
中
。
今

後
、
災
害
関
連
に
つ
い

て
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
向
け
の
情

報
提
供
を
考
え
て
い
る
。

新
田

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
繋
が
り
に
く
い
等

の
対
応
に
つ
い
て
は
。

市
長
　
中
国
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線

の
増
強
に
向
け
準
備
中

で
あ
る
。
回
線
速
度
、

品
質
改
善
を
関
係
各
所

と
調
整
中
。
さ
ら
な
る

向
上
を
強
く
働
き
か
け

て
い
く
。

新
田

　若
者
中
心
の

チ
ー
ム
で
、Ｉ
o
Ｔ
の
町

づ
く
り
へ
の
考
え
は
。

市
長
　
光
ネ
ッ
ト
に
よ

り
、
都
会
と
の
距
離
が

少
な
く
な
っ
た
。Ｉ
o
Ｔ

の
仕
組
み
を
勉
強
し
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
考

え
て
い
き
た
い
。

※
Io
T
と
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
な
ど
の
情
報
通
信
機
器

だ
け
で
な
く
世
の
中
に
存

在
す
る
様
々
な
物
体
に
通

信
機
能
を
持
た
せ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
相
互

に
通
信
す
る
こ
と
。

市
長
　
７
月
豪
雨
災
害

を
受
け
、
国
が
広
島
県

内
す
べ
て
の
た
め
池
の

現
地
調
査
を
実
施
し
た
。

　
市
と
し
て
こ
の
調
査

結
果
に
基
づ
き
、
管
理

者
に
適
正
な
管
理
を
要

請
し
て
い
く
こ
と
を
検

討
す
る
。
改
修
な
ど
必

要
な
助
成
制
度
の
拡
充

は
、
国
・
県
の
動
向
を

踏
ま
え
な
が
ら
今
後
の

課
題
と
し
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

一般
質問

市民広報のお役立ち機器「お太助フォン」

一般
質問

美土里町試験圃場で稲の生育状況を視察

一問一答１３人が
市政を問う
１３人が
市政を問う

一般質問は発言者本人が文章を作成しています。

芦田 宏治
（無所属）

芦
田

　田
ん
ぼ
ア
ー
ト

事
業
の
進
捗
状
況
と
運

営
主
体
、
開
催
地
選
定
、

オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
集
客

な
ど
、
５
つ
の
課
題
解

決
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長
　
今
年
度
、
種
も

み
数
種
を
調
達
し
、
美

土
里
町
の
試
験
圃
場
で

栽
培
を
行
っ
て
い
る
。

実
際
の
圃
場
は
道
の
駅

近
辺
を
候
補
地
と
し
て

い
る
。
運
営
主
体
や
オ

フ
シ
ー
ズ
ン
の
集
客
な

ど
の
課
題
は
、
今
後
組

織
す
る
実
行
委
員
会
を

中
心
に
検
討
す
る
。

芦
田

　調
査
報
告
書
に

よ
る
と
、
基
盤
整
備
費

が
約
２
億
円
。
単
年
度

収
支
は
、
運
営
収
支
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
開
催

期
間
が
約
５
か
月
、
年

間
来
場
者
数
が
10
万
人

と
想
定
し
た
と
き
、
１

７
３
万
円
の
黒
字
と
予

測
さ
れ
て
い
る
が
、
開

催
期
間
３
か
月
、
入
場

者
数
５
万
人
の
場
合
、

営
業
収
支
は
２
０
３
１

万
円
の
赤
字
に
な
る
。

収
支
計
画
を
伺
う
。

市
長
　
集
客
目
標
10
万

人
達
成
に
向
け
工
夫
し
、

今
後
具
体
的
な
収
支
計

画
も
検
討
し
て
い
く
。

田んぼアート
事業
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
事
業
の

進
捗
状
況
は

市
長
／
種
も
み
数
種
を
調
達
し
美
土
里
町

　
　
　
で
試
験
栽
培
を
行
っ
て
い
る

あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト

に
つ
い
て

た
め
池
の
安
全
点
検

・
適
正
管
理

安芸高田市議会だより 第59号　平成30年11月15日発行 1215

産業建設産業建設

安芸高田市上下水道料金安芸高田市上下水道料金
改定に伴う関係条例の整備に関する条例改定に伴う関係条例の整備に関する条例

　
９
月
19
日
に
委
員
会

を
開
き
、議
案
１
件
を
慎

重
に
審
査
し
ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
上
下
水

道
料
金
改
定
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に

関
す
る
条
例
に
つ

い
て

委
員
長
　
大
下 

正
幸

副
委
員
長
　
玉
重 

輝
吉

委
　
　
員
　
新
田 

和
明

　
　
　
　
　
山
本 

　
優

　
　
　
　
　
熊
高 

昌
三

　
　
　
　
　
金
行 

哲
昭

産
業
建
設
常
任
委
員
会

児童公園・農村
公園について
市長／全て十分な整備・
　　　環境を整えるには

公
園
に
つ
い
て青原 敏治

（無所属）

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
の

設
置
に
つ
い
て

整
備
に
つ
い
て
は
、
選

択
と
集
中
、
合
理
化
を

含
め
、
地
域
資
源
を
活

用
す
る
仕
組
み
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

青
原

　防
災
は
、議
員
・

市
長
・
政
治
家
に
と
っ

て
永
遠
の
課
題
。

市
長　
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
は
利
点
も
あ
る
と

思
う
が
、
夜
間
ま
た
は

青
原

　今
後
の
整
備
方

針
に
つ
い
て
。

市
長　
重
点
施
策
で
あ

る
子
育
て
支
援
、
若
者

定
住
か
ら
言
え
ば
、
子

ど
も
達
が
安
全
・
安
心

に
遊
べ
る
整
備
さ
れ
た

公
園
は
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
公
園
の

7月豪雨災害

被
災
地
の
状
況
は

市
長
／
復
旧
・
復
興
に
向
け
て

　
　
　全
庁
挙
げ
て
取
り
組
む

玉井 直子
（無所属）

被災翌日（７月７日）

玉
井

　７
月
豪
雨
災
害

の
現
在
の
状
況
は
。

市
長　
災
害
に
対
し
て

は
復
旧
対
策
本
部
を
設

置
し
、
復
旧
復
興
に
向

け
て
全
庁
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
。

大
型
土
の
う
な
ど
に
よ

る
応
急
復
旧
は
一
通
り

完
了
し
、
二
次
災
害
を

防
ぐ
あ
る
い
は
軽
減
す

る
た
め
の
応
急
処
置
は

施
し
て
い
る
。
本
復
旧

に
向
け
て
現
地
の
調
査

測
量
や
設
計
を
行
い
、
災

害
査
定
を
受
け
る
た
め

の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

玉
井

　被
災
者
に
今
の

状
況
、
今
後
の
計
画
な

ど
の
説
明
の
予
定
は
。

市
長　
一
般
的
な
事
項

は
、
広
報
や
回
覧
、
お

太
助
フ
ォ
ン
な
ど
で
啓

発
し
、
支
所
を
含
め
、

復
旧
対
策
本
部
全
体
で

情
報
を
共
有
し
な
が
ら

き
め
細
や
か
な
対
応
に

配
慮
し
て
い
く
。

玉
井

　自
主
防
災
組
織

の
強
化
に
つ
い
て
は
。

市
長　
組
織
の
実
情
把

握
を
行
い
、
活
性
化
に

努
め
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
農
村
振
興
に
つ
い
て

児童公園（向原町）

一般
質問

雨
が
降
り
続
く
な
か
で

の
情
報
発
信
で
あ
っ
た

こ
と
を
考
慮
す
る
と
、

効
果
に
つ
い
て
は
厳
し

い
も
の
が
あ
っ
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。
議
員

指
摘
の
と
お
り
、
有
利

な
補
助
や
起
債
な
ど
の

情
報
は
常
に
注
視
し
、

現
時
点
で
は
具
体
的
な

整
備
に
つ
い
て
は
検
討

し
て
い
な
い
。
今
後
の

課
題
と
し
た
い
と
思
う
。

　■
概

　要

　
本
案
は
安
芸
高
田
市
上
下
水
道
料
金
の
改
定
に

伴
い
、
関
係
す
る
安
芸
高
田
市
公
共
下
水
道
条
例
、

安
芸
高
田
市
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設
置
及

び
管
理
条
例
、
安
芸
高
田
市
浄
化
槽
整
備
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
、
安
芸
高
田
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
の
設
置
及
び
管
理
条
例
、

安
芸
高
田
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
。

■
質
疑

金
行
　
市
の
配
慮
で
10
％
料
金
引
き
上
げ
と
認
識
し

て
い
る
が
、
将
来
の
設
備
を
考
慮
す
る
と
、
20
％
の

料
金
引
き
上
げ
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
。

浜
田
市
長

　20
％
が
妥
当
で
あ
る
と
答
申
が
あ
っ
た

が
、
市
民
の
負
担
を
考
慮
し
10
％
値
上
げ
を
行
う
。

残
り
10
％
に
つ
い
て
は
、
事
務
の
合
理
化
・
行
政
努

力
に
よ
り
歳
出
削
減
へ
取
り
組
む
こ
と
で
対
応
を
考

え
て
い
る
。

新
田
　
条
例
改
正
に
伴
い
、
災
害
被
災
者
に
対
す
る

減
免
等
の
措
置
規
定
す
る
こ
と
は
。

平
野
上
下
水
道
課
長

　減
免
は
要
綱
で
の
整
備
と

な
り
、
漏
水
の
場
合
は
現
在
検
討
中
で
あ
る
。
冬
場

の
凍
結
で
多
量
に
漏
水
し
た
場
合
や
、
床
下
で
の
確

認
困
難
な
漏
水
に
、
多
額
な
請
求
を
し
た
こ
と
も
あ

る
。
今
回
の
料
金
改
定
に
お
い
て
、
減
免
要
綱
を
整

理
し
運
用
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

◆基本使用料の改定率を答申の半分の５％Ｕ
Ｐ、超過料金を現行料金体系から５円ＵＰと
する。改定の効果は、年間使用料の増加約
3,500万円と一般会計繰入金（基準外）約3,500
万円の削減が見込まれる。

◆基本使用料（メーター使用料含む）の改定率を
答申の半分の12．5％ＵＰ、基本料金には口径別
の断面積を考慮する。超過料金は現行料金体系
から８％ＵＰとする。改定の効果は、年間料金
収入の増加約4,000万円と一般会計繰入金（基
準外）1,800万円の削減が見込まれる。

○産業建設常任委員会は、台風20号の接近により災害対策本部が開設されたため、先進地視察は急遽中止としました。

下水道料金について下水道料金について水道料金について水道料金について

約10％ＵＰ
12月使用分から
施行決定！

上下水道料金審議会から答申があった全体での改定率20％UPを
市の方針として10％UPの改定率とする
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生活支援員制度
について
市長／積極的に地域に出向き
　　　説明

安
全
・
安
心前重 昌敬

（無所属）

新
学
習
指
導
要
領

学
校
現
場
の

働
き
方
改
革
は

の
方
々
と
膝
を
交
え
て

生
活
支
援
員
制
度
を
丁

寧
に
説
明
す
る
こ
と
に

よ
り
、
市
内
全
域
の
普

及
を
進
め
た
い
。

前
重

　積
極
的
に
地
域

に
出
向
き
、
説
明
を
す

る
べ
き
で
は
。

市
長
　
こ
れ
ま
で
の
反

省
を
含
め
、
し
っ
か
り

説
明
し
て
い
く
。

前
重

　市
民
へ
の
情
報

提
供
が
不
足
し
て
い
る

前
重

　生
活
支
援
員
の

進
捗
状
況
と
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
。

市
長
　
現
在
、
市
内
21

地
域
と
協
定
を
締
結

し
、
１
７
７
人
の
方
の

支
援
を
実
施
し
て
い

る
。
今
後
も
積
極
的
に

地
域
に
出
向
き
、
地
域

防　災

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
策
定

が
必
要

市
長
／
広
島
県
と
連
携
し
て

　
　
　
作
成
し
た
と
こ
ろ

金行 哲昭
（無所属）

地区タイムライン様式

生活支援員による見守り活動

金
行

　人
の
命
が
一
番

で
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
「
事
前

防
災
行
動
計
画
」
の
策

定
が
必
要
と
考
え
る
が
。

市
長
　
多
治
比
川
及
び

三
篠
川
に
つ
い
て
も
広

島
県
と
連
携
し
、
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
を
作
成
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
地
区

で
は
状
況
が
異
な
り
、

基
本
的
に
は
河
川
ご
と

の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
参

考
に
す
る
。

金
行

　教
職
員
調
整
額

の
支
給
を
定
め
た
給
特

法
第
３
条
が
あ
る
が
、

労
働
時
間
超
過
勤
務
の

把
握
は
さ
れ
て
い
る
の

か
。

教
育
長
　
教
員
の
健
康

管
理
や
長
時
間
勤
務
の

縮
減
に
向
け
、
本
市
で

は
勤
務
時
間
管
理
表
に

よ
り
、
適
正
な
勤
務
時

間
の
管
理
に
努
め
て
い

る
。

金
行

　新
学
習
指
導
要

領
へ
の
移
行
は
。

教
育
長
　
ス
タ
ー
ト
時

に
混
乱
を
し
な
い
よ
う

最
善
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
く
。

の
で
は
。

市
長
　
今
後
、
出
向
い

て
の
説
明
、
市
広
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活

用
し
、
ま
た
、
職
員
へ

の
啓
発
も
含
め
、
徹
底

し
て
情
報
提
供
を
し
て

い
く
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
と
の
関

係
に
つ
い
て

一般
質問

文教厚生文教厚生

武雄市（佐賀県） 柳井市（山口県）

（H27国勢調査）

（H27国勢調査）

先進地視察先進地視察
た け お し や な い し

研修報告 文教厚生常任委員会

視察テーマ視察地 特　徴

〔子どもの貧困対策課について〕
◇孤立する家庭をなくし、基本的
な学力・生活習慣等広い意味で
の教育を中心に「未来を生き
抜く力」を身につけ「自立でき
る子ども」を育てることが重要
で、より横断的、多面的に連携
できる組織体制づくりによる
「子ども貧困対策課」の設置。

〔子どもの未来応援プロジェクト〕
◇すべての子どもの希望の実
現に向けて「武雄市子どもの
貧困対策実行計画」を策定し、
中長期的な視野で継続的に
取り組んでいる。

〔就学・就職のための給付・貸与制度について〕
◇市独自の「給付・貸与制度の
ご案内」パンフレットを作成
し、児童、生徒等含め市民へ
の活用を促している。

武雄市
人　口：49,062人
世帯数：16,932世帯
面　積：195.40k㎡
高齢化率：28.7％

柳井市
人　口：32,945人
世帯数：14,170世帯
面   積：140.05k㎡
高齢化率：36.6％

◇「行きたくなる学校づくり」
を目指したコミュニティ・ス
クール（学校運営協議会制
度）は、地域のネットワーク
づくりに取り組むため、見直
しを図り効果的かつ共同的
に行うことが可能となり、学
校を中心とした地域づくり
と学校応援団の自然な広が
りが見られるようになった。

◇コミュニティ・スクール
について

◇子どもの貧困対策課に
ついて
◇子どもの未来応援プロ
ジェクトについて
◇就学・就職のための給付
・貸与制度について

佐

　賀

　県

山

　口

　県

ま と め

●日本の未来を担っていくのは、今を生きる子ども達である。「貧困の連鎖」を断ち切り、広い意味
での「教育」を中心に「未来を生き抜く力」を身に着け、自立できる子育て施策が必要である。
●地域と学校が一体となって学校運営＝コミュニティ・スクールを行うことにより、結果として「人
づくり・まちづくり」に繋がるように取り組んでいくことが重要である。　

８月22日～23日
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○ ○ － － － －

－ － ○ ○ － －

－ － － － ○ ○

文教厚生文教厚生
　
９
月
18
日
に
委
員
会

を
開
き
、
請
願
１
件
、
要

望
１
件
を
慎
重
に
審
査

し
ま
し
た
。

（
審
査
し
た
請
願
）

　甲
田
町
高
田
原
下
長

屋
地
区
に
計
画
中
の
安

芸
高
田
市
甲
田
町
高
田

原
産
業
廃
棄
物
最
終
処

分
場
建
設
許
可
差
し
止

め
に
関
す
る
請
願
書

（
審
査
し
た
要
望
）

　「精
神
保
健
、福
祉
施

策
」に
関
す
る
要
望

委
員
長

　秋
田 

雅
朝

副
委
員
長

　前
重 

昌
敬

委

　
　員

　玉
井 

直
子

　
　
　
　
　児
玉 

史
則

　
　
　
　
　青
原 

敏
治

　
　
　
　
　水
戸 

眞
悟

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

甲田町高田原下長屋地区に計画中の安芸
高田市甲田町高田原産業廃棄物最終処分
場建設許可差し止めに関する請願書
〔紹介議員〕金行哲昭・宍戸邦夫・玉井直子
〔請 願 者〕甲田町高田原下長屋地区産業廃棄物最終処分場建設反対常
　　　　　　会代表者連絡協議会
〔要　　旨〕建設されようとしている産業廃棄物最終処分場は、アスベ

ストなど有害物質を含有する廃棄物の持ち込みが計画さ
れ、大土川下流域や周辺に暮らす住民の環境と生活が将来
的に蹂躙される危惧が大であるため、当該施設の建設を許
可しないよう関係機関に働きかける請願。

〔審査結果〕継続審査とした。

「精神保健、福祉施策」に関する要望書
〔要 望 者〕あきみのり会（旧精神障害者家族会）代表　平本和昭
〔要　　旨〕障害者支援制度における以下の改善への取り組み。
　　　　　　・全ての障害者の費用負担が同等になるよう格差の改善
　　　　　　・当事者の実情にあった交通手段での算定方法の見直し
〔審査結果〕継続審査とした。

請　願

要　望

安全な避難所
開設場所の指定は
市長／現地を確認しながら早急に
　　　見直し、検討していきたい

防

　災
山根 温子
（無所属）

で
は
、
外
国
人
の
問
題

な
ど
も
あ
り
、
今
後
の

課
題
と
し
て
し
っ
か
り

と
防
災
対
策
に
生
か
し

て
い
き
た
い
。

山
根

　市
防
災
計
画
へ

の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

市
長
　
道
の
駅
を
防
災

拠
点
と
位
置
づ
け
、
災

害
警
戒
体
制
の
修
正
や

危
険
区
域
見
直
し
に
伴

う
避
難
場
所
の
修
正
な

ど
を
盛
り
込
む
予
定
。

山
根

　避
難
所
運
営
に

お
け
る
情
報
収
集
・
発

信
・
共
有
へ
の
考
え
は
。

市
長
　
気
象
情
報
な
ど

一
般
的
な
情
報
は
備
付
け

の
テ
レ
ビ
に
て
把
握
し
て

い
た
だ
き
、
今
後
は
情
報

が
う
ま
く
伝
わ
る
よ
う
検

討
し
た
い
。
情
報
共
有

学校運営

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

教
育
長
／
来
年
度
八
千
代
町
か
ら

　
　
　
　
ス
タ
ー
ト
し
た
い

秋田 雅朝
（無所属）

来年度からの導入が予定されている八千代中学校

秋
田

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と
は
、
学
校

運
営
協
議
会
制
度
を
導

入
し
た
学
校
で
あ
る
が

導
入
の
意
義
と
本
市
で

の
取
り
組
み
の
見
解
は
。

教
育
長
　
現
在
の
複
雑
・

多
様
化
し
て
い
る
学
校

現
場
の
課
題
を
解
決
し

教
育
環
境
の
充
実
に
は
、

保
護
者
や
地
域
の
方
が

地
域
社
会
総
が
か
り
で

教
育
体
制
の
実
現
を
図

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

現
在
、
来
年
度
か
ら
の

導
入
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
る
。

秋
田

　来
年
度
の
導
入

に
向
け
た
具
体
的
な
内

容
と
今
後
の
見
解
は
。

教
育
長
　
理
想
的
に
は

全
市
の
小
中
学
校
で
の

導
入
を
望
む
が
、
中
学

校
区
を
単
位
と
し
て
考

え
て
お
り
、
ま
ず
は
八

千
代
町
か
ら
ス
タ
ー
ト

と
思
っ
て
い
る
。

秋
田

　本
市
の
貧
困
状

況
の
把
握
と
今
後
は
。

市
長
　
実
態
調
査
を

行
っ
た
が
、
そ
の
結
果

を
も
と
に
、
第
２
次
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
計

画
に
お
い
て
、
貧
困
対

策
の
検
討
を
行
う
。

熊野町民体育館に開設された避難所

一般
質問

山
根

　ネ
ウ
ボ
ラ
設
置

の
取
り
組
み
は
。

市
長
　
現
状
の
体
制
で

切
れ
目
の
な
い
包
括
的

な
支
援
を
関
係
課
と
検

討
し
、
さ
ら
に
内
容
を

充
実
さ
せ
る
。

山
根

　包
括
的
支
援
の

壁
と
な
る
個
人
情
報
対

応
に
つ
い
て
は
。

市
長
　
こ
れ
か
ら
の
議

論
の
中
で
決
め
て
い
く
。

安
芸
高
田
市
版

ネ
ウ
ボ
ラ
に
つ
い
て

子
ど
も
の
貧
困

対
策
に
つ
い
て

じゅうりん
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生活支援員制度
について
市長／積極的に地域に出向き
　　　説明

安
全
・
安
心前重 昌敬

（無所属）

新
学
習
指
導
要
領

学
校
現
場
の

働
き
方
改
革
は

の
方
々
と
膝
を
交
え
て

生
活
支
援
員
制
度
を
丁

寧
に
説
明
す
る
こ
と
に

よ
り
、
市
内
全
域
の
普

及
を
進
め
た
い
。

前
重

　積
極
的
に
地
域

に
出
向
き
、
説
明
を
す

る
べ
き
で
は
。

市
長
　
こ
れ
ま
で
の
反

省
を
含
め
、
し
っ
か
り

説
明
し
て
い
く
。

前
重

　市
民
へ
の
情
報

提
供
が
不
足
し
て
い
る

前
重

　生
活
支
援
員
の

進
捗
状
況
と
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
。

市
長
　
現
在
、
市
内
21

地
域
と
協
定
を
締
結

し
、
１
７
７
人
の
方
の

支
援
を
実
施
し
て
い

る
。
今
後
も
積
極
的
に

地
域
に
出
向
き
、
地
域

防　災

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
策
定

が
必
要

市
長
／
広
島
県
と
連
携
し
て

　
　
　
作
成
し
た
と
こ
ろ

金行 哲昭
（無所属）

地区タイムライン様式

生活支援員による見守り活動

金
行

　人
の
命
が
一
番

で
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
「
事
前

防
災
行
動
計
画
」
の
策

定
が
必
要
と
考
え
る
が
。

市
長
　
多
治
比
川
及
び

三
篠
川
に
つ
い
て
も
広

島
県
と
連
携
し
、
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
を
作
成
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
地
区

で
は
状
況
が
異
な
り
、

基
本
的
に
は
河
川
ご
と

の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
参

考
に
す
る
。

金
行

　教
職
員
調
整
額

の
支
給
を
定
め
た
給
特

法
第
３
条
が
あ
る
が
、

労
働
時
間
超
過
勤
務
の

把
握
は
さ
れ
て
い
る
の

か
。

教
育
長
　
教
員
の
健
康

管
理
や
長
時
間
勤
務
の

縮
減
に
向
け
、
本
市
で

は
勤
務
時
間
管
理
表
に

よ
り
、
適
正
な
勤
務
時

間
の
管
理
に
努
め
て
い

る
。

金
行

　新
学
習
指
導
要

領
へ
の
移
行
は
。

教
育
長
　
ス
タ
ー
ト
時

に
混
乱
を
し
な
い
よ
う

最
善
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
く
。

の
で
は
。

市
長
　
今
後
、
出
向
い

て
の
説
明
、
市
広
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活

用
し
、
ま
た
、
職
員
へ

の
啓
発
も
含
め
、
徹
底

し
て
情
報
提
供
を
し
て

い
く
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
と
の
関

係
に
つ
い
て

一般
質問

文教厚生文教厚生

武雄市（佐賀県） 柳井市（山口県）

（H27国勢調査）

（H27国勢調査）

先進地視察先進地視察
た け お し や な い し

研修報告 文教厚生常任委員会

視察テーマ視察地 特　徴

〔子どもの貧困対策課について〕
◇孤立する家庭をなくし、基本的
な学力・生活習慣等広い意味で
の教育を中心に「未来を生き
抜く力」を身につけ「自立でき
る子ども」を育てることが重要
で、より横断的、多面的に連携
できる組織体制づくりによる
「子ども貧困対策課」の設置。

〔子どもの未来応援プロジェクト〕
◇すべての子どもの希望の実
現に向けて「武雄市子どもの
貧困対策実行計画」を策定し、
中長期的な視野で継続的に
取り組んでいる。

〔就学・就職のための給付・貸与制度について〕
◇市独自の「給付・貸与制度の
ご案内」パンフレットを作成
し、児童、生徒等含め市民へ
の活用を促している。

武雄市
人　口：49,062人
世帯数：16,932世帯
面　積：195.40k㎡
高齢化率：28.7％

柳井市
人　口：32,945人
世帯数：14,170世帯
面   積：140.05k㎡
高齢化率：36.6％

◇「行きたくなる学校づくり」
を目指したコミュニティ・ス
クール（学校運営協議会制
度）は、地域のネットワーク
づくりに取り組むため、見直
しを図り効果的かつ共同的
に行うことが可能となり、学
校を中心とした地域づくり
と学校応援団の自然な広が
りが見られるようになった。

◇コミュニティ・スクール
について

◇子どもの貧困対策課に
ついて
◇子どもの未来応援プロ
ジェクトについて
◇就学・就職のための給付
・貸与制度について

佐

　賀

　県

山

　口

　県

ま と め

●日本の未来を担っていくのは、今を生きる子ども達である。「貧困の連鎖」を断ち切り、広い意味
での「教育」を中心に「未来を生き抜く力」を身に着け、自立できる子育て施策が必要である。
●地域と学校が一体となって学校運営＝コミュニティ・スクールを行うことにより、結果として「人
づくり・まちづくり」に繋がるように取り組んでいくことが重要である。　

８月22日～23日
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文教厚生文教厚生
　
９
月
18
日
に
委
員
会

を
開
き
、
請
願
１
件
、
要

望
１
件
を
慎
重
に
審
査

し
ま
し
た
。

（
審
査
し
た
請
願
）

　甲
田
町
高
田
原
下
長

屋
地
区
に
計
画
中
の
安

芸
高
田
市
甲
田
町
高
田

原
産
業
廃
棄
物
最
終
処

分
場
建
設
許
可
差
し
止

め
に
関
す
る
請
願
書

（
審
査
し
た
要
望
）

　「精
神
保
健
、福
祉
施

策
」に
関
す
る
要
望

委
員
長

　秋
田 

雅
朝

副
委
員
長

　前
重 

昌
敬

委

　
　員

　玉
井 

直
子

　
　
　
　
　児
玉 

史
則

　
　
　
　
　青
原 

敏
治

　
　
　
　
　水
戸 

眞
悟

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

甲田町高田原下長屋地区に計画中の安芸
高田市甲田町高田原産業廃棄物最終処分
場建設許可差し止めに関する請願書
〔紹介議員〕金行哲昭・宍戸邦夫・玉井直子
〔請 願 者〕甲田町高田原下長屋地区産業廃棄物最終処分場建設反対常
　　　　　　会代表者連絡協議会
〔要　　旨〕建設されようとしている産業廃棄物最終処分場は、アスベ

ストなど有害物質を含有する廃棄物の持ち込みが計画さ
れ、大土川下流域や周辺に暮らす住民の環境と生活が将来
的に蹂躙される危惧が大であるため、当該施設の建設を許
可しないよう関係機関に働きかける請願。

〔審査結果〕継続審査とした。

「精神保健、福祉施策」に関する要望書
〔要 望 者〕あきみのり会（旧精神障害者家族会）代表　平本和昭
〔要　　旨〕障害者支援制度における以下の改善への取り組み。
　　　　　　・全ての障害者の費用負担が同等になるよう格差の改善
　　　　　　・当事者の実情にあった交通手段での算定方法の見直し
〔審査結果〕継続審査とした。

請　願

要　望

安全な避難所
開設場所の指定は
市長／現地を確認しながら早急に
　　　見直し、検討していきたい

防

　災
山根 温子
（無所属）

で
は
、
外
国
人
の
問
題

な
ど
も
あ
り
、
今
後
の

課
題
と
し
て
し
っ
か
り

と
防
災
対
策
に
生
か
し

て
い
き
た
い
。

山
根

　市
防
災
計
画
へ

の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

市
長
　
道
の
駅
を
防
災

拠
点
と
位
置
づ
け
、
災

害
警
戒
体
制
の
修
正
や

危
険
区
域
見
直
し
に
伴

う
避
難
場
所
の
修
正
な

ど
を
盛
り
込
む
予
定
。

山
根

　避
難
所
運
営
に

お
け
る
情
報
収
集
・
発

信
・
共
有
へ
の
考
え
は
。

市
長
　
気
象
情
報
な
ど

一
般
的
な
情
報
は
備
付
け

の
テ
レ
ビ
に
て
把
握
し
て

い
た
だ
き
、
今
後
は
情
報

が
う
ま
く
伝
わ
る
よ
う
検

討
し
た
い
。
情
報
共
有

学校運営

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

教
育
長
／
来
年
度
八
千
代
町
か
ら

　
　
　
　
ス
タ
ー
ト
し
た
い

秋田 雅朝
（無所属）

来年度からの導入が予定されている八千代中学校

秋
田

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と
は
、
学
校

運
営
協
議
会
制
度
を
導

入
し
た
学
校
で
あ
る
が

導
入
の
意
義
と
本
市
で

の
取
り
組
み
の
見
解
は
。

教
育
長
　
現
在
の
複
雑
・

多
様
化
し
て
い
る
学
校

現
場
の
課
題
を
解
決
し

教
育
環
境
の
充
実
に
は
、

保
護
者
や
地
域
の
方
が

地
域
社
会
総
が
か
り
で

教
育
体
制
の
実
現
を
図

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

現
在
、
来
年
度
か
ら
の

導
入
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
る
。

秋
田

　来
年
度
の
導
入

に
向
け
た
具
体
的
な
内

容
と
今
後
の
見
解
は
。

教
育
長
　
理
想
的
に
は

全
市
の
小
中
学
校
で
の

導
入
を
望
む
が
、
中
学

校
区
を
単
位
と
し
て
考

え
て
お
り
、
ま
ず
は
八

千
代
町
か
ら
ス
タ
ー
ト

と
思
っ
て
い
る
。

秋
田

　本
市
の
貧
困
状

況
の
把
握
と
今
後
は
。

市
長
　
実
態
調
査
を

行
っ
た
が
、
そ
の
結
果

を
も
と
に
、
第
２
次
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
計

画
に
お
い
て
、
貧
困
対

策
の
検
討
を
行
う
。

熊野町民体育館に開設された避難所

一般
質問

山
根

　ネ
ウ
ボ
ラ
設
置

の
取
り
組
み
は
。

市
長
　
現
状
の
体
制
で

切
れ
目
の
な
い
包
括
的

な
支
援
を
関
係
課
と
検

討
し
、
さ
ら
に
内
容
を

充
実
さ
せ
る
。

山
根

　包
括
的
支
援
の

壁
と
な
る
個
人
情
報
対

応
に
つ
い
て
は
。

市
長
　
こ
れ
か
ら
の
議

論
の
中
で
決
め
て
い
く
。

安
芸
高
田
市
版

ネ
ウ
ボ
ラ
に
つ
い
て

子
ど
も
の
貧
困

対
策
に
つ
い
て

じゅうりん



現
状
は
。

市
長
　
特
別
職
含
み
３

１
６
人
。率
で
84
．７
％
。

玉
重

　若
者
定
住
で
Ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
を
推
進
し
て

い
る
が
、
市
長
を
は
じ

め
、
職
員
方
の
子
ど
も

達
は
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を
し

て
い
る
の
か
。

市
長
　
ご
指
摘
は
真
摯

に
受
け
と
め
る
。
U
I

タ
ー
ン
の
仕
組
み
づ
く

り
に
努
め
た
い
。
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大田市（島根県）  豊岡市 （兵庫県）  智頭町（鳥取県）
８月21日～22日

先進地視察先進地視察
研修報告 総務企画常任委員会

視察テーマ視察地 特　徴

ま と め

　移住・定住対策に積極的に取り組んでいる先進的な３市町の視察研修を行った。３市町とも地域
の資源を見つめ直し、まちの特性を生かした事業を展開している。また、移住定住施策の情報発信
に特に力を入れているのが印象的であった。
　全国的に人口減少が進んでいる中で、短期間で人口減少対策に成果を期待するのは難しいと
思うが、地域の歴史や文化などの特性を生かした継続的な取り組みの中でまちの新たな活力が生
まれてくると思う。

◇平成18年を定住促進元年と
してスタート。21年度より定
住支援員を配置し、ふるさと
情報の発信、就業支援、居住
支援など種々の定住対策を
推進しており、「2015第3
回日本住みたい田舎ベスト
ランキング」で総合1位を獲
得している。

大田市
人　口：35,317人
世帯数：15,762世帯
面　積：435.71㎢

豊岡市
人　口：82,624人
世帯数：33,173世帯
面　積：697.55㎢

智頭町
人　口：7,154人
世帯数：2,731世帯
面　積：224.70㎢

◇豊岡市を担うべきターゲット
として、移住定住希望者をモ
ノづくり志向、教育移住志向、
地域（社会）貢献志向など、7
つの志向タイプに分け、移住
定住促進支援情報誌「飛んで
るローカル豊岡」を中心に情
報発信に力を入れている。

◇町の総面積の93％を森林
が占めており、人口減少、少
子高齢化が進んでいく中で、
住民発案の事業として「森の
ようちえん」など、森林を子
育てのフィールドとして再評
価する機運が高まっている。
住民自治意識の高い町。

◇定住促進の取り組み

◇定住促進の取り組み

◇移住・定住の取り組み

第３セクターの
運営について
市長／効率的、効果的な
　　　公共サービス提供を

観
光
振
興
施
設熊高 昌三

（無所属）

若
者
定
住
に
つ
い
て

提
案
を
受
け
る
の
も
手

法
の
一
つ
で
あ
り
、
効

率
的
、
効
果
的
公
共

サ
ー
ビ
ス
が
可
能
な
仕

組
み
を
つ
く
る
の
は
重

要
と
考
え
て
い
る
。

熊
高

　各
施
設
の
ボ
イ

ラ
ー
等
の
改
修
は
、
地

域
資
源
で
あ
る
木
材
を

活
用
す
べ
き
で
は
。

市
長
　
バ
イ
オ
マ
ス
ボ

イ
ラ
ー
導
入
は
初
期
コ

ス
ト
、
運
営
コ
ス
ト
と

材
料
の
供
給
体
制
確
立

熊
高

　神
楽
門
前
湯
治

村
等
４
施
設
は
厳
し
い

経
営
状
況
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。
各
施
設
等
を

連
動
さ
せ
、Ｐ
Ｐ
Ｐ
や
Ｐ

Ｆ
Ｉ
を
活
用
し
て
は
。

市
長
　
施
設
の
廃
止
や

複
合
化
等
の
検
討
が
生

じ
る
場
合
、
民
間
か
ら

書類申請について

現
状
と
今
後
の

対
応
は

市
長
／
煩
雑
と
指
摘
を
受
け
て
い
る
。
様
式
を

　
　
　簡
素
で
わ
か
り
や
す
く
し
て
い
く

玉重 輝吉
（無所属）

「まごころ代行サービス」ぜひ、ご利用ください

４つの観光振興施設における経済効果

玉
重

　高
齢
者
か
ら
補

助
金
等
の
申
請
手
続
き

が
大
変
困
難
と
の
苦
情

を
聞
い
て
い
る
。
現
状

と
今
後
の
対
応
は
。

市
長
　
高
齢
化
が
進
む

中
、
補
助
金
等
の
申
請

手
続
き
な
ど
煩
雑
で
手

間
が
か
か
る
も
の
が
多

い
と
指
摘
を
受
け
て
い

る
。
高
齢
者
の
方
々
を

は
じ
め
、
様
式
を
簡
素

で
わ
か
り
や
す
く
し
、

住
民
目
線
に
沿
っ
た
対

応
を
し
た
い
。ま
た
、『
ま

ご
こ
ろ
代
行
サ
ー
ビ
ス
』

を
現
在
行
っ
て
い
る
。

活
用
を
促
進
し
、
高
齢

者
の
方
々
の
申
請
な
ど

の
事
務
に
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
。

玉
重

　職
員
の
定
住
の

の
検
討
が
必
要
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
７
月
豪
雨
災
害
対
応

に
つ
い
て

○
イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
教
育

に
つ
い
て

※
Ｐ
Ｐ
Ｐ
と
は
パ
ブ
リ
ッ

ク
（
官
）、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
（
民
）、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
（
連
携
）
の
略
。

※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
は
Ｐ（
民
間
）、

Ｆ（
資
金
）、Ｉ（
主
導
型
）

の
略
。

一般
質問

島

　根

　県

兵

　庫

　県

鳥

　取

　県

ち づ ち ょ うと よ お か しお お だ し
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■
質
疑

先
川
　
行
政
嘱
託
員

の
報
酬
年
額
１
０
０

０
円
を
７
０
０
円
に

３
割
カ
ッ
ト
し
た
根

拠
は
何
か
。

高
藤
総
務
課
長

　地
域

の
取
り
ま
と
め
を
嘱
託

員
に
お
願
い
し
て
き
た

が
、
近
年
か
な
り
少
な

い
件
数
と
な
っ
て
い
る
。

７
０
０
円
が
妥
当
か
は

今
後
検
討
の
余
地
は
あ

る
が
、
今
回
、
嘱
託
員

制
度
の
業
務
を
委
託
制

度
に
移
す
と
新
た
な
業

務
も
発
生
し
て
く
る
。

そ
の
兼
ね
合
い
で
、
３

割
カ
ッ
ト
は
必
要
と
判

断
し
カ
ッ
ト
し
て
い
る
。

塚
本
　
広
報
紙
を
嘱
託

員
が
個
々
に
配
る
の
で

な
く
、
逆
に
市
民
の
皆

さ
ん
が
取
り
に
来
る
と

　
９
月
13
日
に
委
員
会

を
開
き
、議
案
５
件
を
慎

重
に
審
査
し
ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

〇
安
芸
高
田
市
特
別
職

の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

〇
財
産
の
取
得
に
つ
い

て
（
ふ
れ
あ
い
た
か

た
産
直
市
）

〇
安
芸
高
田
市
産
地
形

成
促
進
施
設
「
ふ
れ

あ
い
た
か
た
産
直

市
」
設
置
及
び
管
理

条
例

ほ
か
２
件

委
員
長
　
宍
戸 

邦
夫

副
委
員
長
　
山
根 

温
子

委
　
　
員
　
芦
田 

宏
治

　
　
　
　
　
石
飛 

慶
久

　
　
　
　
　
塚
本 

　
近

　
　
　
　
　
先
川 

和
幸

総
務
企
画
常
任
委
員
会

　
現
在
の
嘱
託
員
制
度
は
残
し
な
が
ら
、
新
た
に

嘱
託
員
業
務
を
地
域
振
興
会
等
に
担
う
こ
と
を
自

由
に
選
択
で
き
る
よ
う
に
制
度
を
改
正
す
る
も
の
。

■
概
要

　「
ふ
れ
あ
い
た
か
た
産
直
市
」
を
公
の
施
設
と
し

て
設
置
及
び
管
理
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
第
２

４
４
条
２
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
。

■
概
要

改正に伴い行政嘱託員の行政区全体
調整業務分の報酬年額を３割カット
１０００円を７００円に減額

改正に伴い行政嘱託員の行政区全体
調整業務分の報酬年額を３割カット
１０００円を７００円に減額

「ふれあいたかた
産直市」設置及び
管理条例

「ふれあいたかた
産直市」設置及び
管理条例

い
う
こ
と
も
将
来
的
に

は
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
期
が
来

る
の
で
は
な
い
か
。

高
藤
総
務
課
長

　こ
れ

ま
で
も
配
付
物
は
少
な

く
す
る
た
め
に
お
太
助

け
フ
ォ
ン
な
ど
を
使
っ

て
枚
数
を
削
減
し
て
き

た
の
が
現
状
で
あ
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
も
あ

る
の
で
、
今
後
は
皆
さ

ん
に
見
て
も
ら
え
る
媒

体
を
活
用
し
な
が
ら
枚

数
を
減
ら
す
こ
と
も
考

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

石
飛
　
振
興
会
に
お
り

て
く
れ
ば
、
負
担
の
あ

る
人
に
委
託
料
の
一
部

を
支
払
う
こ
と
に
な
る

と
思
う
が
、
源
泉
徴
収

事
務
は
誰
が
行
う
の
か
。

高
藤
総
務
課
長

　支
所

と
税
理
士
と
で
整
理
す

る
仕
組
み
を
考
え
て
い

る
。
そ
れ
に
か
か
る
費

用
は
、
報
酬
を
カ
ッ
ト

し
た
金
額
を
充
て
る
よ

う
考
え
て
い
る
。

■
質
疑

先
川
　
設
置
及
び
管
理

条
例
は
道
の
駅
開
業
の

た
め
の
取
得
と
一
連
し

た
条
例
等
と
な
っ
て
い

る
が
、
道
の
駅
が
２
年

後
に
開
業
と
な
っ
た
時

に
設
置
・
管
理
条
例
は

生
き
る
の
か
。
あ
る
い

は
新
た
に
全
体
の
道
の

駅
に
関
し
て
の
設
置
管

理
条
例
が
で
き
る
の
か
。

行
森
政
策
企
画
課
長

　

　本
条
例
に
つ
い
て
は

道
の
駅
が
開
業
す
る
ま

で
の
期
間
と
し
て
い
る
。

道
の
駅
が
開
業
す
る
と
、

新
た
な
道
の
駅
の
設
置

管
理
条
例
を
設
置
し
、

道
の
駅
運
営
会
社
が
テ

ナ
ン
ト
と
し
て
参
入
し

て
も
ら
う
よ
う
な
手
法

を
と
っ
て
運
営
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

捕獲対策は

市長／関係団体と連携を

有
害
鳥
獣

塚本 　近
（無所属）

か
ら
被
害
状
況
に
よ

り
、
銃
器
か
ワ
ナ
に
よ

る
捕
獲
依
頼
を
捕
獲
班

に
お
願
い
し
て
い
る
。

塚
本

　捕
獲
員
は
狩
猟

法
、
銃
刀
法
、
火
薬
取

締
法
な
ど
の
法
の
規
制

の
中
で
の
活
動
で
あ
り

す
べ
て
の
要
望
に
対
応

で
き
な
い
な
か
、
市
民

へ
の
対
応
は
。

市
長
　
捕
獲
の
中
で
も

塚
本

　有
害
鳥
獣
捕
獲

班
の
活
動
状
況
と
出
動

手
順
は
。

市
長
　
各
町
単
位
20
名

程
度
の
班
員
で
構
成
し
、

出
動
回
数
は
年
間
１
７

９
回
で
月
平
均
15
回
程

度
の
出
動
で
あ
る
。
出

動
手
順
は
市
民
の
皆
様

芸備線早期復旧

鉄
橋
部
分
を
除
い
た

三
次
ま
で
の
早
期
運
行
は

市
長
／
最
大
限
の
努
力
を

　
　
　す
る
覚
悟

児玉 史則
（無所属）

被災した芸備線の鉄橋

児
玉

　白
木
山
、
三
次

間
の
部
分
的
な
開
通
へ

の
要
望
は
。

市
長
　
全
線
早
期
復
旧

と
部
分
的
な
開
通
も
含

め
、
要
望
活
動
を
継
続

す
る
。

児
玉

　市
内
高
校
の
新

入
生
確
保
に
影
響
が
あ

り
、支
援
が
必
要
で
は
。

市
長
　
生
徒
募
集
を
か

け
る
ま
で
に
、
必
要
な

支
援
を
検
討
す
る
。

児
玉

　洋
式
化
を
急
ぐ

べ
き
と
考
え
る
が
。

教
育
長
　
洋
式
の
割
合

は
校
舎
が
55
％
で
低
い

状
況
に
あ
り
、
変
更
を

進
め
る
。

児
玉

　暑
さ
指
数
管
理

が
必
要
で
は
。

教
育
長
　
来
年
度
ま
で

に
基
準
を
設
け
、
各
校

に
指
示
を
し
て
い
き
た

い
。

児
玉

　特
別
教
室
に
は

エ
ア
コ
ン
が
未
設
置
で

あ
り
、導
入
が
必
要
で
は
。

教
育
長
　
設
置
す
べ
く

来
年
度
予
算
で
検
討
す

る
。

民家近くに出没したシカ

一般
質問

銃
器
の
使
用
に
関
し
て

は
、
規
制
が
非
常
に
強

く
捕
獲
活
動
等
注
意
が

必
要
と
考
え
る
。
特
に
、

人
家
の
密
集
地
域
で
の

対
応
は
状
況
に
よ
り
銃

器
の
使
用
に
よ
ら
ず
殺

傷
を
お
願
い
す
る
。
基

本
的
に
は
今
後
、
捕
獲

班
、
市
民
、
関
係
団
体

と
連
携
を
密
に
し
、
総

合
的
に
捕
獲
対
策
を
継

続
し
て
い
く
。

小
中
学
校
の

ト
イ
レ
の
洋
式
化

小
中
学
校
の

熱
中
症
対
策



現
状
は
。

市
長
　
特
別
職
含
み
３

１
６
人
。率
で
84
．７
％
。

玉
重

　若
者
定
住
で
Ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
を
推
進
し
て

い
る
が
、
市
長
を
は
じ

め
、
職
員
方
の
子
ど
も

達
は
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を
し

て
い
る
の
か
。

市
長
　
ご
指
摘
は
真
摯

に
受
け
と
め
る
。
U
I

タ
ー
ン
の
仕
組
み
づ
く

り
に
努
め
た
い
。
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総務企画総務企画

大田市（島根県）  豊岡市 （兵庫県）  智頭町（鳥取県）
８月21日～22日

先進地視察先進地視察
研修報告 総務企画常任委員会

視察テーマ視察地 特　徴

ま と め

　移住・定住対策に積極的に取り組んでいる先進的な３市町の視察研修を行った。３市町とも地域
の資源を見つめ直し、まちの特性を生かした事業を展開している。また、移住定住施策の情報発信
に特に力を入れているのが印象的であった。
　全国的に人口減少が進んでいる中で、短期間で人口減少対策に成果を期待するのは難しいと
思うが、地域の歴史や文化などの特性を生かした継続的な取り組みの中でまちの新たな活力が生
まれてくると思う。

◇平成18年を定住促進元年と
してスタート。21年度より定
住支援員を配置し、ふるさと
情報の発信、就業支援、居住
支援など種々の定住対策を
推進しており、「2015第3
回日本住みたい田舎ベスト
ランキング」で総合1位を獲
得している。

大田市
人　口：35,317人
世帯数：15,762世帯
面　積：435.71㎢

豊岡市
人　口：82,624人
世帯数：33,173世帯
面　積：697.55㎢

智頭町
人　口：7,154人
世帯数：2,731世帯
面　積：224.70㎢

◇豊岡市を担うべきターゲット
として、移住定住希望者をモ
ノづくり志向、教育移住志向、
地域（社会）貢献志向など、7
つの志向タイプに分け、移住
定住促進支援情報誌「飛んで
るローカル豊岡」を中心に情
報発信に力を入れている。

◇町の総面積の93％を森林
が占めており、人口減少、少
子高齢化が進んでいく中で、
住民発案の事業として「森の
ようちえん」など、森林を子
育てのフィールドとして再評
価する機運が高まっている。
住民自治意識の高い町。

◇定住促進の取り組み

◇定住促進の取り組み

◇移住・定住の取り組み

第３セクターの
運営について
市長／効率的、効果的な
　　　公共サービス提供を

観
光
振
興
施
設熊高 昌三

（無所属）

若
者
定
住
に
つ
い
て

提
案
を
受
け
る
の
も
手

法
の
一
つ
で
あ
り
、
効

率
的
、
効
果
的
公
共

サ
ー
ビ
ス
が
可
能
な
仕

組
み
を
つ
く
る
の
は
重

要
と
考
え
て
い
る
。

熊
高

　各
施
設
の
ボ
イ

ラ
ー
等
の
改
修
は
、
地

域
資
源
で
あ
る
木
材
を

活
用
す
べ
き
で
は
。

市
長
　
バ
イ
オ
マ
ス
ボ

イ
ラ
ー
導
入
は
初
期
コ

ス
ト
、
運
営
コ
ス
ト
と

材
料
の
供
給
体
制
確
立

熊
高

　神
楽
門
前
湯
治

村
等
４
施
設
は
厳
し
い

経
営
状
況
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。
各
施
設
等
を

連
動
さ
せ
、Ｐ
Ｐ
Ｐ
や
Ｐ

Ｆ
Ｉ
を
活
用
し
て
は
。

市
長
　
施
設
の
廃
止
や

複
合
化
等
の
検
討
が
生

じ
る
場
合
、
民
間
か
ら

書類申請について

現
状
と
今
後
の

対
応
は

市
長
／
煩
雑
と
指
摘
を
受
け
て
い
る
。
様
式
を

　
　
　簡
素
で
わ
か
り
や
す
く
し
て
い
く

玉重 輝吉
（無所属）

「まごころ代行サービス」ぜひ、ご利用ください

４つの観光振興施設における経済効果

玉
重

　高
齢
者
か
ら
補

助
金
等
の
申
請
手
続
き

が
大
変
困
難
と
の
苦
情

を
聞
い
て
い
る
。
現
状

と
今
後
の
対
応
は
。

市
長
　
高
齢
化
が
進
む

中
、
補
助
金
等
の
申
請

手
続
き
な
ど
煩
雑
で
手

間
が
か
か
る
も
の
が
多

い
と
指
摘
を
受
け
て
い

る
。
高
齢
者
の
方
々
を

は
じ
め
、
様
式
を
簡
素

で
わ
か
り
や
す
く
し
、

住
民
目
線
に
沿
っ
た
対

応
を
し
た
い
。ま
た
、『
ま

ご
こ
ろ
代
行
サ
ー
ビ
ス
』

を
現
在
行
っ
て
い
る
。

活
用
を
促
進
し
、
高
齢

者
の
方
々
の
申
請
な
ど

の
事
務
に
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
。

玉
重

　職
員
の
定
住
の

の
検
討
が
必
要
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
７
月
豪
雨
災
害
対
応

に
つ
い
て

○
イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
教
育

に
つ
い
て

※
Ｐ
Ｐ
Ｐ
と
は
パ
ブ
リ
ッ

ク
（
官
）、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
（
民
）、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
（
連
携
）
の
略
。

※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
は
Ｐ（
民
間
）、

Ｆ（
資
金
）、Ｉ（
主
導
型
）

の
略
。

一般
質問

島

　根

　県

兵

　庫

　県

鳥

　取

　県

ち づ ち ょ うと よ お か しお お だ し

安芸高田市議会だより 第59号　平成30年11月15日発行 819

ふれあいたかた産直市

総務企画総務企画

■
質
疑

先
川
　
行
政
嘱
託
員

の
報
酬
年
額
１
０
０

０
円
を
７
０
０
円
に

３
割
カ
ッ
ト
し
た
根

拠
は
何
か
。

高
藤
総
務
課
長

　地
域

の
取
り
ま
と
め
を
嘱
託

員
に
お
願
い
し
て
き
た

が
、
近
年
か
な
り
少
な

い
件
数
と
な
っ
て
い
る
。

７
０
０
円
が
妥
当
か
は

今
後
検
討
の
余
地
は
あ

る
が
、
今
回
、
嘱
託
員

制
度
の
業
務
を
委
託
制

度
に
移
す
と
新
た
な
業

務
も
発
生
し
て
く
る
。

そ
の
兼
ね
合
い
で
、
３

割
カ
ッ
ト
は
必
要
と
判

断
し
カ
ッ
ト
し
て
い
る
。

塚
本
　
広
報
紙
を
嘱
託

員
が
個
々
に
配
る
の
で

な
く
、
逆
に
市
民
の
皆

さ
ん
が
取
り
に
来
る
と

　
９
月
13
日
に
委
員
会

を
開
き
、議
案
５
件
を
慎

重
に
審
査
し
ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

〇
安
芸
高
田
市
特
別
職

の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

〇
財
産
の
取
得
に
つ
い

て
（
ふ
れ
あ
い
た
か

た
産
直
市
）

〇
安
芸
高
田
市
産
地
形

成
促
進
施
設
「
ふ
れ

あ
い
た
か
た
産
直

市
」
設
置
及
び
管
理

条
例

ほ
か
２
件

委
員
長
　
宍
戸 

邦
夫

副
委
員
長
　
山
根 

温
子

委
　
　
員
　
芦
田 

宏
治

　
　
　
　
　
石
飛 

慶
久

　
　
　
　
　
塚
本 

　
近

　
　
　
　
　
先
川 

和
幸

総
務
企
画
常
任
委
員
会

　
現
在
の
嘱
託
員
制
度
は
残
し
な
が
ら
、
新
た
に

嘱
託
員
業
務
を
地
域
振
興
会
等
に
担
う
こ
と
を
自

由
に
選
択
で
き
る
よ
う
に
制
度
を
改
正
す
る
も
の
。

■
概
要

　「
ふ
れ
あ
い
た
か
た
産
直
市
」
を
公
の
施
設
と
し

て
設
置
及
び
管
理
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
第
２

４
４
条
２
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
。

■
概
要

改正に伴い行政嘱託員の行政区全体
調整業務分の報酬年額を３割カット
１０００円を７００円に減額

改正に伴い行政嘱託員の行政区全体
調整業務分の報酬年額を３割カット
１０００円を７００円に減額

「ふれあいたかた
産直市」設置及び
管理条例

「ふれあいたかた
産直市」設置及び
管理条例

い
う
こ
と
も
将
来
的
に

は
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
期
が
来

る
の
で
は
な
い
か
。

高
藤
総
務
課
長

　こ
れ

ま
で
も
配
付
物
は
少
な

く
す
る
た
め
に
お
太
助

け
フ
ォ
ン
な
ど
を
使
っ

て
枚
数
を
削
減
し
て
き

た
の
が
現
状
で
あ
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
も
あ

る
の
で
、
今
後
は
皆
さ

ん
に
見
て
も
ら
え
る
媒

体
を
活
用
し
な
が
ら
枚

数
を
減
ら
す
こ
と
も
考

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

石
飛
　
振
興
会
に
お
り

て
く
れ
ば
、
負
担
の
あ

る
人
に
委
託
料
の
一
部

を
支
払
う
こ
と
に
な
る

と
思
う
が
、
源
泉
徴
収

事
務
は
誰
が
行
う
の
か
。

高
藤
総
務
課
長

　支
所

と
税
理
士
と
で
整
理
す

る
仕
組
み
を
考
え
て
い

る
。
そ
れ
に
か
か
る
費

用
は
、
報
酬
を
カ
ッ
ト

し
た
金
額
を
充
て
る
よ

う
考
え
て
い
る
。

■
質
疑

先
川
　
設
置
及
び
管
理

条
例
は
道
の
駅
開
業
の

た
め
の
取
得
と
一
連
し

た
条
例
等
と
な
っ
て
い

る
が
、
道
の
駅
が
２
年

後
に
開
業
と
な
っ
た
時

に
設
置
・
管
理
条
例
は

生
き
る
の
か
。
あ
る
い

は
新
た
に
全
体
の
道
の

駅
に
関
し
て
の
設
置
管

理
条
例
が
で
き
る
の
か
。

行
森
政
策
企
画
課
長

　

　本
条
例
に
つ
い
て
は

道
の
駅
が
開
業
す
る
ま

で
の
期
間
と
し
て
い
る
。

道
の
駅
が
開
業
す
る
と
、

新
た
な
道
の
駅
の
設
置

管
理
条
例
を
設
置
し
、

道
の
駅
運
営
会
社
が
テ

ナ
ン
ト
と
し
て
参
入
し

て
も
ら
う
よ
う
な
手
法

を
と
っ
て
運
営
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

捕獲対策は

市長／関係団体と連携を

有
害
鳥
獣

塚本 　近
（無所属）

か
ら
被
害
状
況
に
よ

り
、
銃
器
か
ワ
ナ
に
よ

る
捕
獲
依
頼
を
捕
獲
班

に
お
願
い
し
て
い
る
。

塚
本

　捕
獲
員
は
狩
猟

法
、
銃
刀
法
、
火
薬
取

締
法
な
ど
の
法
の
規
制

の
中
で
の
活
動
で
あ
り

す
べ
て
の
要
望
に
対
応

で
き
な
い
な
か
、
市
民

へ
の
対
応
は
。

市
長
　
捕
獲
の
中
で
も

塚
本

　有
害
鳥
獣
捕
獲

班
の
活
動
状
況
と
出
動

手
順
は
。

市
長
　
各
町
単
位
20
名

程
度
の
班
員
で
構
成
し
、

出
動
回
数
は
年
間
１
７

９
回
で
月
平
均
15
回
程

度
の
出
動
で
あ
る
。
出

動
手
順
は
市
民
の
皆
様

芸備線早期復旧

鉄
橋
部
分
を
除
い
た

三
次
ま
で
の
早
期
運
行
は

市
長
／
最
大
限
の
努
力
を

　
　
　す
る
覚
悟

児玉 史則
（無所属）

被災した芸備線の鉄橋

児
玉

　白
木
山
、
三
次

間
の
部
分
的
な
開
通
へ

の
要
望
は
。

市
長
　
全
線
早
期
復
旧

と
部
分
的
な
開
通
も
含

め
、
要
望
活
動
を
継
続

す
る
。

児
玉

　市
内
高
校
の
新

入
生
確
保
に
影
響
が
あ

り
、支
援
が
必
要
で
は
。

市
長
　
生
徒
募
集
を
か

け
る
ま
で
に
、
必
要
な

支
援
を
検
討
す
る
。

児
玉

　洋
式
化
を
急
ぐ

べ
き
と
考
え
る
が
。

教
育
長
　
洋
式
の
割
合

は
校
舎
が
55
％
で
低
い

状
況
に
あ
り
、
変
更
を

進
め
る
。

児
玉

　暑
さ
指
数
管
理

が
必
要
で
は
。

教
育
長
　
来
年
度
ま
で

に
基
準
を
設
け
、
各
校

に
指
示
を
し
て
い
き
た

い
。

児
玉

　特
別
教
室
に
は

エ
ア
コ
ン
が
未
設
置
で

あ
り
、導
入
が
必
要
で
は
。

教
育
長
　
設
置
す
べ
く

来
年
度
予
算
で
検
討
す

る
。

民家近くに出没したシカ

一般
質問

銃
器
の
使
用
に
関
し
て

は
、
規
制
が
非
常
に
強

く
捕
獲
活
動
等
注
意
が

必
要
と
考
え
る
。
特
に
、

人
家
の
密
集
地
域
で
の

対
応
は
状
況
に
よ
り
銃

器
の
使
用
に
よ
ら
ず
殺

傷
を
お
願
い
す
る
。
基

本
的
に
は
今
後
、
捕
獲

班
、
市
民
、
関
係
団
体

と
連
携
を
密
に
し
、
総

合
的
に
捕
獲
対
策
を
継

続
し
て
い
く
。

小
中
学
校
の

ト
イ
レ
の
洋
式
化

小
中
学
校
の

熱
中
症
対
策
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原
案
可
決

可

決

30
年
度
補
正

既定の予算総額に29億4958万円を追加既定の予算総額に29億4958万円を追加

地域懇談会地域懇談会補正予算補正予算

（一般会計総額　240億2434万円）
災害関連に24億9045万円

（一般会計総額　240億2434万円）
災害関連に24億9045万円

応急工事現場

歳出（災害関連）

■ 

建
設
部

Ｑ
　
今
回
の
災
害
で
、

か
な
り
の
事
業
費
に

な
っ
て
い
る
。
地
元

業
者
に
請
け
負
っ
て

ほ
し
い
が
、
業
者
は

足
り
て
い
る
の
か
。

Ａ

　被
害
が
大
き
く
業

者
の
不
足
が
想
定
さ
れ

る
た
め
、
県
で
は
通
常

事
業
を
停
止
し
て
い

る
。
今
後
、
復
旧
工
事

の
発
注
と
な
る
が
、
県

か
ら
技
術
者
に
関
す
る

規
制
緩
和
の
方
向
性
が

示
さ
れ
た
の
で
、
県
の

動
向
を
見
な
が
ら
、
で

き
る
だ
け
地
元
業
者
に

発
注
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
。

Ｑ
　
災
害
協
定
を
結

ん
で
い
な
い
建
設
業

者
と
の
入
札
等
は
、

問
題
な
く
対
応
で
き

て
い
る
の
か
。

Ａ

　災
害
発
生
後
の

緊
急
対
応
は
協
定
を

結
ん
だ
業
者
に
依
頼

し
た
が
、
今
後
の
復

旧
は
、
協
定
等
に
関

係
な
く
入
札
を
行
う

予
定
で
あ
る
。

■ 

特
別
会
計

　
国
民
健
康
保
険
、
水

道
事
業
等
の
８
件
の
特

別
会
計
は
、
４
月
の
人

事
異
動
に
伴
う
職
員
給

与
費
の
調
整
や
災
害
復

旧
に
伴
う
予
算
の
計
上

が
主
な
も
の
。

■ 

修
正
動
議

　「
議
案
第
65
号
　
平

成
30
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
第
３
号
」
に
つ

い
て
、「
神
楽
門
前
湯

治
村
改
修
補
助
金
は
、

正
式
な
経
営
診
断
を

行
っ
た
の
ち
に
計
画
的

に
予
算
化
す
る
べ
き
で

あ
る
た
め
、
こ
の
経
費

　今年の懇談会は、全議員が各町にお伺いしました。
　参加者全員から多様なご意見をいただくことを目的に、意見を出しやすい雰囲気づくりに努め、
グループにわかれて意見交換を行いました。ご意見を確実に議会に持ち帰るために付箋紙を活用
したほか、各グループの意見をまとめて発表を行うなど、参加者同士の情報共有も図りました。
　昨年より参加者が少なかったものの、内容の充実した意見交換ができました。

　【意見交換のテーマ】
　・第１部：「まちづくりについて意見交換会」
　・第２部：「自由な意見交換会」のテーマに沿って

　各会場で多かった主なご意見等について、委員会別に掲載しています。
　◎吉田　・・・・・・・・・・Ｐ20　　◎八千代・美土里　・・・Ｐ21
　◎高宮・甲田　・・・・・・・Ｐ22　　◎向原　・・・・・・・・Ｐ23

吉 田 会 場（155件）　
７月18日（水）　19：00～20：55
クリスタルアージョ     来場者29人

「安芸高田市議会による地域懇談会」
結 果 報 告

「安芸高田市議会による地域懇談会」
結 果 報 告

討
論

■①
　
修
正
案
は
理
解
す

る
が
、
今
後
の
取
り
組

み
を
十
分
に
行
う
と
の

答
弁
も
あ
り
、
原
案
に

賛
成
。

②
　
経
営
課
題
等
、
議

論
は
必
要
。
し
か
し
、

空
調
が
壊
れ
れ
ば
、
売

り
上
げ
へ
の
影
響
も
あ

り
、
当
面
の
空
調
設
備

の
改
修
で
あ
る
の
で
原

案
に
賛
成
。

を
削
除
す
べ
き
で
あ

る
」
と
の
内
容
の
修
正

動
議
が
提
出
さ
れ
た
。

の貴重なご意見をいただきました。
ご参加いただき、ありがとうございました。838件

総務企画
（54 件）

文教厚生
（58 件）

産業建設
（43 件）

要望

要望

要望

土砂災害警戒区域の対応
と多治比川の改修を。

通学路の安全確保のた
め、歩道等の整備を。

小・中・高が連携した教
育行政を進め、子どもが
市外へ流出することを防
ぐ対策は。

シカ・イノシシ・クマ・
サル等、捕獲班の育成・
支援をして、とにかく頭
数の削減を。

百万一心の灯りを含め、
郡山の整備をした観光振
興を実行すべきでは。

提案

提案

提案

子育て環境の充実と公園
の整備が必要では。
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決算審査決算審査地域懇談会地域懇談会

公費負担事業による英語検定受検風景

■ 

教
育
委
員
会

Ｑ
　
学
力
向
上
推
進
事
業

に
お
い
て
、
英
語
検
定
３

級
以
上
の
生
徒
の
割
合
が
、

25
％
の
計
画
に
対
し
、
実

績
が
39
．
８
％
と
な
っ
て

い
る
。
割
合
が
上
が
っ
た

要
因
に
つ
い
て
伺
う
。

■ 
産
業
振
興
部

Ｑ
　
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
事
業

実
施
計
画
を
策
定
し
て
い

る
が
、
こ
の
計
画
は
い
つ

ご
ろ
策
定
さ
れ
た
も
の
か
。

ま
た
、
29
年
度
は
こ
の
計

画
に
基
づ
い
て
事
業
が
実

施
さ
れ
た
の
か
伺
う
。

Ａ

　事
業
実
施
計
画
は
29

年
度
末
に
策
定
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
本
年
度
よ
り

こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
事

業
実
施
し
て
い
る
。
29
年

度
は
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
事
業

が
周
遊
性
促
進
に
効
果
的

で
あ
る
こ
と
の
実
効
性
を

検
証
す
る
た
め
、
青
森
県

の
田
舎
館
村
等
の
視
察
を

実
施
し
て
い
る
。

Ａ

　英
語
検
定
受
検
費
用

の
公
費
負
担
を
行
っ
て
お

り
、
生
徒
の
受
検
機
会
を

作
っ
た
こ
と
及
び
、
英
語

指
導
助
手
と
の
ふ
れ
あ
い

を
含
め
た
勉
強
を
進
め
た

こ
と
に
よ
り
、
相
乗
効
果

と
し
て
結
果
が
で
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。

道の駅いなかだて
第２田んぼアート展望所

青森県田舎館村役場（第１会場)
田んぼアート圃場での田植え作業美土里会場（48件）　

８月19日（日）　19：00～20：35
美土里生涯学習センターまなび　来場者９人

総務企画
（22 件）

文教厚生
（12 件）

産業建設
（14 件）

要望

要望

要望

奈良谷地区など携帯電話
の電波が届かない地域へ
の対応を。

横田振興会に続く生活支
援員制度の全域への早期
構築を。

中学校統合について、市
民提案を図っては。

空き家対策の強化。鳥獣
害対策として、捕獲班の
さらなる活用・対応を。

住宅政策を活かした若者定
住を積極的に実行しては。

提案

提案

提案

支所機能の充実で地域活
性化を図っては。

八千代会場（197件）　
８月１日（水）　19：00～20：53
八千代文化施設フォルテ     来場者37人

総務企画
（78 件）

文教厚生
（50 件）

産業建設
（69 件）

要望

要望

要望

市内イベントは横の連携
を密に。

子ども達の安心・安全のた
めの通学路の整備が急務で
あり、早急な対応を。

高齢者の見守りを郵便局
員や新聞の配達員にお願
いしては。

国道 54 号線の渋滞解消
と、市道の整備を。

木の駅プロジェクトを拡
張・推進しては。

提案

提案

提案

若者定住のために遊休土
地を有効利用しては。

天守閣展望台役場
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■ 

建
設
部

Ｑ
　
今
回
の
災
害
で
、

か
な
り
の
事
業
費
に

な
っ
て
い
る
。
地
元

業
者
に
請
け
負
っ
て

ほ
し
い
が
、
業
者
は

足
り
て
い
る
の
か
。

Ａ

　被
害
が
大
き
く
業

者
の
不
足
が
想
定
さ
れ

る
た
め
、
県
で
は
通
常

事
業
を
停
止
し
て
い

る
。
今
後
、
復
旧
工
事

の
発
注
と
な
る
が
、
県

か
ら
技
術
者
に
関
す
る

規
制
緩
和
の
方
向
性
が

示
さ
れ
た
の
で
、
県
の

動
向
を
見
な
が
ら
、
で

き
る
だ
け
地
元
業
者
に

発
注
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
。

Ｑ
　
災
害
協
定
を
結

ん
で
い
な
い
建
設
業

者
と
の
入
札
等
は
、

問
題
な
く
対
応
で
き

て
い
る
の
か
。

Ａ

　災
害
発
生
後
の

緊
急
対
応
は
協
定
を

結
ん
だ
業
者
に
依
頼

し
た
が
、
今
後
の
復

旧
は
、
協
定
等
に
関

係
な
く
入
札
を
行
う

予
定
で
あ
る
。

■ 

特
別
会
計

　
国
民
健
康
保
険
、
水

道
事
業
等
の
８
件
の
特

別
会
計
は
、
４
月
の
人

事
異
動
に
伴
う
職
員
給

与
費
の
調
整
や
災
害
復

旧
に
伴
う
予
算
の
計
上

が
主
な
も
の
。

■ 

修
正
動
議

　「
議
案
第
65
号
　
平

成
30
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
第
３
号
」
に
つ

い
て
、「
神
楽
門
前
湯

治
村
改
修
補
助
金
は
、

正
式
な
経
営
診
断
を

行
っ
た
の
ち
に
計
画
的

に
予
算
化
す
る
べ
き
で

あ
る
た
め
、
こ
の
経
費

　今年の懇談会は、全議員が各町にお伺いしました。
　参加者全員から多様なご意見をいただくことを目的に、意見を出しやすい雰囲気づくりに努め、
グループにわかれて意見交換を行いました。ご意見を確実に議会に持ち帰るために付箋紙を活用
したほか、各グループの意見をまとめて発表を行うなど、参加者同士の情報共有も図りました。
　昨年より参加者が少なかったものの、内容の充実した意見交換ができました。

　【意見交換のテーマ】
　・第１部：「まちづくりについて意見交換会」
　・第２部：「自由な意見交換会」のテーマに沿って

　各会場で多かった主なご意見等について、委員会別に掲載しています。
　◎吉田　・・・・・・・・・・Ｐ20　　◎八千代・美土里　・・・Ｐ21
　◎高宮・甲田　・・・・・・・Ｐ22　　◎向原　・・・・・・・・Ｐ23

吉 田 会 場（155件）　
７月18日（水）　19：00～20：55
クリスタルアージョ     来場者29人

「安芸高田市議会による地域懇談会」
結 果 報 告

「安芸高田市議会による地域懇談会」
結 果 報 告

討
論

■①
　
修
正
案
は
理
解
す

る
が
、
今
後
の
取
り
組

み
を
十
分
に
行
う
と
の

答
弁
も
あ
り
、
原
案
に

賛
成
。

②
　
経
営
課
題
等
、
議

論
は
必
要
。
し
か
し
、

空
調
が
壊
れ
れ
ば
、
売

り
上
げ
へ
の
影
響
も
あ

り
、
当
面
の
空
調
設
備

の
改
修
で
あ
る
の
で
原

案
に
賛
成
。

を
削
除
す
べ
き
で
あ

る
」
と
の
内
容
の
修
正

動
議
が
提
出
さ
れ
た
。

の貴重なご意見をいただきました。
ご参加いただき、ありがとうございました。838件

総務企画
（54 件）

文教厚生
（58 件）

産業建設
（43 件）

要望

要望

要望

土砂災害警戒区域の対応
と多治比川の改修を。

通学路の安全確保のた
め、歩道等の整備を。

小・中・高が連携した教
育行政を進め、子どもが
市外へ流出することを防
ぐ対策は。

シカ・イノシシ・クマ・
サル等、捕獲班の育成・
支援をして、とにかく頭
数の削減を。

百万一心の灯りを含め、
郡山の整備をした観光振
興を実行すべきでは。

提案

提案

提案

子育て環境の充実と公園
の整備が必要では。
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公費負担事業による英語検定受検風景

■ 

教
育
委
員
会

Ｑ
　
学
力
向
上
推
進
事
業

に
お
い
て
、
英
語
検
定
３

級
以
上
の
生
徒
の
割
合
が
、

25
％
の
計
画
に
対
し
、
実

績
が
39
．
８
％
と
な
っ
て

い
る
。
割
合
が
上
が
っ
た

要
因
に
つ
い
て
伺
う
。

■ 

産
業
振
興
部

Ｑ
　
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
事
業

実
施
計
画
を
策
定
し
て
い

る
が
、
こ
の
計
画
は
い
つ

ご
ろ
策
定
さ
れ
た
も
の
か
。

ま
た
、
29
年
度
は
こ
の
計

画
に
基
づ
い
て
事
業
が
実

施
さ
れ
た
の
か
伺
う
。

Ａ

　事
業
実
施
計
画
は
29

年
度
末
に
策
定
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
本
年
度
よ
り

こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
事

業
実
施
し
て
い
る
。
29
年

度
は
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
事
業

が
周
遊
性
促
進
に
効
果
的

で
あ
る
こ
と
の
実
効
性
を

検
証
す
る
た
め
、
青
森
県

の
田
舎
館
村
等
の
視
察
を

実
施
し
て
い
る
。

Ａ

　英
語
検
定
受
検
費
用

の
公
費
負
担
を
行
っ
て
お

り
、
生
徒
の
受
検
機
会
を

作
っ
た
こ
と
及
び
、
英
語

指
導
助
手
と
の
ふ
れ
あ
い

を
含
め
た
勉
強
を
進
め
た

こ
と
に
よ
り
、
相
乗
効
果

と
し
て
結
果
が
で
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。

道の駅いなかだて
第２田んぼアート展望所

青森県田舎館村役場（第１会場)
田んぼアート圃場での田植え作業美土里会場（48件）　

８月19日（日）　19：00～20：35
美土里生涯学習センターまなび　来場者９人

総務企画
（22 件）

文教厚生
（12 件）

産業建設
（14 件）

要望

要望

要望

奈良谷地区など携帯電話
の電波が届かない地域へ
の対応を。

横田振興会に続く生活支
援員制度の全域への早期
構築を。

中学校統合について、市
民提案を図っては。

空き家対策の強化。鳥獣
害対策として、捕獲班の
さらなる活用・対応を。

住宅政策を活かした若者定
住を積極的に実行しては。

提案

提案

提案

支所機能の充実で地域活
性化を図っては。

八千代会場（197件）　
８月１日（水）　19：00～20：53
八千代文化施設フォルテ     来場者37人

総務企画
（78 件）

文教厚生
（50 件）

産業建設
（69 件）

要望

要望

要望

市内イベントは横の連携
を密に。

子ども達の安心・安全のた
めの通学路の整備が急務で
あり、早急な対応を。

高齢者の見守りを郵便局
員や新聞の配達員にお願
いしては。

国道 54 号線の渋滞解消
と、市道の整備を。

木の駅プロジェクトを拡
張・推進しては。

提案

提案

提案

若者定住のために遊休土
地を有効利用しては。

天守閣展望台役場
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多言語で作成されたごみの分別表

お太助タクシーチケット

歳入総額321億4301万円歳入総額321億4301万円
一般会計・特別会計

■ 

市
民
部

Ｑ
　
環
境
保
全
事
業
に
つ

い
て
、
水
質
検
査
の
箇
所

数
に
検
討
を
要
す
る
と
あ

る
が
、
金
額
等
も
含
め
、

箇
所
数
を
ど
う
検
討
す
る

の
か
。

Ａ

　事
業
実
施
に
あ
た
り
、

箇
所
単
価
に
つ
い
て
設
計

よ
り
は
る
か
に
安
い
金
額

で
入
札
さ
れ
て
い
る
が
、

年
々
単
価
が
高
く
な
る
現

状
が
あ
り
、
調
査
項
目

を
含
め
、
箇
所
数
の
見

直
し
が
必
要
と
い
う
こ
と

で
分
析
の
項
目
に
あ
げ
て

い
る
。

■ 

市
民
部

Ｑ
　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
、
外
国
人
住
民
の
ご
み

分
別
に
つ
い
て
苦
情
を
耳

に
す
る
。
多
文
化
が
さ
ら

に
進
め
ば
問
題
が
ふ
え
る

と
思
わ
れ
る
た
め
、
住
民

窓
口
で
、
ご
み
分
別
の
広

報
物
を
渡
す
な
ど
、
関
係

窓
口
と
連
携
し
て
外
国
人

の
方
へ
の
周
知
を
徹
底
で

き
な
い
か
。

Ａ

　外
国
人
の
方
が
転
入

手
続
等
で
来
庁
さ
れ
た
際

に
は
、
関
係
窓
口
と
連
携

し
、
外
国
語
表
記
の
ご
み

分
別
表
と
い
っ
た
広
報
物

を
渡
す
な
ど
の
対
応
を
徹

底
し
た
い
。

■ 

福
祉
保
健
部

Ｑ
　
お
太
助
タ
ク
シ
ー
チ

ケ
ッ
ト
の
交
付
割
合
が
６

割
に
満
た
な
い
状
況
で
あ

る
が
、
現
状
は
こ
れ
で
よ

い
の
か
。

Ａ

　こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、

年
度
当
初
に
お
い
て
対
象

と
思
わ
れ
る
す
べ
て
の
方

に
勧
奨
通
知
を
送
り
、
必

要
と
す
る
方
か
ら
申
請
を

受
け
て
交
付
し
て
い
る
た

め
周
知
は
で
き
て
い
る
も

の
と
思
っ
て
い
る
。

○
一
般
会
計

　
　
通
常
の
行
政
事
業
の

範
囲
で
毎
年
必
要
と
な

る
経
理

○
特
別
会
計（
８
会
計
）

　
　
一
般
会
計
か
ら
切
り

離
し
て
独
立
し
て
行
わ

れ
る
経
理

　・
国
民
健
康
保
険

　・
介
護
保
険

　・
公
共
下
水
道

　
　
　
　
　
　
　
　な
ど

ひ
と
く
ち
メ
モ

29
年
度
決
算

甲 田 会 場（132件）　
８月18日（土）　19：00～20：44
甲田文化センターミューズ     来場者34人

総務企画
（49 件）

文教厚生
（41 件）

産業建設
（42 件）

要望

要望

要望

保育所・小学校統合後の
跡地利用を明確に。

産業廃棄物最終処分場の
建設は絶対反対。

通学路の安全確保が必要
では。（グリーンベルト、
歩道の整備など）

災害による河川の整備・
対策を。

芸備線を活用して観光振
興を進めては。

提案

提案

提案

行政課題に対して、専門
知識を持った市民を登録
し解決しては。

高 宮 会 場（144件）　
８月17日（金）　19：00～20：52
高宮田園パラッツオ     来場者28人

総務企画
（59 件）

文教厚生
（37 件）

産業建設
（48 件）

要望

要望

要望

運転免許返納者等対策と、
お太助ワゴンの充実を。

高齢者に優しい町づくり
で、福祉の町づくりを目
指した高齢者福祉政策の
実現を。
どの学校もクラブ活動が
難しくなってきており、
中学校の統合の話し合い
を始めては。

多種の鳥獣に対する対策
を。罠の貸し出し、免許
の簡素化を。

農業振興地域として、キャ
ベツ団地等、圃場整備を
さらに推進し、後継者育
成の仕組みをつくっては。

提案

提案

提案

地域の活性化のため、振
興会へ地域おこし協力隊
員を配置しては。
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認

定
歳出総額310億5548万円歳出総額310億5548万円

　
９
月
６
日
の
本
会
議
に

お
い
て
審
査
を
付
託
さ
れ

た
29
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
・
公
営
企
業
会
計

決
算
を
９
月
20
・
21
日
の

２
日
間
委
員
会
を
開
き
、慎

重
に
審
査
し
ま
し
た
。

委
員
長

　青
原 

敏
治

副
委
員
長

　玉
井 

直
子

委

　
　員

　議
長
・
監
査
委
員

　
　
　
　
　を
除
く
全
議
員

予
算
決
算
常
任
委
員
会
委
員
長
報
告（
抜
粋
）

　
29
年
度
普
通
会
計
の
決
算
規
模
は
歳
入
歳
出
と
も
に
前

年
度
決
算
額
を
上
回
る
も
の
と
な
っ
た
。

　
財
政
指
標
は
24
年
度
か
ら
27
年
度
に
か
け
て
減
少
傾
向

で
あ
っ
た
も
の
が
、
28
年
度
か
ら
29
年
度
に
か
け
て
増
加
傾

向
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
学
校
規
模
適
正
化
に
伴
う
統

合
小
学
校
整
備
な
ど
の
普
通
建
設
事
業
費
が
増
加
し
た
こ

と
に
加
え
、
繰
上
償
還
を
含
め
た
公
債
費
が
増
加
し
た
こ
と

が
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

主
な
質
疑

■ 

一
般
会
計 

■

■ 

総
務
部

Ｑ

　本
庁
舎
や
各
支
所
、

教
育
関
係
施
設
で
多
く
の

維
持
管
理
費
が
出
て
い
る
。

行
財
政
改
革
と
し
て
消
防

設
備
点
検
、
電
気
設
備
保

安
業
務
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

保
守
点
検
な
ど
を
統
一
し

て
委
託
す
る
考
え
は
。

Ａ
　
法
律
で
定
め
ら
れ
た

保
守
点
検
は
大
規
模
施
設

で
あ
れ
ば
行
う
必
要
が
あ

り
、
ど
の
施
設
で
も
同
様

に
行
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
包
括
業
務
委
託

の
先
進
事
例
を
研
究
し
て

お
り
、
今
後
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

■ 

企
画
振
興
部

Ｑ

　企
画
調
整
事
業
の
な

か
で
、
移
住
定
住
の
取
り

組
み
を
目
指
す
た
め
の
庁

舎
内
の
横
断
的
な
連
携
や

市
民
等
と
の
協
力
を
あ
げ

て
い
る
が
、
何
を
課
題
と

し
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

ワークショップの様子

取
り
組
も
う
と
し
て
い
る

の
か
。

Ａ
　
移
住
や
仕
事
の
相
談

窓
口
と
な
る
課
の
担
当
や

課
長
と
月
２
回
程
度
情
報

共
有
の
機
会
を
設
け
て
い

る
。
こ
の
共
有
に
よ
り
窓

口
対
応
が
し
っ
か
り
で
き

る
と
考
え
て
お
り
、
継
続

し
て
取
り
組
む
と
と
も
に

連
携
の
窓
口
を
ふ
や
す
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
市

民
と
の
連
携
は
、
民
泊
や

体
験
活
動
を
い
た
だ
く
方

と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

う
な
か
で
、
横
の
つ
な
が

り
が
で
き
協
力
体
制
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

向 原 会 場（162件）　
８月５日（日）　19：00～20：52
向原生涯学習センターみらい　来場者34人

総務企画
（62 件）

文教厚生
（38 件）

産業建設
（62 件）

要望

要望

要望

災害の復旧計画が誰にでも
見えるように。

高齢者（認知症等）、障
害者の暮らしやすい町づ
くりを。

子どもが気軽に集える遊
び場を設置しては。

災害の早期復旧を。

道路・河川・水路の施設
が古い。現状回復の改修
ではなく、さらに進歩し
た整備をするべきでは。

提案

提案

提案

芸備線の早期復旧と、向
原駅の活用で地域活性化
を図っては。

【参加者の感想】※来場者アンケート抜粋
○雰囲気が良く対話しやすかったので、次回もこの形式で行ってほしい。
○一部の人の要望ばかり聞く会でなく素晴らしかったので、また参加したい。
○グループの意見をまとめて発表され、他の班のこともわかりやすく新しい形で
よかった。
○意見・要望について検討した結果や進捗状況等を回答してほしい。
○意見・要望は、反映し結果につなげてほしい。

【市議会の取り組み】
　皆さまから出された要望・提案をもとに、９月定例会において一般質問や決算
審査での質疑を行いました。緊急を要する課題として出されたＪＲ芸備線の早期
復旧については、意見書を議決し関係機関へ提出したほか、三次市・庄原市との
連名で、ＪＲ西日本に要望書を提出しております。
　現在、各委員会で課題別・部門別に優先順位を整理しており、11 月中に整理
を完了する予定です。12 月から委員会構成が変わりますが、新体制のもと執行
部とともに課題解決に取り組みます。
　今後も市民目線に立った議会運営に努めていきますので、よろしくお願いいた
します。

ま と め
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多言語で作成されたごみの分別表

お太助タクシーチケット

歳入総額321億4301万円歳入総額321億4301万円
一般会計・特別会計

■ 

市
民
部

Ｑ
　
環
境
保
全
事
業
に
つ

い
て
、
水
質
検
査
の
箇
所

数
に
検
討
を
要
す
る
と
あ

る
が
、
金
額
等
も
含
め
、

箇
所
数
を
ど
う
検
討
す
る

の
か
。

Ａ

　事
業
実
施
に
あ
た
り
、

箇
所
単
価
に
つ
い
て
設
計

よ
り
は
る
か
に
安
い
金
額

で
入
札
さ
れ
て
い
る
が
、

年
々
単
価
が
高
く
な
る
現

状
が
あ
り
、
調
査
項
目

を
含
め
、
箇
所
数
の
見

直
し
が
必
要
と
い
う
こ
と

で
分
析
の
項
目
に
あ
げ
て

い
る
。

■ 

市
民
部

Ｑ
　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
、
外
国
人
住
民
の
ご
み

分
別
に
つ
い
て
苦
情
を
耳

に
す
る
。
多
文
化
が
さ
ら

に
進
め
ば
問
題
が
ふ
え
る

と
思
わ
れ
る
た
め
、
住
民

窓
口
で
、
ご
み
分
別
の
広

報
物
を
渡
す
な
ど
、
関
係

窓
口
と
連
携
し
て
外
国
人

の
方
へ
の
周
知
を
徹
底
で

き
な
い
か
。

Ａ

　外
国
人
の
方
が
転
入

手
続
等
で
来
庁
さ
れ
た
際

に
は
、
関
係
窓
口
と
連
携

し
、
外
国
語
表
記
の
ご
み

分
別
表
と
い
っ
た
広
報
物

を
渡
す
な
ど
の
対
応
を
徹

底
し
た
い
。

■ 

福
祉
保
健
部

Ｑ
　
お
太
助
タ
ク
シ
ー
チ

ケ
ッ
ト
の
交
付
割
合
が
６

割
に
満
た
な
い
状
況
で
あ

る
が
、
現
状
は
こ
れ
で
よ

い
の
か
。

Ａ

　こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、

年
度
当
初
に
お
い
て
対
象

と
思
わ
れ
る
す
べ
て
の
方

に
勧
奨
通
知
を
送
り
、
必

要
と
す
る
方
か
ら
申
請
を

受
け
て
交
付
し
て
い
る
た

め
周
知
は
で
き
て
い
る
も

の
と
思
っ
て
い
る
。

○
一
般
会
計

　
　
通
常
の
行
政
事
業
の

範
囲
で
毎
年
必
要
と
な

る
経
理

○
特
別
会
計（
８
会
計
）

　
　
一
般
会
計
か
ら
切
り

離
し
て
独
立
し
て
行
わ

れ
る
経
理

　・
国
民
健
康
保
険

　・
介
護
保
険

　・
公
共
下
水
道

　
　
　
　
　
　
　
　な
ど

ひ
と
く
ち
メ
モ

29
年
度
決
算

甲 田 会 場（132件）　
８月18日（土）　19：00～20：44
甲田文化センターミューズ     来場者34人

総務企画
（49 件）

文教厚生
（41 件）

産業建設
（42 件）

要望

要望

要望

保育所・小学校統合後の
跡地利用を明確に。

産業廃棄物最終処分場の
建設は絶対反対。

通学路の安全確保が必要
では。（グリーンベルト、
歩道の整備など）

災害による河川の整備・
対策を。

芸備線を活用して観光振
興を進めては。

提案

提案

提案

行政課題に対して、専門
知識を持った市民を登録
し解決しては。

高 宮 会 場（144件）　
８月17日（金）　19：00～20：52
高宮田園パラッツオ     来場者28人

総務企画
（59 件）

文教厚生
（37 件）

産業建設
（48 件）

要望

要望

要望

運転免許返納者等対策と、
お太助ワゴンの充実を。

高齢者に優しい町づくり
で、福祉の町づくりを目
指した高齢者福祉政策の
実現を。
どの学校もクラブ活動が
難しくなってきており、
中学校の統合の話し合い
を始めては。

多種の鳥獣に対する対策
を。罠の貸し出し、免許
の簡素化を。

農業振興地域として、キャ
ベツ団地等、圃場整備を
さらに推進し、後継者育
成の仕組みをつくっては。

提案

提案

提案

地域の活性化のため、振
興会へ地域おこし協力隊
員を配置しては。
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認

定
歳出総額310億5548万円歳出総額310億5548万円

　
９
月
６
日
の
本
会
議
に

お
い
て
審
査
を
付
託
さ
れ

た
29
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
・
公
営
企
業
会
計

決
算
を
９
月
20
・
21
日
の

２
日
間
委
員
会
を
開
き
、慎

重
に
審
査
し
ま
し
た
。

委
員
長

　青
原 

敏
治

副
委
員
長

　玉
井 

直
子

委

　
　員

　議
長
・
監
査
委
員

　
　
　
　
　を
除
く
全
議
員

予
算
決
算
常
任
委
員
会
委
員
長
報
告（
抜
粋
）

　
29
年
度
普
通
会
計
の
決
算
規
模
は
歳
入
歳
出
と
も
に
前

年
度
決
算
額
を
上
回
る
も
の
と
な
っ
た
。

　
財
政
指
標
は
24
年
度
か
ら
27
年
度
に
か
け
て
減
少
傾
向

で
あ
っ
た
も
の
が
、
28
年
度
か
ら
29
年
度
に
か
け
て
増
加
傾

向
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
学
校
規
模
適
正
化
に
伴
う
統

合
小
学
校
整
備
な
ど
の
普
通
建
設
事
業
費
が
増
加
し
た
こ

と
に
加
え
、
繰
上
償
還
を
含
め
た
公
債
費
が
増
加
し
た
こ
と

が
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

主
な
質
疑

■ 

一
般
会
計 

■

■ 

総
務
部

Ｑ

　本
庁
舎
や
各
支
所
、

教
育
関
係
施
設
で
多
く
の

維
持
管
理
費
が
出
て
い
る
。

行
財
政
改
革
と
し
て
消
防

設
備
点
検
、
電
気
設
備
保

安
業
務
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

保
守
点
検
な
ど
を
統
一
し

て
委
託
す
る
考
え
は
。

Ａ
　
法
律
で
定
め
ら
れ
た

保
守
点
検
は
大
規
模
施
設

で
あ
れ
ば
行
う
必
要
が
あ

り
、
ど
の
施
設
で
も
同
様

に
行
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
包
括
業
務
委
託

の
先
進
事
例
を
研
究
し
て

お
り
、
今
後
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

■ 

企
画
振
興
部

Ｑ

　企
画
調
整
事
業
の
な

か
で
、
移
住
定
住
の
取
り

組
み
を
目
指
す
た
め
の
庁

舎
内
の
横
断
的
な
連
携
や

市
民
等
と
の
協
力
を
あ
げ

て
い
る
が
、
何
を
課
題
と

し
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

ワークショップの様子

取
り
組
も
う
と
し
て
い
る

の
か
。

Ａ
　
移
住
や
仕
事
の
相
談

窓
口
と
な
る
課
の
担
当
や

課
長
と
月
２
回
程
度
情
報

共
有
の
機
会
を
設
け
て
い

る
。
こ
の
共
有
に
よ
り
窓

口
対
応
が
し
っ
か
り
で
き

る
と
考
え
て
お
り
、
継
続

し
て
取
り
組
む
と
と
も
に

連
携
の
窓
口
を
ふ
や
す
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
市

民
と
の
連
携
は
、
民
泊
や

体
験
活
動
を
い
た
だ
く
方

と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

う
な
か
で
、
横
の
つ
な
が

り
が
で
き
協
力
体
制
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

向 原 会 場（162件）　
８月５日（日）　19：00～20：52
向原生涯学習センターみらい　来場者34人

総務企画
（62 件）

文教厚生
（38 件）

産業建設
（62 件）

要望

要望

要望

災害の復旧計画が誰にでも
見えるように。

高齢者（認知症等）、障
害者の暮らしやすい町づ
くりを。

子どもが気軽に集える遊
び場を設置しては。

災害の早期復旧を。

道路・河川・水路の施設
が古い。現状回復の改修
ではなく、さらに進歩し
た整備をするべきでは。

提案

提案

提案

芸備線の早期復旧と、向
原駅の活用で地域活性化
を図っては。

【参加者の感想】※来場者アンケート抜粋
○雰囲気が良く対話しやすかったので、次回もこの形式で行ってほしい。
○一部の人の要望ばかり聞く会でなく素晴らしかったので、また参加したい。
○グループの意見をまとめて発表され、他の班のこともわかりやすく新しい形で
よかった。
○意見・要望について検討した結果や進捗状況等を回答してほしい。
○意見・要望は、反映し結果につなげてほしい。

【市議会の取り組み】
　皆さまから出された要望・提案をもとに、９月定例会において一般質問や決算
審査での質疑を行いました。緊急を要する課題として出されたＪＲ芸備線の早期
復旧については、意見書を議決し関係機関へ提出したほか、三次市・庄原市との
連名で、ＪＲ西日本に要望書を提出しております。
　現在、各委員会で課題別・部門別に優先順位を整理しており、11 月中に整理
を完了する予定です。12 月から委員会構成が変わりますが、新体制のもと執行
部とともに課題解決に取り組みます。
　今後も市民目線に立った議会運営に努めていきますので、よろしくお願いいた
します。

ま と め
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９月定例会９月定例会

向原高校向原高校
○地域の課題または意見・要望
○市長に立候補するなら、どんな公約にするか　
○今の社会で課題や問題と感じていること、期待や希望していること

6月27日(水)　
14：30～15：20

高校生と議会との意見交換会高校生と議会との意見交換会

高校生との意見交換会高校生との意見交換会

高校３年生を対象として「まちづくりに参画する意識」や「選挙で投票する重要性の認識」を持っ
ていただくことを目的に、グループに分かれて意見交換を行いました。地域課題について熱心に
考えられた意見や要望は、参考になることがたくさんありました。

○若者が住みやすくなる政
策も実現してほしい。

　【要　望】

　【提　案】

○人口減少の現実に驚いた。
できることがあれば一緒
に市を盛り上げたい。
○将来のことを今から考え、
選挙権を持ったら意見し
ようと思った。
○要望したことの実現を期
待する。

　【感　想】

○毛利元就、サンフレッ
チェ、神楽をもっとアピー
ルしてほしい。
○働く場所をつくってほしい。

　【要　望】

○貴重な体験で、地域の問
題点や改善点が出てよ
かった。
○市をよくするために自分
から働きかけをしなくて
はいけないと思う。

　【感　想】

○子育てしやすい環境や公園の整備が必要。
　【公　約】○活気の出るイベントや祭りを開催する。
　【社会での課題・問題】○いじめや無差別殺人はいけない。

　【提　案】
○公共交通の充実が人口増につながるのではないか。
○ショッピングモールがあれば、人を呼び込み市の活性化につながる。
○ジビエ料理をいろんなところで提供するべき。

承
認
・
可
決

災
害
復
旧
費

応急工事・災害廃棄物処理など
専決処分　　２億3684万円

（専決処分月日　７月３０日）

一般会計補正予算　総額29億4958万円のうち
災害復旧関係費　24億9045万円

応急工事・災害廃棄物処理など
専決処分　　２億3684万円

（専決処分月日　７月３０日）

一般会計補正予算　総額29億4958万円のうち
災害復旧関係費　24億9045万円

○
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い
て

　玉
重
　
市
の
財
政
状
況
も
大
変
厳
し
い
な
か
、
財
政
調

整
基
金
を
繰
り
入
れ
て
、
早
急
に
現
場
対
応
を
さ
れ
た

こ
と
に
感
謝
す
る
。

○
平
成
30
年
度
安
芸
高
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
３
号
）
に
つ
い
て

　山
根
　
今
後
は
、
補
助
金
に
お
い
て
も
、
将
来
的
な
経
営

や
効
果
を
は
か
り
、
し
っ
か
り
と
し
た
計
画
を
立
て
た
う

え
で
の
予
算
化
と
し
、
安
芸
高
田
市
の
生
き
残
り
を
か
け

て
取
り
組
む
姿
勢
を
貫
か
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

■
承
認
第
４
号

■
議
案
第
65
号

賛
成

■
討
論

■
賛
成

■
討
論

■

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
　
中
本
　
吉
德
　
さ
ん

　
　
　
　
　
　
八
千
代
町
上
根

　
　
藤
田
美
佐
子
　
さ
ん

　
　
　
　
　
　
吉
田
町
吉
田

諮
問
（
２
件
）

■

承

　認

○
Ｊ
Ｒ
芸
備
線
・
福
塩
線
の
早
期
復
旧
に
関
す
る

意
見
書
に
つ
い
て

　
長
期
に
わ
た
る
運
休
が
見
込
ま
れ
て
い
る
Ｊ
Ｒ

芸
備
線
・
福
塩
線
は
、
通
学
、
通
勤
、
医
療
機
関

へ
の
通
院
と
い
っ
た
市
民
生
活
の
維
持
、
企
業
の

生
産
活
動
等
に
不
可
欠
な
鉄
道
路
線
で
あ
り
、
生

活
交
通
と
し
て
の
利
用
者
の
ほ
か
、
観
光
客
等
へ

の
影
響
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　
一
刻
も
早
い
復
旧
及
び
運
行
可
能
と
な
っ
た
区

間
の
早
期
の
一
部
運
行
再
開
の
た
め
、
鉄
道
事
業

者
に
対
す
る
配
慮
及
び
復
旧
に
係
る
地
方
自
治
体

の
負
担
に
対
す
る
財
政
措
置
等
、
あ
ら
ゆ
る
支
援

を
要
望
す
る
。

※

国
・
県
の
関
係
機
関
へ
提
出
す
る
。

■
発
議
（
１
件
）

採
決

■

全
員
賛
成

全
員
賛
成

採
決

■
全
員
賛
成

一日も早い復旧を一日も早い復旧を

テーマ

吉田高校吉田高校
○生活する地域からの提案及び質問

９月５日(水)　
15：30～16：20

テーマ
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９月定例会９月定例会

　
９
月
定
例
会
を
９
月

６
日
〜
28
日
ま
で
の
会

期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
を
含
む
10

会
計
の
29
年
度
決
算

は
、
予
算
決
算
常
任
委

員
会
へ
付
託
し
、
本
会

議
最
終
日
に
お
い
て
、

す
べ
て
全
員
賛
成
で
認

定
し
ま
し
た
。

（
決
算
審
査
は
４
〜
６

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
16
議
案
（
う
ち
議

員
発
議
１
件
）
を
、
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。（
補

正
予
算
審
査
は
７
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）

　
一
般
質
問
で
は
、
13

人
が
市
政
を
問
い
ま
し

た
。（
13
〜
19
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）

■30 年第 4回定例会は12 月上旬から開会を予定しています

９
月
定
例
会

○
平
成
29
年
度
安
芸
高
田
市
一
般
会
計
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

　熊
高
　
指
定
管
理
の
施
設
運
営
が
厳
し
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
報
告
が
市
よ
り
あ
っ
た

が
、
監
査
委
員
の
立
場
か
ら
ど
の
よ
う
な
視
点

を
持
た
れ
て
い
る
の
か
。

　女
鳥
監
査
委
員
　
監
査
は
、
実
施
期
間
を
確
保

し
に
く
く
対
象
も
限
ら
れ
る
な
か
、
毎
年
度
計

画
を
立
て
行
っ
て
い
る
。

　
　
監
査
の
目
的
は
、
民
主
的
・
法
律
的
な
行
政

執
行
が
確
保
さ
れ
、
住
民
の
福
祉
の
増
進
に
寄

与
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　山
根
　
自
主
財
源
と
な
る
賦
課
徴
収
事
業
で
は

計
画
値
を
大
き
く
上
回
る
実
績
が
あ
が
っ
て
い

る
。
今
後
も
、
事
業
の
継
続
・
転
換
・
廃
止
な

ど
を
に
ら
み
つ
つ
、
行
財
政
改
革
が
進
む
こ
と

を
期
待
す
る
。

全
員
賛
成
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■
認
定
第
１
号

議会のうごき議会のうごき

認

　

定

29
年
度
決
算

7月

7月～9月の議会の主な活動状況7月～9月の議会の主な活動状況議会のうごき

　9日　議会改革特別委員会

13日　全員協議会（臨時）

18日　地域懇談会（吉田）

19日　全員協議会

20日　議会広報特別委員会

８月

      1日　議会広報特別委員会

  　　 地域懇談会（八千代）

      5日　地域懇談会（向原）

      7日　議会運営委員会

   8日　議会改革特別委員会

17日　地域懇談会（高宮）

18日　地域懇談会（甲田）

19日　地域懇談会（美土里）

20日　全員協議会

　　　　道の駅整備調査特別

　　　　委員会

21～　 総務企画常任委員会

22日　先進地視察研修

22～　文教厚生常任委員会

23日　先進地視察研修

27日　北部ブロック議員研修会

30日　議会運営委員会

９月

      5日　高校生との意見交換会

　　　　（吉田高校）

      6日　第３回定例会（開会）

　　　　全員協議会（臨時）

　　　　議会広報特別委員会

      7日　予算決算常任委員会

　　　　全員協議会（臨時）

　　　　総務企画常任委員会

　　　　産業建設常任委員会

10日　本会議（一般質問）

11日　本会議（一般質問）

13日　総務企画常任委員会

18日　文教厚生常任委員会

19日　産業建設常任委員会

　　　　議会運営委員会

　　　　全員協議会

20日　予算決算常任委員会

21日　予算決算常任委員会

28日　第３回定例会（最終日）

　　　　議会改革特別委員会

※詳細は、お太助フォンや市のホームページでお知らせいたします。

○市内中学校と保育所の遊戯室への
　エアコン整備
○八千代地区・甲田地区の小学校統合
○「生活支援員」制度
○本庁第１庁舎耐震化工事
○「道の駅」整備事業などへの取り組み

○市内中学校と保育所の遊戯室への
　エアコン整備
○八千代地区・甲田地区の小学校統合
○「生活支援員」制度
○本庁第１庁舎耐震化工事
○「道の駅」整備事業などへの取り組み

本会議の議決風景

質
疑

■
賛
成

■
採
決

■
討
論

■

傍
聴
記

傍
聴
記八

千
代
町

　平
本
和
昭
さ
ん

　
９
月
10
日
安
芸
高
田
市

議
会
一
般
質
問
を
傍
聴
し
ま

し
た
。
市
長
に
対
し
議
員
の

皆
様
が
色
々
な
質
問
を
交
わ

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
災
害
が
多
発
し
て
い
る
関

係
で
、
防
災
に
関
す
る
質

問
が
初
日
だ
け
で
７
件
も
あ

り
ま
し
た
が
、
も
う
少
し
コ

ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
る
事
が

で
き
た
ら
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
事
業
が
数
え
切

れ
な
い
程
あ
り
ま
す
が
、
限

ら
れ
た
予
算
の
中
で
道
の
駅

（
野
菜
市
場
な
ど
）、
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
等
の
事
業
が
進
む
と
、

多
額
の
費
用
が
か
か
る
の
で

心
配
で
す
。
事
業
が
う
ま

く
い
く
か
少
し
不
安
に
思
い

ま
し
た
。
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９月定例会９月定例会

向原高校向原高校
○地域の課題または意見・要望
○市長に立候補するなら、どんな公約にするか　
○今の社会で課題や問題と感じていること、期待や希望していること

6月27日(水)　
14：30～15：20

高校生と議会との意見交換会高校生と議会との意見交換会

高校生との意見交換会高校生との意見交換会

高校３年生を対象として「まちづくりに参画する意識」や「選挙で投票する重要性の認識」を持っ
ていただくことを目的に、グループに分かれて意見交換を行いました。地域課題について熱心に
考えられた意見や要望は、参考になることがたくさんありました。

○若者が住みやすくなる政
策も実現してほしい。

　【要　望】

　【提　案】

○人口減少の現実に驚いた。
できることがあれば一緒
に市を盛り上げたい。
○将来のことを今から考え、
選挙権を持ったら意見し
ようと思った。
○要望したことの実現を期
待する。

　【感　想】

○毛利元就、サンフレッ
チェ、神楽をもっとアピー
ルしてほしい。
○働く場所をつくってほしい。

　【要　望】

○貴重な体験で、地域の問
題点や改善点が出てよ
かった。
○市をよくするために自分
から働きかけをしなくて
はいけないと思う。

　【感　想】

○子育てしやすい環境や公園の整備が必要。
　【公　約】○活気の出るイベントや祭りを開催する。
　【社会での課題・問題】○いじめや無差別殺人はいけない。

　【提　案】
○公共交通の充実が人口増につながるのではないか。
○ショッピングモールがあれば、人を呼び込み市の活性化につながる。
○ジビエ料理をいろんなところで提供するべき。

承
認
・
可
決

災
害
復
旧
費

応急工事・災害廃棄物処理など
専決処分　　２億3684万円

（専決処分月日　７月３０日）

一般会計補正予算　総額29億4958万円のうち
災害復旧関係費　24億9045万円

応急工事・災害廃棄物処理など
専決処分　　２億3684万円

（専決処分月日　７月３０日）

一般会計補正予算　総額29億4958万円のうち
災害復旧関係費　24億9045万円

○
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い
て

　玉
重
　
市
の
財
政
状
況
も
大
変
厳
し
い
な
か
、
財
政
調

整
基
金
を
繰
り
入
れ
て
、
早
急
に
現
場
対
応
を
さ
れ
た

こ
と
に
感
謝
す
る
。

○
平
成
30
年
度
安
芸
高
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
３
号
）
に
つ
い
て

　山
根
　
今
後
は
、
補
助
金
に
お
い
て
も
、
将
来
的
な
経
営

や
効
果
を
は
か
り
、
し
っ
か
り
と
し
た
計
画
を
立
て
た
う

え
で
の
予
算
化
と
し
、
安
芸
高
田
市
の
生
き
残
り
を
か
け

て
取
り
組
む
姿
勢
を
貫
か
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

■
承
認
第
４
号

■
議
案
第
65
号

賛
成

■
討
論

■
賛
成

■
討
論

■

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
　
中
本
　
吉
德
　
さ
ん

　
　
　
　
　
　
八
千
代
町
上
根

　
　
藤
田
美
佐
子
　
さ
ん

　
　
　
　
　
　
吉
田
町
吉
田

諮
問
（
２
件
）

■

承

　認

○
Ｊ
Ｒ
芸
備
線
・
福
塩
線
の
早
期
復
旧
に
関
す
る

意
見
書
に
つ
い
て

　
長
期
に
わ
た
る
運
休
が
見
込
ま
れ
て
い
る
Ｊ
Ｒ

芸
備
線
・
福
塩
線
は
、
通
学
、
通
勤
、
医
療
機
関

へ
の
通
院
と
い
っ
た
市
民
生
活
の
維
持
、
企
業
の

生
産
活
動
等
に
不
可
欠
な
鉄
道
路
線
で
あ
り
、
生

活
交
通
と
し
て
の
利
用
者
の
ほ
か
、
観
光
客
等
へ

の
影
響
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　
一
刻
も
早
い
復
旧
及
び
運
行
可
能
と
な
っ
た
区

間
の
早
期
の
一
部
運
行
再
開
の
た
め
、
鉄
道
事
業

者
に
対
す
る
配
慮
及
び
復
旧
に
係
る
地
方
自
治
体

の
負
担
に
対
す
る
財
政
措
置
等
、
あ
ら
ゆ
る
支
援

を
要
望
す
る
。

※

国
・
県
の
関
係
機
関
へ
提
出
す
る
。

■
発
議
（
１
件
）

採
決

■

全
員
賛
成

全
員
賛
成

採
決

■
全
員
賛
成

一日も早い復旧を一日も早い復旧を

テーマ

吉田高校吉田高校
○生活する地域からの提案及び質問

９月５日(水)　
15：30～16：20

テーマ
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９月定例会９月定例会

　
９
月
定
例
会
を
９
月

６
日
〜
28
日
ま
で
の
会

期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
を
含
む
10

会
計
の
29
年
度
決
算

は
、
予
算
決
算
常
任
委

員
会
へ
付
託
し
、
本
会

議
最
終
日
に
お
い
て
、

す
べ
て
全
員
賛
成
で
認

定
し
ま
し
た
。

（
決
算
審
査
は
４
〜
６

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
16
議
案
（
う
ち
議

員
発
議
１
件
）
を
、
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。（
補

正
予
算
審
査
は
７
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）

　
一
般
質
問
で
は
、
13

人
が
市
政
を
問
い
ま
し

た
。（
13
〜
19
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）

■30 年第 4回定例会は12 月上旬から開会を予定しています

９
月
定
例
会
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管
理
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施
設
運
営
が
厳
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い
状
況

に
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る
と
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報
告
が
市
よ
り
あ
っ
た

が
、
監
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委
員
の
立
場
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ら
ど
の
よ
う
な
視
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を
持
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る
の
か
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鳥
監
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委
員
　
監
査
は
、
実
施
期
間
を
確
保

し
に
く
く
対
象
も
限
ら
れ
る
な
か
、
毎
年
度
計

画
を
立
て
行
っ
て
い
る
。

　
　
監
査
の
目
的
は
、
民
主
的
・
法
律
的
な
行
政

執
行
が
確
保
さ
れ
、
住
民
の
福
祉
の
増
進
に
寄

与
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　山
根
　
自
主
財
源
と
な
る
賦
課
徴
収
事
業
で
は

計
画
値
を
大
き
く
上
回
る
実
績
が
あ
が
っ
て
い

る
。
今
後
も
、
事
業
の
継
続
・
転
換
・
廃
止
な

ど
を
に
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み
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、
行
財
政
改
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進
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を
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る
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全
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賛
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　9日　議会改革特別委員会

13日　全員協議会（臨時）

18日　地域懇談会（吉田）

19日　全員協議会

20日　議会広報特別委員会

８月

      1日　議会広報特別委員会

  　　 地域懇談会（八千代）

      5日　地域懇談会（向原）

      7日　議会運営委員会

   8日　議会改革特別委員会

17日　地域懇談会（高宮）
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20日　全員協議会

　　　　道の駅整備調査特別

　　　　委員会

21～　 総務企画常任委員会

22日　先進地視察研修

22～　文教厚生常任委員会

23日　先進地視察研修

27日　北部ブロック議員研修会

30日　議会運営委員会

９月

      5日　高校生との意見交換会

　　　　（吉田高校）

      6日　第３回定例会（開会）

　　　　全員協議会（臨時）
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10日　本会議（一般質問）

11日　本会議（一般質問）

13日　総務企画常任委員会

18日　文教厚生常任委員会

19日　産業建設常任委員会

　　　　議会運営委員会

　　　　全員協議会

20日　予算決算常任委員会

21日　予算決算常任委員会

28日　第３回定例会（最終日）

　　　　議会改革特別委員会

※詳細は、お太助フォンや市のホームページでお知らせいたします。
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　エアコン整備
○八千代地区・甲田地区の小学校統合
○「生活支援員」制度
○本庁第１庁舎耐震化工事
○「道の駅」整備事業などへの取り組み
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○「道の駅」整備事業などへの取り組み
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。



〈
発
行
責
任
者
〉  

　
　
　
　
　 

議
　
　
長
　
先
川 

和
幸 

　

〈
議
会
広
報
特
別
委
員
会
〉

　
　
　
　 

　
委
員
長
　
山
根 

温
子
　

　
　
　
　
　 

副
委
員
長
　
玉
重 

輝
吉
　

　
　
　
　
　 

委
　
員
　
新
田 

和
明
　

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
芦
田 

宏
治

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
玉
井 

直
子

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
前
重 

昌
敬

　
本
年
、
安
芸
高
田
市
も
含
め
、
全

国
各
地
に
お
い
て
自
然
災
害
に
よ
り

多
く
の
方
々
が
亡
く
な
ら
れ
、
自
ら

の
無
力
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
と
と

も
に
、
心
が
痛
み
ま
す
。
亡
く
な
ら

れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
被
害
を

受
け
ら
れ
た
方
々
も
た
く
さ
ん
お
ら

れ
ま
す
。
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
こ
の
度
の
９
月
定
例
会
に
お
き

ま
し
て
は
、
７
月
豪
雨
災
害
関
連

に
要
す
る
費
用
、
約
27
億
円
を
可

決
致
し
ま
し
た
。

　
復
旧
工
事
も
懸
命
に
対
応
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

時
間
が
掛
か
り
、
被
害
を
受
け
ら
れ

た
方
々
に
、申
し
訳
な
く
思
い
ま
す
。

　
議
会
も
一
致
団
結
し
、
一
日
も
早

い
復
旧
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
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吉田幼稚園運動会（10月7日）

吉　田

第15回安芸高田花火大会（８月25日）

八千代

26家族が楽しく稲刈り

広島市から体験農業（９月17日）

美土里 祝　ご長寿

高美園敬老会　上佐一心会（盆踊り）（9月2日）

高　宮

夢！みんな元気にわいわい

第30回こうだわいわい祭 第50回商工祭（10月14日）

甲　田 世代間交流

向原こばと園運動会（９月22日）

向　原

天気に恵まれ大勢の
参加者でにぎわう

力を合わせて
オープニングパレード

今回の題字は、 さん（八千代小学校６年生）  です。

人がつながる田園都市

あきたかた

第59号 ２０１８（平成３０）年１１月１５日発行

 地域懇談会報告
 高校生との意見交換会
 あんな  こんな
 地域のかがやき

･･ 13～19
  一問一答 
 13人が市政を問う

い　　ぎ あかり

 ９月定例会
 29年度決算審査
 常任委員会報告

OVER THE TOP ～限界を超えて～
演目  男子全員騎馬戦（高宮中学校運動会）

･･････20～23
･･･24
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